


一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2023. 81

１　

誤
文
に
な
ら
な
い
エ
ラ
ー
レ
ス

２　

ど
ん
な
文
が
で
き
る
か
と
い
う
ワ
ク

ワ
ク
感

３　

明
確
な
ね
ら
い

　

さ
い
こ
ろ
の
目
に
従
っ
て
言
葉
を
視
写
し
な

が
ら
組
み
立
て
る
作
文
な
の
で
、
決
し
て
誤
文

に
な
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
さ
い
こ
ろ
の
目

に
よ
っ
て
（
つ
ま
り
運
に
よ
っ
て
）
ど
ん
な
文

が
完
成
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
の
ワ
ク
ワ

ク
感
が
子
供
を
主
体
的
に
す
る
。

　

さ
い
こ
ろ
に
よ
る
「
運
」
で
進
め
て
い
く
教
材

で
は
あ
る
が
、
ね
ら
い
は
明
確
に
設
定
し
て
あ
る
。

　
「
間
違
い
な
く
」「
楽
し
く
」「
ね
ら
い
を
も

っ
て
」
作
文
の
学
習
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
右
下
に
は
、
さ
い
こ
ろ
が

使
え
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付
い
て
い
る
。
実
物
の

さ
い
こ
ろ
が
な
く
て
も
学
習
が
で
き
る
。

実
践
前

4
　

作
文
の
苦
手
な
子
へ
の
対
処
法
が
な
か
っ
た
。

実
践
後

5
　

作
文
が
苦
手
な
子
も
楽
し
く
作
文
技
術
の
一

部
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

微差力
教師の

作
文
が
苦
手
な
子
が
喜
ん
で
書
く

「
さ
い
こ
ろ
作
文
」

「
さ
い
こ
ろ
作
文
96
」で
、
作
文
が
苦
手
な
子
が
必
ず
書
け
る
よ
う
に
な
る
。

T
O
S
S
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル

村む
ら

野の

聡さ
と
し

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年
対
象

「
さ
い
こ
ろ
作
文
96
」（
学
芸
み
ら
い
社
）

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

2
　

作
文
が
苦
手
な
子
が
喜
ん
で
書
く
こ
と
が
で

き
、
書
く
技
量
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト

3
　

使
い
方
は
、
さ
い
こ
ろ
を
振
っ
て
、
出
た
目

の
指
し
示
す
「
言
葉
」
を
右
の
原
稿
用
紙
に
書

き
写
し
て
い
く
だ
け
だ
。

　

例
え
ば
、
最
初
に
１
が
出
て
、
次
に
３
が
出

た
ら
、「
い
も
う
と
が
こ
ろ
ぶ
。」
と
な
る
。

　

こ
の
教
材
の
良
さ
は
、
次
の
通
り
だ
。



2

　

国
語
ノ
ー
ト
の
メ
イ
ン
機
能
は
、
作
文
力
を

付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

メ
イ
ン
機
能
と
性
格
を
少
し
異
に
す
る
番
外

機
能
も
あ
る
。

　

歴
代
河
田
学
級
の
ノ
ー
ト
か
ら
紹
介
す
る
。

１　

学
習
内
容
を
記
録
す
る

　

漢
字
文
化
を
授
業
し
た
時
の
記
録
で
あ
る
。

　

国
語
に
は
、
言
語
事
項
が
あ
る
。

　

作
文
力
や
漢
字
な
ど
の
ス
キ
ル
と
は
違
う
学

習
内
容
で
あ
る
。

　

作
文
力
を
支
え
強
化
す
る
国
語
知
識
で
あ
る
。

　

国
語
の
大
切
な
基
礎
体
力
と
い
え
る
。

　

漢
字
字
典
で
調
べ
た
結
果
も
丁
寧
に
記
録
さ

せ
る
。
ま
た
、
作
文
の
表
記
記
号
に
つ
い
て
記

録
さ
せ
た
ペ
ー
ジ
も
あ
る
。「
こ
ん
な
の
や
る

必
要
な
い
。
作
文
を
書
か
せ
る
な
か
で
教
え
て

い
け
ば
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
聞
こ
え
て
き
そ

う
で
あ
る
。
私
も
で
き
れ
ば
、
そ
う
し
た
い
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
か
。
そ
れ

ぞ
れ
の
表
記
記
号
に
つ
い
て
、
意
味
と
使
い
方

を
教
え
る
場
面
が
作
文
指
導
の
中
で
十
分
に
確

保
で
き
る
の
か
？　

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
表
現

指
導
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
、
表
記
指
導
は

付
け
足
し
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

国
語
の
教
科
書
に
は
、
表
記
に
つ
い
て
教
え

る
ペ
ー
ジ
が
必
ず
存
在
す
る
。

　

お
そ
ら
く
子
供
た
ち
が
、
表
記
に
つ
い
て
正

確
に
学
ぶ
一
生
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

言
語
事
項
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
の
内
容
も
、
き

ち
ん
と
ノ
ー
ト
に
記
録
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
楽
し
い
授
業
に
す
る
と
い
う
大

前
提
を
は
ず
せ
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

板書術・
ノート術

超凄腕

山
口
県
下
関
市
立
王
喜
小
学
校

河か
わ

田た

孝た
か
 ふ
み文

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

国
語
ノ
ー
ト
ス
キ
ル

一
年
間
の
子
供
の
ノ
ー
ト
に
は
、
次
の
よ
う
な
作
文
が
並
ん
で
い
た
。「
文
章
を
読
ん
だ
自
分
の
考
え
」「
言
葉
を
検
討
す

る
自
分
の
考
え
」「
テ
ー
マ
に
関
し
た
自
分
の
考
え
」「
他
人
の
意
見
へ
の
反
論
」様
々
な
角
度
か
ら
切
り
込
ん
だ
考
え
で

あ
る
。
国
語
ノ
ー
ト
で
培
う
作
文
力
は
、
思
考
力
と
い
え
る
。
今
回
は
、
思
考
力
育
成
以
外
の
機
能
を
紹
介
す
る
。
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２　

ま
と
め
る
力
を
付
け
る
ノ
ー
ト
指
導

　

ノ
ー
ト
ま
と
め
は
、
子
供
た
ち
に
次
の
力
を

付
け
る
。

・
学
習
内
容
に
関
す
る
知
識

・
学
習
内
容
を
整
理
す
る
力

　

ノ
ー
ト
ま
と
め
は
、
楽
し
い
。
ど
の
子
も
喜

ん
で
取
り
組
む
。

　

国
語
で
も
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。「
正
倉
院

と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
い
う
一
〇
ペ
ー
ジ
を
超

え
る
説
明
文
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ
た
。

「『
正
倉
院
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
に
書
い
て
あ
る

こ
と
を
、
絵
と
文
で
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
は
、
熱
中
し
た
。
そ
し
て
、
左
の

よ
う
な
作
品
を
完
成
さ
せ
た
。

３　

国
語
の
基
礎
体
力
を
付
け
る
漢
字
ノ
ー
ト

　

漢
字
を
書
く
力
も
大
切
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光

村
教
育
図
書
）
を
活
用
し
て
漢
字
の
学
習
シ
ス

テ
ム
を
子
供
た
ち
に
教
え
身
に
付
け
さ
せ
て
い
る
。

　

シ
ス
テ
ム
と
は
、
①
指
書
き
、
②
な
ぞ
り
書

き
、
③
写
し
書
き
、
に
よ
る
三
つ
の
練
習
ス
テ
ッ

プ
を
基
本
と
し
た
漢
字
の
自
学
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

漢
字
の
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
に
、
テ

ス
ト
練
習
を
ノ
ー
ト
に
さ
せ
て
い
る
。
次
の
手

順
で
書
く
よ
う
に
指
導
す
る
。

①　

読
み
が
な
だ
け
を
書
く
。

②　

一
つ
終
わ
っ
た
ら
「
。」
で
区
切
る
。

③　

読
み
が
な
を
見
て
、
漢
字
を
書
く
。

　

こ
れ
は
、
機
械
的
な
漢
字
練
習
と
全
く
異
な

る
。
ノ
ー
ト
へ
の
練
習
＝
模
擬
テ
ス
ト
で
あ
る
。

４　

作
文
に
慣
れ
る
日
記

　

日
記
も
書
き
方
を
指
定
し
て
書
か
せ
て
い
る
。

　

新
年
度
初
日
か
ら
一
日
も
欠
か
さ
ず
宿
題
と

し
て
出
し
て
き
た
（
私
も
全
員
へ
の
返
事
を
一

日
も
欠
か
さ
ず
書
い
て
き
た
）。
平
均
一
〜
二

ペ
ー
ジ
の
短
作
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ー
タ

ル
す
る
と
一
人
の
作
文
量
は
莫
大
で
あ
る
。

　

様
々
な
場
面
で
「
感
想
を
書
き
な
さ
い
」
と

言
う
。
子
供
た
ち
は
、
一
〇
分
程
度
で
ノ
ー
ト

一
〜
二
ペ
ー
ジ
を
書
き
上
げ
る
。

　

日
記
継
続
の
効
能
で
あ
る
。



大成功の
絵画工作
授業

4

大
学
教
育
の
現
場
で
の
実
践

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　
令
和
五
年
四
月
一
日
㈯
か
ら
四
月
二
八
日
㈮
ま

で
、
福
島
学
院
大
学
（
福
島
県
）
本
館
一
階
ラ
ウ

ン
ジ
で
、「
第
一
回
学
生
作
品
展
あ
そ
び
の
国

へ
、
よ
う
こ
そ
‼
　
遊
ぶ
、
飾
る
、
い
ろ
ん
な
教

材
大
集
合
‼
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
本
誌
令
和
五
年
度
四
月
号
（
開
催
の
意
図
）
及

び
六
月
号
（
展
示
の
事
例
）
で
提
起
し
た
「
作
品

原
点
は
い
の
ち
、
最
終
的
な

課
題
は
多
様
な
現
場
で
の
実
践

■教材／ 見たこともないような顔（一枚の紙でつくる、二枚の紙でつくる）、一本の糸で動く紙人形、いろんなオ
ニがあつまった、おしゃべりの達人、なべつかみの大変身、応援グッズの大活躍

■大学本館1階ラウンジ（上）
■パネルの設置（中）
■作品の展示（下）
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展
あ
そ
び
の
国
へ
、
よ
う
こ
そ
‼
」
を
大
学
教

育
の
現
場
で
実
践
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
桜
田
葉
子
理
事
長
・
学

長
は
じ
め
、
こ
ど
も
学
科
や
保
育
学
科
の
教
職
員

の
皆
様
に
、
大
学
行
事
と
し
て
の
位
置
付
け
・
予

算
の
確
保
・
パ
ネ
ル
や
作
品
の
搬
入
・
搬
出
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
企
画
・
運
営
、
広
報

等
に
関
す
る
様
々
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。

　
誌
上
で
の
作
品
展
の
提
案
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

ら
も
大
学
教
育
の
現
場
で
実
践
し
た
理
由
は
、
こ

れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
次
の
言
葉
に
責
任

を
も
ち
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

原
点
は
い
の
ち
、
最
終
的
な
課
題
は

多
様
な
現
場
で
の
実
践

　
そ
し
て
、
そ
の
言
葉
を
具
体
化
し
た
形
で
示
す

こ
と
が
も
の
を
つ
く
る
教
育
に
か
か
わ
る
人
間
の

責
任
で
あ
る
と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
い
の
ち
を
基
本
と
す
る
教
育
の
推
進

は
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
再
起
す
る
た

め
の
福
島
に
あ
る
大
学
の
役
割
で
も
あ
ろ
う
。

　
第
二
回
作
品
展
で
は
、
会
場
に
訪
れ
る
子
供
た

ち
が
展
示
物
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
遊
ん

で
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
学
生
と
と

も
に
つ
く
り
た
い
。

■少ない材料で多様な発想を生み出す創造体験＆教育実習へ向けての取組
■福島学院大学認定こども園の先生と子供たち



①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　並木友寛
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　松原幸司
55　溝端久輝子
55　吉原尚寛
56　横堀勇太

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　鈴木恭子

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　本澤　航
58　石坂　陽
59　村上　諒
60　山崎克洋
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　利田勇樹
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　林　健広
66　吉永順一
67　河田孝文

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　小貫義智

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　高野宏子

社会貢献活動への 
取り組み

77　金城貴裕

４・８・１月号特別企画！ 
あの高段者の国語・算数授業

40 社会 個別最適な学びと協働的な学びを意識した
授業展開① � 本澤　航

41 社会 個別最適な学びと協働的な学びを意識した
授業展開② � 本澤　航

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 子供の「生活リズム」を 
守る授業 � 堀田和秀

43 英語 Unit4:He can bake bread well.  
� 笹原大輔

44
オンライ

ン
Google Classroom使いこなしスキル 
③と④ � 許　鍾萬

45 情報活用 AIの機械学習を体験させる 
プログラミング教育 � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 国語 既習事項も楽しく復習 
「漢字の音訓」の授業� 市川玲名

47 理科 シミュレーションを用いて 
「状態変化」を授業する � 松浪由起

中学校でのTOSS実践

28 算数 数の線のめもりを正確に数える 
� 手塚美和

30 国語 「夏がいっぱい」で俳句作りの 
土台ができる � 井戸砂織

32 算数 成功体験と熱中を保証する授業で 
２学期を駆け抜ける � 小嶋悠紀

34 国語 「かぼちゃのつるが」の授業検討 
� 長谷川博之

36 国語 新・図読法で物語の構造を授業する  
� 椿原正和

38 算数 「円の面積の求め方」を熱中して 
考える授業展開例 � 谷　和樹

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「SNSの活用法」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。
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写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

あなたは不安を感じる派？　積極的に使う派？

ChatGPTとのつきあい方

1　教師の微差力　村野　聡

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　河田孝文

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第48回　A　向山洋一
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〈ChatGPTの使わせ方とルール〉
14　�まずは教師が使ってみて、教育面での活用を議論しよう � 塩谷直大
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25　テスト問題をChatGPTに作らせるときの大事な工夫� 後藤隆一
26　教材や活動メニューをChatGPTに作らせたら � 平松英史
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10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　「生成AI」を授業の中で使い倒そう� 谷　和樹



トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

谷編集長の濃厚すぎる５分間

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス f 7 h m j x
（エフ・なな・エイチ・エム・ジェイ・エックス）

共通パスワード
※有効期間： 2023年7月15日～

2023年10月14日

SNSの活用法

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL8

学級の荒れを未然に防ぐ指導

すべての子供の学力を保障する

教育 8
2023

August
No.560

教育技術研究所

特集

ChatGPTとの
つきあい方

令和5年7月15日発行（毎月1回15日発行）第560号

あなたは不安を感じる派？積極的に使う派？

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

AIに聞きたいな
夏休みの楽しい過ごし方
AIに聞きたいな
夏休みの楽しい過ごし方

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる作業療法” …… 鈴木恭子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

小学1年　算数　「数の線のめもりを正確に数える」手塚美和
小学2年　国語　「『夏がいっぱい』で俳句作りの土台ができる」井戸砂織
小学3年　算数　「成功体験と熱中を保証する授業（「コンパス」）小嶋悠紀
小学4年　国語　「『かぼちゃのつるが』の授業検討」長谷川博之
小学5年　国語　「新・図読法で物語の構造を授業する」椿原正和
小学6年　算数　「『円の面積の求め方』を熱中して考える授業展開例」谷和樹

中学校の授業実践
国語　「既習事項も楽しく復習『漢字の音訓』の授業」
理科　「シミュレーションを用いて『状態変化』を授業する」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!
夏休みの楽しい過ごし方夏休みの楽しい過ごし方夏休みの楽しい過ごし方夏休みの楽しい過ごし方夏休みの楽しい過ごし方

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

サマーセミナーのなりたち
第48回

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
〇
名
く
ら
い
で
始

め
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
広
が
り
、
三
〇
年
前

の
段
階
で
既
に
四
〇
〇
名
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、「
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う
名
称
に

な
っ
た
の
は
、
子
供
の
頃
、
う
ち
に
よ
く
来
て

い
た
東
工
大
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
の
話
が
記
憶

に
残
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
自
然
に
付
け
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
講
師
に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
は
京
浜
教
育

サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
選
び
ま
し
た
。
中
学
校
や

高
校
の
先
輩
に
も
声
を
か
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
当
時
有
名
だ
っ
た
野
口
芳
宏
先

生
や
有
田
和
正
先
生
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　
大
森
修
先
生
に
も
お
願
い
し
ま
し
た
。
彼
は

話
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

書
く
も
の
は
す
ご
か
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

実
践
も
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
講
師
を
選
ぶ
基
準
は
、
私
が
そ
の
人
の
話
を

聴
い
て
楽
し
か
っ
た
か
ど
う
か
で
す
。

　
野
口
先
生
や
有
田
先
生
は
ダ
ン
ト
ツ
で
し
た
。

優
秀
な
先
生
が
多
い
附
属
小
学
校
の
中
で
も
、

お
二
人
は
ず
ば
抜
け
て
優
秀
で
し
た
。

　
野
口
先
生
は
八
〇
歳
を
超
す
現
在
で
も
、
い

ま
だ
に
地
方
へ
出
向
い
て
講
演
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
姿
勢
を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

【
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
３
】

https://sum
m
er2023.peatix.com

/

　
教
師
が
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
知

り
た
い
で
す
。

　
向
山
先
生
は
昔
か
ら
夏
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
思
い
付
い
た
の
で
す
か
。

　
仲
間
内
の
合
宿
が
学
習
会
と
な
り
、
セ
ミ

ナ
ー
と
い
う
形
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
元
々
は
、
夏
休
み
は
サ
ー
ク
ル
の
合
宿
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
大
き
く
な
っ
た
の

が
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
最
初
は
石
黒
な
ど
、
京
浜
教
育
サ
ー
ク
ル
の

仲
間
た
ち
と
合
宿
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
学
習
会
に
な
り
、
夏
休
み
だ
か
ら
全
国

の
仲
間
た
ち
も
来
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
形
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
始
め
た
当
初
は
そ
ん
な
に
大
き
な
集
ま
り
で

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
授
業
の
中
で
使
い
倒
そ
う

授
業
や
教
師
の
業
務
で
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
。
そ
の
検
討
は
も
う
既
に
終
わ
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
な
ら
非
常
に
遅
い
。
こ
の
夏
ま
で
に
は
文
科
省
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
様
々
な
論
点
は
あ
ろ
う
が
、
中
心
は
「
ど
の
よ
う
に
使
い
こ
な
す
の
か
」「
自
分
の
考
え
を
形
成
す
る
の

に
ど
う
活
か
す
の
か
」
と
い
っ
た
視
点
で
あ
る
。

学
校
で
の
話
題
で
は
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
」
の
「
チ
ャ
の
字
」
も
出
ま
せ
ん

と
い
っ
た
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
は
話
に
な
ら
な
い
。

　

よ
く
分
か
ら
な
い
人
は
ぜ
ひ
、
本
号
の
特

集
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
が
最
初
に
C
h
a
t
G
P
T
を
授
業
で

取
り
上
げ
た
の
は
、
二
〇
二
三
年
の
二
月

だ
っ
た
。
C
h
a
t
G
P
T
が
公
式
に
発
表

さ
れ
た
三
か
月
後
で
あ
る
。

　

教
育
界
で
は
最
も
早
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
に

入
る
だ
ろ
う
。

　

扱
っ
た
テ
ー
マ
は
、

①　

C
h
a
t
G
P
T
で
の
情
報
検
索

②　

出
力
さ
れ
た
結
果
の
信
憑
性

　
　

国
際
交
流
の
再
始
動

⑹　

日
本
教
育
技
術
学
会
を
真
の
学
会
に

　
　
「
向
山
洋
一
教
育
賞
」
の
拡
大
継
続

⑺　
「
向
山
型
」
の
追
究

⑻　

女
性
が
輝
く
組
織

一　
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
授
業
す
る

　

今
月
号
か
ら
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
取
り
上
げ

る
。

　

図
ら
ず
も
今
月
号
の
特
集
が
、

「
C
h
a
t
G
P
T
と
の
つ
き
あ
い
方
」

で
あ
る
。

C
h
a
t
G
P
T
を
知
ら
な
い
先
生
は
、

も
は
や
い
な
い
と
信
じ
た
い
が
、
そ
う
で
も

な
い
ら
し
い
。

　

前
号
ま
で
、
本
年
度
の
T
O
S
S
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。

　

詳
説
で
き
な
か
っ
た
項
目
も
加
え
て
、
改

め
て
全
八
項
目
を
列
挙
し
て
お
く
。

⑴　

よ
り
広
い
層
（
若
手
）
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

⑵　

Ｋ
12
の
連
携

⑶　

学
び
方
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
／
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
⑷　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
本
格
始
動

　

１
．
対
面
／O

nline

／H
ybrid

　

２
．
同
期
／
非
同
期

　

３
．
新
し
い
様
式
の
「
合
宿
文
化
」

⑸　

実
践
的
英
語
力

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で

広
く
呼
び
か
け
て
き
た
。
締
切
は
七
月
十
八

日
な
の
で
、
本
誌
が
届
く
頃
に
は
ち
ょ
う
ど

応
募
レ
ポ
ー
ト
が
集
ま
っ
て
い
る
頃
で
は
な

い
か
と
思
う
。三　

生
成
Ａ
Ｉ
が
な
ぜ
重
要

な
の
か

C
h
a
t
G
P
T
を
代
表
と

す
る
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
や
産
業
を
変
化
さ
せ
る

可
能
性
が
大
き
い
。
か
つ
て
、

一
九
九
〇
年
代
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
登
場
し
、
そ
の
後
一

〇
年
程
度
で
産
業
界
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
そ
れ
に
匹
敵
す
る

変
化
が
お
き
る
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
。（
つ
づ
く
）

　

末
尾
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
各
地
で
修
正
し
、

よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

同
時
に
「
Ａ
Ｉ
活
用
教
育
賞
」
を
ロ
ー
ン

チ
（
公
表
、
開
始
）
し
た
。

で
あ
る
。

　

こ
の
時
点
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
信
頼
性
を
授
業

し
て
い
た
。

　

四
月
に
は
「
郵
便
」
の
授
業
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
取
り
入
れ
た
場
合
の
提
案
を
し
た
。

　

扱
っ
た
テ
ー
マ
は
、

③　

思
考
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ

で
あ
る
。

　

こ
の
時
点
で「
プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示
・
質

問
）」の
重
要
性
に
触
れ
て
い
た
。
単
に
情
報

を
引
き
出
す
の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
が
思

考
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
そ
の
た
め
の
ヒ
ン
ト

も
提
案
し
て
い
た
。

二　
「
実
践
評
価
の
指
標
（
案
）」
を
提
案

　

翌
月
に
は
「
Ａ
Ｉ
活
用
教
育
実
践
評
価

の
指
標
（
案
）」
を
提
案
し
た
（
下
表
）。

　

こ
の
指
標
は
、
私
が
下
書
き
し
た
も
の
を

C
h
a
t
G
P
T
に
読
み
込
ま
せ
て
加
除
修

正
し
、
さ
ら
に
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
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イラスト：柴﨑昌紀イラスト：柴﨑昌紀

2023年

8月号
特集

あなたは不安を感じる
派？ 積極的に使う派？

2023年

8月号

ChatGPTとのChatGPTとの
つきあい方つきあい方

解説：そもそもChatGPTって何？

ChatGPTの
使わせ方とルール

1

ChatGPTを使わせる
授業事例

3

ChatGPTで学校の
業務負担は、どうなるか

5

ChatGPTのメリット・
デメリットは何か

2

夏休みの宿題での
ChatGPTの使わせ方例

4



　

あ
な
た
は
不
安
を
感
じ
る
派
？
　
積
極
的
に
使
う
派
？
　
CC
hh
aa
t
G
P
T

t
G
P
T  

と
の
つ
き
あ
い
方

特集

13   2023. 8

１　

巨
大
な
情
報
革
命
が
起
き
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
W
W
W
）
が
登
場
し
て
、

教
育
の
世
界
は
激
変
し
ま
し
た
。
T
O
S
S
は
そ

れ
が
登
場
し
た
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

向
山
洋
一
氏
は
W
W
W
の
概
念
を
い
ち
早
く
授

業
し
、「
T
O
S
S
ラ
ン
ド
」
の
構
築
を
始
め
ま

し
た
。
T
O
S
S
ラ
ン
ド
は
現
在
も
稼
働
し
、
進

化
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
べ
学
習
の

モ
デ
ル
を
提
案
し
た
の
も
そ
の
頃
で
す
。

今
回
、
新
た
に
登
場
し
て
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
「
生
成
系
Ａ
Ｉ
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登

場
に
匹
敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
る
変
化

を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。

２　

C
h
a
t
G
P
T
っ
て
何
？

「
生
成
系
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
の
は
会
話
、
ス
ト
ー

リ
ー
、
画
像
、
音
楽
な
ど
の
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ

や
ア
イ
デ
ア
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
で
す
。C
h
a
t
G
P
T
（https://

chat.openai.com
/

）
も
そ
の
一
つ
で
す
。

ま
る
で
人
間
と
会
話
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
自

然
な
応
答
を
し
た
り
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
教
え

て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
や
読
書
感
想
文
、

教
師
の
指
導
案
や
テ
ス
ト
問
題
、
文
章
の
校
正
、

翻
訳
、
悩
み
相
談
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ま
で
で

き
ま
す
。

現
状
で
は
「
間
違
っ
た
答
え
」
を
返
し
て
く
る

こ
と
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
は
学

習
し
続
け
て
い
る
た
め
、
応
答
の
質
は
今
後
飛
躍

的
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

C
h
a
t
G
P
T
が
初
め
て
ニ
ュ
ー
ス
に
登
場

し
て
か
ら
、
ま
だ
一
年
も
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
政
府
は
官
房
長
官
が
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
に
留
意
す
る
よ
う
述
べ
、
日
本
の
主
な

大
学
も
そ
の
対
応
を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。

　

教
育
に
お
け
る
新
た
な
技
術
の
活
用
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

の
両
方
に
留
意
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。�

�
�

（
二
〇
二
三
年
四
月
六
日　

松
野
官
房
長
官
）

　

生
成
系
Ａ
Ｉ
を
有
害
な
存
在
で
あ
る
と
し

て
利
用
禁
止
す
る
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し

な
い
。
人
類
は
こ
の
数
か
月
で
も
う
す
で
に

ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
問
題
を

生
じ
な
い
よ
う
に
で
き
る
の
か
、
そ
の
方
向

性
を
見
出
す
べ
く
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る�

�
�

（
東
京
大
学
理
事
・
副
学
長　

太
田
邦
史
氏
）

こ
の
動
き
は
、
高
等
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
小
中

学
校
に
も
必
ず
降
り
て
き
ま
す
。

学
校
が
こ
れ
を
ど
ん
な
に
禁
止
し
て
も
、
子
供

た
ち
が
使
い
始
め
る
の
は
も
う
時
間
の
問
題
で
す
。

C
h
a
t
G
P
T
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Perplexity A
I

（https://w
w

w
.perplexity.ai/

）、

N
otion A

I

（https://w
w

w
.notion.so/ja-jp/

product/ai

）
と
い
っ
た
有
力
な
Ａ
Ｉ
が
続
々
と

登
場
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
先
生
方
が
、
い
ま
す
ぐ
こ
れ
を
使
っ
て
み

る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
教
師
と
子
供
た
ち
が
活

用
す
る
可
能
性
」
を
探
り
、
対
応
の
検
討
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１　

ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
い
始
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ア

カ
ウ
ン
ト
登
録
を
行
う
。「chatGPT

」
と
検
索
し
、
公

式
サ
イ
ト
（https://chat.openai.com
/

）
に
ア
ク
セ
ス

す
る
。

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
に
は
、
次
の
個
人
情
報
が
必
要
だ
。

①
　
個
人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

②
　
氏
名

③
　
個
人
の
携
帯
電
話
番
号

画
面
に
表
示
さ
れ
る
手
順
通
り
に
進
め
て
い
け
ば
、
簡

単
に
取
得
で
き
る
。

２　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
３
．５
は
無
料

　

二
〇
二
三
年
五
月
現
在
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
無
料
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
３
．５

だ
け
だ
。
無
料
版
で
も
、
基
本
的
な
機
能
が
利
用
で
き
る

が
、
サ
ー
バ
ー
が
混
雑
し
て
い
る
時
に
は
利
用
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
。
有
料
版
に
す
る
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
４
を
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
混
雑
時
で
も
優
先
的
に
使
用
で

き
る
。
さ
ら
に
回
答
の
精
度
が
向
上
す
る
。

３　

プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示
文
）
に
回
答
さ
せ
る

　

基
本
的
な
使
い
方
は
、
Ａ
Ｉ
と
の
会
話
（
チ
ャ
ッ
ト
）

だ
。「
プ
ロ
ン
プ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
指
示
文
を
打
ち
込
み
、

文
章
を
生
成
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
プ
ロ
ン
プ

ト
を
入
力
し
て
み
よ
う
。

「
社
会
科
見
学
の
お
礼
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
感
謝

状
を
書
き
ま
す
。
ど
ん
な
文
面
が
い
い
で
す
か
。」

す
ぐ
に
文
例
を
書
き
上
げ
る
。「
も
っ
と
小
学
生
ら
し

く
」
と
注
文
を
つ
け
る
と
、
す
ぐ
に
書
き
直
し
て
く
れ
る
。

４　

リ
ス
ク
面

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
、
二
〇

二
一
年
ま
で
の
デ
ー
タ
が
基
盤

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
古
い
情

報
を
回
答
す
る
場
合
が
あ
る
。

さ
ら
に
間
違
え
た
内
容
（
嘘
）

を
書
く
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
「
リ
ス
ク
面
」
も
含
め
て
、

教
育
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。
現
場
で
も
考
え
、
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
る
。
ま
ず
教
師
自
身
が
使
っ
て
み
て
、
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
実
感
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
議
論
す
る
た

め
の
資
料
と
し
て
、
児
童
用
テ
キ
ス
ト
を
試
作
し
た
。
上

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
資
料
の
一
部
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
参
加
し
て
い
る
人
に
は
、

塩
谷
の
ダ
イ
ア
リ
ー
で
資
料
の
全
て
を
共
有
し
て
い
る
。

まずは教師が使ってみて、教育面でのまずは教師が使ってみて、教育面での
活用を議論しよう

ChatGPTに代表される生成AI（学習した情報を元に文章や画ChatGPTに代表される生成AI（学習した情報を元に文章や画
像を作ったりすることができる人工知能）の進化が世界中で像を作ったりすることができる人工知能）の進化が世界中で
注目されている。文部科学省でも議論が始まった。まずは教注目されている。文部科学省でも議論が始まった。まずは教
師自身が使ってみて、活用場面やリスク面を議論しよう。師自身が使ってみて、活用場面やリスク面を議論しよう。

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

ChatGPTを使ってみよう─最初の第一歩
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※
１  

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
C
h
a
t
G
P
T
を
使
え
る
関
数
。
ア
ド
オ

ン
を
追
加
す
る
こ
と
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

※
２  

指
示
・
質
問
。

担
任
す
る
六
年
生
に
、
五
月
の
連
休
後
に
問
う
た
。

保
護
者
の
方
は
C
h
a
t
G
P
T
を
知
っ
て
い
る
か
。

保
護
者
の
方
は
C
h
a
t
G
P
T
を
使
っ
て
い
る
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
約
八
〇
％
、
一
二
％
で
あ
っ
た
。
大
人
の
認
知

度
も
利
用
度
も
高
ま
る
な
か
、
子
供
た
ち
が
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
を
使
う
よ
う
に
な
る
の
は
す
ぐ
だ
ろ
う
。
正
し
く
使
え
る

よ
う
、
授
業
で
扱
っ
て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
た
。

　

ま
ず
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
関
数
※
１
を
入
れ
たGoogle

ス
プ
レ
ッ

ド
シ
ー
ト
を
共
有
し
た
。
こ
れ
で
一
人
一
人
が
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
プ
ロ
ン
プ
ト
※
２
を
入
力
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

次
い
で
、
国
語
の
短
文
作
り
で
は
、
C
h
a
t
G
P
T

を
使
用
可
と
し
た
。
社
会
科
で
、
国
会
の
仕
事
を
三
〇
字

ほ
ど
で
要
約
す
る
際
は
、
自
作
の
文
と
C
h
a
t
G
P
T

が
生
成
し
た
文
と
を
比
較
さ
せ
た
。
休
み
時
間
も
自
由
に

使
わ
せ
た
。

そ
の
上
で
、
次
の
三
つ
の
発
問
で
授
業
し
た
。

発
問
１

C
h
a
t
G
P
T
の
す
ご
さ
は
何
で
す
か
。

　

実
際
に
C
h
a
t
G
P
T
を
使
わ
せ
つ
つ
、
ノ
ー
ト
に

書
か
せ
た
。
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
。
抜
粋
し
て
記
す
。

・
質
問
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
れ
ば
、
何
で
も
回
答
を
返
し

て
く
れ
る
。

・
ま
ち
が
い
を
指
摘
す
る
と
修
正
す
る
。

発
問
２

C
h
a
t
G
P
T
を
使
っ
て
ど
ん
な
悪

い
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
か
。

・
宿
題
の
答
え
を
教
え
て
も
ら
う
。

・
自
由
研
究
の
結
果
を
全
て
教
え
て
も
ら
っ
て
、
実
際
は

自
由
研
究
を
し
な
い
。

・
作
文
な
ど
を
作
ら
せ
て
、
自
分
が
作
っ
た
よ
う
に
見
せ
る
。

・
夏
休
み
の
読
書
感
想
文
が
作
れ
る
。

発
問
３

C
h
a
t
G
P
T
で
気
を
付
け
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

・
正
し
い
情
報
な
の
か
確
認
す
る
。

・
宿
題
を
や
ら
せ
た
時
に
、
間
違
っ
た
答
え
な
の
か
、
確

認
す
る
。

・
C
h
a
t
G
P
T
に
ハ
マ
っ
て
依
存
症
な
ど
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

・
個
人
情
報
を
書
か
な
い
（
自
分
の
本
名
を
言
わ
な
い
。

友
達
の
名
前
を
書
か
な
い
）。

・
犯
罪
を
促
す
よ
う
な
事
が
返
っ
て
く
る
よ
う
な
質
問
を

し
な
い
。

発
問
３
へ
の
考
え
が
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
う
と
き
の
ル
ー
ル
」
と
な
る
。

ChatGPTを使わせ、
経験させることが必須経験させることが必須
ルール作りはそれからである。「ChatGPTを使うときのルール」は、教師から示すのではルール作りはそれからである。「ChatGPTを使うときのルール」は、教師から示すのでは
ない。自分たちで考えさせてこそ、生きたルールとなる。ない。自分たちで考えさせてこそ、生きたルールとなる。

山形県山形市立蔵王第一小学校 佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

ChatGPTの使わせ方とルール設定例─小学校
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文
部
科
学
省
が
活
用
方
法
や
注
意
点
を
ま
と
め
た
指
針

を
作
る
た
め
の
議
論
を
始
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
各
学
校

に
お
け
る
ル
ー
ル
策
定
は
そ
の
指
針
を
踏
ま
え
た
も
の
に

な
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
自
分
の
責
任
の
範
囲
内

で
実
施
し
た
こ
と
を
示
す
。

　

生
徒
の
端
末
に
C
h
a
t
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で

き
な
い
こ
と
や
、
使
用
に
際
し
て
生
じ
る
問
題
点
を
ク
リ

ア
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
令
和
五
年
四
月

現
在
、
私
は
「
私
自
身
の
Ｐ
Ｃ
」
を
使
っ
て
中
学
生
に
試

行
さ
せ
、
意
義
や
問
題
点
を
話
し
合
わ
せ
て
い
る
。

　

新
た
な
技
術
が
出
て
き
た
と
き
に
は
、
と
り
わ
け
体
験

さ
せ
る
の
が
大
事
で
、
禁
止
に
は
ほ
と
ん
ど
意
味
は
な
い
。

「
体
験
さ
せ
な
が
ら
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
使
っ
て
い
く
か
、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
注
意
す
る
か
を
教
師
と
生
徒
が
共
に

考
え
て
い
く
姿
勢
を
大
事
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら

で
あ
る
。

　

私
自
身
に
も
気
付
き
が
あ
っ
た
。
教
師
の
側
が
ど
の
よ

う
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
出
す
か
が
今
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
、
実
際

に
あ
れ
こ
れ
と
試
す
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
。

　

中
学
生
に
伝
え
た
の
は
こ
れ
だ
。

人
工
知
能
へ
の
依
存
は
ご
法
度
で
あ
る
。        

　

こ
の
場
合
の
依
存
と
は
ど
う
い
う
状
態
か
。
教
員
間
で

共
通
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
の
み
な
ら
ず

各
家
庭
で
も
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、

自
分
で
検
証
で
き
る
範
囲
内
の
質
問
を
出
す
こ
と  

で
あ
る
。
検
証
で
き
な
け
れ
ば
、
丸
投
げ
、
鵜
呑
み
、
妄

信
状
態
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
だ
。

　

目
の
前
の
中
学
生
が
、「
中
学
生
が
使
用
す
る
際
の

ル
ー
ル
を
教
え
て
」
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
大
意
以
下
の
点

が
返
っ
て
き
た
。

１　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
態
度
を
保
つ

２　

人
を
傷
つ
け
な
い

３　

無
用
な
暴
言
や
差
別
的
な
発
言
を
し
な
い

４　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
を
守
る

５　

質
問
を
す
る
前
に
考
え
る

６　

学
習
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る

７　

不
適
切
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
対
処
す
る

　

こ
れ
ら
の
生
成
さ
れ
た
答
え
を
基
に
し
て
、
生
徒
自
身

に
使
用
上
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
検
討
さ
せ
、
策
定
し
て

い
く
授
業
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
教
師
、
生
徒
、
保
護
者

の
三
者
で
協
働
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
る
の
が
良
い
。

生徒を参画させよう
一方的に押し付けられたルールは守ろうとしないのが中学生である。使用上のガイドライ一方的に押し付けられたルールは守ろうとしないのが中学生である。使用上のガイドライ
ンは教師、生徒、保護者の協働で策定するのが良い。ンは教師、生徒、保護者の協働で策定するのが良い。

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

ChatGPTの使わせ方とルール設定例─中学校



あ
な
た
は
不
安
を
感
じ
る
派
？
　
積
極
的
に
使
う
派
？
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hh
aa
t
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T
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と
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つ
き
あ
い
方

特集
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次
に
示
す
の
は
、
実
際
に
児
童
に
か
け
た
時
の
授
業
の

流
れ
で
あ
る
。

　
　

ユ
ニ
ッ
ト
１
児
童
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
の
強
化

ユ
ニ
ッ
ト
１
の
一
番
の
ね
ら
い
は
、
児
童
が
も
っ
て
い

る
Ａ
Ｉ
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
四
桁
×

四
桁
の
計
算
の
答
え
を
一
瞬
で
出
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。

そ
の
上
で
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
た
。
児
童
は
工
夫
し
て
計
算
す
る
こ
と
、
ど
の
よ
う
に

計
算
し
た
の
か
説
明
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。
こ
れ
が
、

次
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
布
石
と
な
る
。

　
　

ユ
ニ
ッ
ト
２
Ａ
Ｉ
に
で
き
る
事
と
人
間
に
で
き
る
事

ユ
ニ
ッ
ト
２
の
第
一
発
問
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

発
問
「
２
５
０
０
×
１
２
５
０
を
工
夫
し
て
計
算
し
て
」

こ
の
質
問
に
C
h
a
t
G
P
T
は
答
え
ら
れ
る
か
？

多
く
は
答
え
ら
れ
な
い
と
答
え
た
。
C
h
a
t
G
P
T

の
画
面
を
見
せ
る
と
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、

次
の
よ
う
な
発
問
を
し
た
。

困
っ
て
い
る
人
に
「
Ａ
Ｉ
よ
り
も

あ
な
た
に
き
き
た
い
」。
そ
う
思
わ
せ

る
た
め
に
は
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

同
様
の
流
れ
で
三
角
形
の
面
積
の
公

式
の
成
立
過
程
も
扱
っ
た
。

　
　

ユ
ニ
ッ
ト
３
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

　

ユ
ニ
ッ
ト
３
の
第
一
発
問
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

発
問
「
三
角
形
の
面
積
の
公
式
は
、
な
ぜ
底
辺
×
高
さ

÷
２
に
な
る
の
か
、
小
学
校
四
年
生
に
も
分
か
る
よ
う

に
説
明
し
て
」
こ
の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
か
？

実
際
の
C
h
a
t
G
P
T
の
画
面
を
見
せ
、
そ
れ
が
小

学
校
四
年
生
に
分
か
り
や
す
い
か
、
検
討
さ
せ
た
。
さ
ら

に
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
分
か
り
や
す
く

な
る
の
か
を
話
し
合
わ
せ
た
。
そ
の
上

で
、
次
の
発
問
を
し
た
。

発
問
「
Ａ
Ｉ
よ
り
も
あ
な
た
に
に
き

き
た
い
」。
そ
う
思
わ
せ
る
た
め
に

は
？

　
　

ユ
ニ
ッ
ト
４
振
り
返
り

　

最
後
に
、「
こ
れ
か
ら
の
算
数
の
学
習
で
大
切
な
こ

と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
振
り
返
り
を
書
か
せ
た
。

なぜ学校で学ぶのか
ChatGPTの長所・短所を踏まえて、人間にしかできないことを児童に考えさせる。ChatGPTの長所・短所を踏まえて、人間にしかできないことを児童に考えさせる。

授業コンテンツのQRコード

東京都品川区立戸越小学校 吉
よし

田
だ

知
とも

寛
ひろ

ChatGPTのメリット・デメリットは何か
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四
月
の
G
I
G
A
産
業
セ
ミ
ナ
ー
で
C
h
a
t
G
P
T

を
使
っ
た
授
業
を
提
案
し
た
。

　

ま
ず
は
、
テ
キ
ス
ト
を
子
供
た
ち
と
学
ん
だ
。
最
初
の

段
階
でGoogleClassroom

に
も
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ

い
て
明
記
し
て
お
い
た
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
家
な
ど
で
C
h
a
t
G
P
T
に
つ

い
て
触
れ
て
く
る
子
供
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
C
h
a
t
G
P
T
に
「
触
れ
る
」
こ
と
で
あ

る
。
飽
き
る
ほ
ど
触
れ
る
こ
と
で
、「
こ
れ
が
何
な
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
を
肌
感
覚
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

様
々
な
デ
バ
イ
ス
や
ギ
ア
は
飽
き
る
ほ
ど
触
れ
る
経
験

が
な
く
て
は
、
そ
れ
を
使
い
こ
と
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

次
に
、

「
建
設
業
を
代
表
す
る
建
築
物
を
五
つ
書
き
な
さ
い
」

と
発
問
し
、
子
供
た
ち
に
作
業
を
さ
せ
る
。

　

子
供
た
ち
が
書
き
終
わ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
ス
プ
レ
ッ
ド

シ
―
ト
に
記
入
さ
せ
、
丸
ご
と
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

ツ
ー
ル
に
入
れ
て
分
析
す
る
。

こ
の
こ
と
で
ク
ラ
ス
の
傾
向
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
C
h
a
t
G
P
T
に
も
同
じ
問
題
を
解
か
せ
る
。

「
C
h
a
t
G
P
T
と
同
じ
も
の
が
あ
っ
た
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
な
さ
い
」

と
ク
イ
ズ
形
式
で
丸
を
付
け
さ
せ
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
子
供
は
熱
中
す
る
。

　

さ
ら
に
「
も
う
五
個
C
h
a
t
G
P
T
」
に
答
え
を
追

加
さ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

　

こ
れ
も
熱
中
す
る

　

し
か
し
、
こ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
答
え
を
求
め
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。

「
こ
こ
ま
で
で
、
C
h
a
t
G
P
T
は
代
表
的
な
建
築
物

を
一
〇
個
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
自
分
の
意
見
を
比
較
し
、
で
き
る
だ
け
批
判
的

に
C
h
a
t
G
P
T
の
意
見
を
検
討
し
な
さ
い
」

　

こ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
批
判
的
に
見
る
と
い
う
視
点
を

与
え
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
は
、
そ
の
批
判
意
見
を
C
h
a
t
G
P
T
に
入
れ

込
む
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
反
応
に
な
る
か
、
子
供
た
ち
の

目
は
輝
く
だ
ろ
う
。

ChatGPTに触れる。自分の意見とChatGPTに触れる。自分の意見と
比較する。そして、批判的に検討する比較する。そして、批判的に検討する
まずは触ること、そして、批判すること。

 NPO法人TOSS理事 
㈱RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS 

  発達支援コンサルタント
小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

ChatGPTを創造的に使わせる授業事例
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外
国
語
の
授
業
で
お
す
す
め
の
国
を
紹
介
す
る
単
元
が

あ
る
。
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
な
ら
、
以
下
の
よ
う
に
話
す
。

Y
ou can see the colosseum

.
Y
ou can eat pizza.

Y
ou can buy w

ine.

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
「
シ
ー
ト
操
作
」
動
画
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
Ｂ
２
に
国
を
入
力
す
る
と
、
お
す
す
め
の
食
べ

物
・
名
所
な
ど
が
一
〇
個
挙
が
る
。
Ｃ
３
で
番
号
を
選
ぶ

と
、
画
像
の
ペ
ー
ジ
に
も
飛
べ
る
。
仕
組
み
を
解
説
す
る
。

１　

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
Ｇ
Ｐ
Ｔ
関
数
を
導
入
す
る

　

私
は
Ｇ
Ｐ
Ｔ
関
数
と
い
う
ア
ド
オ
ン
を
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー

ト
に
追
加
し
て
い
る
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
サ
イ
ト
参
照
）。

C
h
a
t
G
P
T
の
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
に
は
携
帯
番
号

を
入
力
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
子
供
の
登
録
は
難
し
い
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
な
ら
子
供
も
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

２　

お
す
す
め
を
挙
げ
さ
せ
る

　

Ｄ
２
に
次
の
プ
ロ
ン
プ
ト
を
入
れ
る
。

＝
ｇ
ｐ
ｔ
（〝
お
す
す
め
の
食
べ
物
・
観
光
名
所
・

お
土
産
な
ど
一
〇
個
、英
語
で
、後
ろ
に
カ
テ
ゴ
リ
ー

あ
り
〞、
Ｂ
２
）

Ｂ
２
（
フ
ラ
ン
ス
）
の
お
す
す
め
を
一
〇
個
挙
げ
て
く

れ
る
。「
英
語
で
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
日
本
語
だ
と
、

存
在
し
な
い
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

＝
ｇ
ｐ
ｔ
（〝
日
本
語
〞，
Ｄ
２
）

と
C
２
に
入
力
し
、
日
本
語
に
翻
訳
す
る
。

３　

選
ん
だ
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
る

Ｃ
４
、
Ｄ
４
に
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
入
力
す
る
。

＝
ｇ
ｐ
ｔ
（
Ｃ
３
&
〝
番
目
の
み
〞，
Ｃ
２
）

＝ｇ
ｐ
ｔ
（
Ｃ
３
&
〝
番
目
の
み
、数
字
な
し
〞，Ｄ
２
）

　

Ｃ
３
に
入
力
し
た
番
号
の
も
の
を
取
り
出
し
て
く
れ
る
。

４　

画
像
を
表
示
す
る

　

ま
ず
国
名
（
Ｂ
２
）
を
英
語
に
す
る
。
Ｄ
３
に

＝
ｇ
ｐ
ｔ
（〝
英
語
〞，
Ｂ
２
）

と
入
力
す
る
。
英
語
で
検
索
し
た
方
が
様
々
な
画

像
が
表
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
Ｃ
５
に
上
を
入
力
。
こ
れ
で
Ｄ
３
と
、
Ｄ

４
で
、Google

の
画
像
検
索
を
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
な

る
。

こ
う
し
た
仕
組
み
に
よ
り
、
調
べ
学
習
を
短
縮
し
、
主

活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

GPT関数を使って効率良く学習するGPT関数を使って効率良く学習する
Chat GPTの活用が調べ学習の時間の削減、メインの活動の充実につながる。Chat GPTの活用が調べ学習の時間の削減、メインの活動の充実につながる。

滋賀県野洲市立中主小学校 若
わか

井
い

貴
たか

裕
ひろ

ChatGPTを作業のヒントとして使わせる授業事例
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プロンプト（指示・質問）を使いこなすプロンプト（指示・質問）を使いこなす
ことで様々に校正・添削ができることで様々に校正・添削ができる
プロンプト（指示・質問）の出し方～何度でも修正しながらよりよいものにできる。プロンプト（指示・質問）の出し方～何度でも修正しながらよりよいものにできる。

鳥取県鳥取市立面影小学校 澤
さわ

田
だ

智
さと

志
し

ChatGPTを校正・チェックに使わせる授業事例

１　

プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示
・
質
問
）
が
大
切

大
切
な
の
は
、
C
h
a
t
Ｇ
Ｐ
Ｔ
へ
の

プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示
・
質
問
）
の
出
し
方

で
あ
る
。
優
れ
た
回
答
を
示
し
て
く
れ
る
が
、
思
っ
て
い

た
の
と
違
う
回
答
の
場
合
も
あ
る
。

　

指
示
を
「
ど
う
修
正
す
る
か
」
が
大
事
だ
。

　

い
か
に
使
い
こ
な
す
か
で
あ
る
。

２　

全
て
の
展
開
で
C
h
a
t
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
使
え
る

五
年
生
、
国
語
（
光
村
図
書
）「
こ
の
本
、
お
す
す
め

し
ま
す
」
の
単
元
。
流
れ
と
し
て
は
大
き
く
四
つ
で
あ
る
。

１　

推
薦
し
た
い
本
を
選
ぶ
。

２　

構
成
を
考
え
る
。

３　

下
書
き
を
書
い
て
、
読
み
合
う
。
清
書
す
る
。

４　

読
み
合
っ
て
感
想
を
伝
え
る
。

１
で
は
、
お
す
す
め
の
本
を
選
ん
で
も
ら
う
。

２
、
３
で
は
、
文
章
を
校
正
・
添
削
し
て
も
ら
う
。

４
で
は
、
感
想
を
求
め
る
。

全
て
の
活
動
で
C
h
a
t
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
活
用
可
能
だ
。

３　

下
書
き
を
書
い
て
、
読
み
合
う
活
動

下
書
き
が
で
き
た
ら
C
h
a
t
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
指
示
す
る
。

小
学
四
年
生
に
向
け
て
お
す
す
め
の
本
の
紹
介
を

し
ま
す
。
次
の
よ
う
に
文
章
を
考
え
ま
し
た
。
よ
り

分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
添
削
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
こ
の
後
に
文
章
を
つ
け
る
）

こ
の
よ
う
に
指
示
す
る
だ
け
で
、
教
科
書
の
見
本
の
よ

う
な
文
章
に
校
正
・
添
削
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
を
も
と
に

さ
ら
に
推
敲
し
て
い
け
ば
よ
い
。
何
度
で
も
修
正
で
き
る
。

指
示
に
よ
っ
て
様
々
な
校
正
・
添
削
を
し
て
く
れ
る
。

見
出
し
を
「
生
き
物
の
不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
」
と
考

え
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
見
出
し
の
例
を
五
つ
教
え
て

く
だ
さ
い
。

相
手
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
書
き
方
を
工
夫
し
て

く
だ
さ
い
。
条
件
は
次
で
す
。

「
お
す
す
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
二
つ
に
分
け
て
書
く
」

ど
の
学
年
の
国
語
で
も
同
じ
よ
う
な
内
容
が
あ
る
。
応

用
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
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読書感想文を書くときに読書感想文を書くときに
お手伝いをしてもらうお手伝いをしてもらう
ChatGPTを活用する場合、プロンプトの入れ方が重要である。最終的に判断するのは、自ChatGPTを活用する場合、プロンプトの入れ方が重要である。最終的に判断するのは、自
分であることを教えたい。

福井県福井市立社西小学校 尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

夏休みの読書感想文─ChatGPTの使わせ方例

　

読
書
感
想
文
を
夏
休
み
の
課
題
に
す
れ
ば
、
保
護
者
の

課
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
こ
で
、
C
h
a
t
G
P
T
を
活
用
し
て
、
読
書
感
想

文
を
書
く
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う
と
よ
い
。

　

い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
、
次
の
も
の
が
よ
か
っ
た
。

①
　
本
の
あ
ら
す
じ
と
自
分
の
印
象
に
残
っ
た
こ

と
、
自
分
の
経
験
を
入
れ
て
、
感
想
文
を
書
い
て

も
ら
う
。

②
　
文
章
を
直
し
て
も
ら
う
。

③
　
題
名
を
付
け
て
も
ら
う
。

　

プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示
・
質
問
）
を
入
れ
て
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
答
え
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ン
プ
ト
の
入
れ
方
が
重
要
で
あ
る
。「
あ
な
た
は
、

小
学
５
年
生
で
す
。」
と
役
割
を
与
え
た
り
「
小
学
生
が

書
く
よ
う
な
」
と
条
件
を
入
れ
た
り
す
る
と
よ
い
。

感
想
文
を
書
い
た
場
合
は
、
そ
の
感
想
文
を
打
ち
込
ん

で
、
正
し
い
文
に
直
し
て
も
ら
う
。
字
数
が
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
何
回
か
に
分
け
て
直
し
て
も
ら
う
と
よ
い
。

　

題
名
を
付
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
感
想
文
を
打

ち
込
ん
で
、「
こ
れ
に
題
名
を
付
け
る
と
し
た
ら
、
ど
ん

な
題
名
に
し
ま
す
か
。
３
つ
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。」
と
プ

ロ
ン
プ
ト
を
入
れ
る
。
す
る
と
、
三
つ
あ
げ
て
く
れ
る
の

で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
題
名
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
h
a
t
G
P
T
は
、
言
葉
か
ら
作

り
上
げ
て
い
る
の
で
、
自
分
の
思
い

と
違
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
ま
ま
題

名
を
付
け
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
参
考
に
す
る
と
よ
い
。

C
h
a
t
G
P
T
を
活
用
す
る
と

き
は
、
プ
ロ
ン
プ
ト
の
入
れ
方
を
教

え
る
か
、
何
回
も
や
ら
せ
て
体
験
さ

せ
て
お
く
と
よ
い
。

C
h
a
t
G
P
T
を
活
用
し
て
も
、

最
終
的
な
判
断
は
自
分
で
す
る
。
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効果的なプロンプトエンジニアリング効果的なプロンプトエンジニアリング
プロンプトには命令・指示／文脈／入力データ／出力指示子を入力する。プロンプトには命令・指示／文脈／入力データ／出力指示子を入力する。

兵庫県加古川市立別府西小学校 小
お

原
はら

嘉
よし

夫
お

夏休みの自由研究─ChatGPTの使わせ方例

C
h
a
t
G
P
T
へ
の
質
問
の
こ
と
を
プ
ロ
ン
プ
ト
と

い
う
。

　

正
確
で
有
効
な
プ
ロ
ン
プ
ト
を
作
成
す
る
た
め
の
方
法

論
を
プ
ロ
ン
プ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
。

　

プ
ロ
ン
プ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
有
効
な
プ
ロ

ン
プ
ト
は
四
種
類
あ
る
。

１　

命
令
・
指
示

２　

文
脈

３　

入
力
デ
ー
タ

４　

出
力
指
示
子　

こ
の
順
番
で
プ
ロ
ン
プ
ト
を
作
成
す
れ
ば
効
果
的
で
あ

る
。

　

例
え
ば
夏
休
み
の
自
由
研
究
例
を
質
問
し
た
い
時
は
、

以
下
の
よ
う
に
プ
ロ
ン
プ
ト
を
作
成
す
れ
ば
よ
い
。

１　

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

小
学
五
年
生
レ
ベ
ル
で

３　

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
つ
い
て

４　

簡
潔
に
五
種
類
で

　

プ
ロ
ン
プ
ト
は
何
度
か
繰
り
返
し
、
条
件
を
絞
っ
て
い

け
ば
い
い
。
し
か
し
、
よ
り
正
確
で
有
効
な
プ
ロ
ン
プ
ト

を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
四
種
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
指
導

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

自
由
研
究
例
が
紹

介
さ
れ
た
ら
、
そ
の

中
か
ら
、
実
際
に
行

う
研
究
を
選
択
す
る
。

　

次
に
、
研
究
方
法

に
つ
い
て
の
プ
ロ
ン

プ
ト
を
作
成
す
る
。

　

こ
れ
も
同
じ
よ
う

に
四
種
類
に
分
け
て

作
成
す
る
。

　

四
種
類
の
プ
ロ
ン

プ
ト
を
変
化
さ
せ
な

が
ら
繰
り
返
す
こ
と

で
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
応
用
例
〉

１　

以
下
の
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

２　

小
学
五
年
生
レ
ベ
ル
で

３　

植
物
の
生
長
の
調
査
つ
い
て

４　

簡
単
な
実
験
例
を
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現時点では教師が「やって見せ」、良さ現時点では教師が「やって見せ」、良さ
と課題を明確にすることが重要と課題を明確にすることが重要
今回の原稿テーマをChatGPTに聞いたらどうなったか？今回の原稿テーマをChatGPTに聞いたらどうなったか？

千葉県匝瑳市立野栄中学校 吉
よし

原
わら

尚
なお

寛
ひろ

宿題でのChatGPTの使わせ方例

１　

生
徒
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
わ
せ
る
べ
き
か
否
か

　

本
稿
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
瞬
間
に
や
っ
て
み
た
い
こ

と
が
あ
っ
た
。
今
回
の
原
稿
テ
ー
マ
を
そ
の
ま
ま
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
聞
い
た
ら
ど
う
な
る
か
？　

結
果
一
〇
〇
〇

字
以
上
の
回
答
が
返
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
以
下
の
プ
ロ
ン

プ
ト
（
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
指
示
）
を
出
し
た
。「
今
の
主
張

を
一
〇
〇
字
で
ま
と
め
て
」
返
っ
て
き
た
答
え
が
こ
れ
で

あ
る
。C

h
a
t
G
P
T
は
、
豊
富
な
情
報
を
即
座
に
提

供
す
る
Ａ
Ｉ
で
す
。
積
極
的
に
使
う
こ
と
で
学
習
や

情
報
収
集
が
効
率
化
し
ま
す
が
、
情
報
の
正
確
性
を

自
分
自
身
で
確
認
し
、
自
己
判
断
を
放
棄
せ
ず
に
使

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
を
う
ま
く
活
用
す
れ

ば
、
学
び
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
新
た
な
視
点
や
知

識
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
情
報
の
正
確
性
」「
自
己
判
断
」
で

あ
る
。
こ
れ
が
、
小
中
学
生
に
で
き
る
か
ど
う
か
が
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
う
時
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
な

る
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
C
h
a
t
G
P
T
の
情
報
収

集
、
要
約
の
速
度
が
圧
倒
的
に
速
い
こ
と
で
あ
る
。
今
回

の
回
答
を
得
る
の
に
か
か
っ
た
時
間
は
十
数
秒
で
あ
る
。

逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
C
h
a
t
G
P
T
に
代
表
さ
れ

る
生
成
Ａ
Ｉ
は
、「
一
番
確
率
が
高
い
常
識
的
な
回
答
」

を
返
し
て
く
る
。
そ
の
回
答
の
元
と
な
る
情
報
に
誤
り
が

あ
っ
た
り
、
操
作
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
り
す
る
と
、
そ
れ

を
子
供
た
ち
が
信
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

２　

使
っ
て
見
せ
て
教
え
る

　

実
際
に
C
h
a
t
G
P
T
を
使
っ
て
見
せ
て
み
た
。
子

供
た
ち
に
質
問
を
考
え
さ
せ
た
。「
握
力
の
高
め
方
を
し

り
た
い
」「
長
距
離
を
速
く
走
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」
な
ど
、
そ
の
ま
ま
入
力
し
て
も
回
答
は
得
る
こ
と
が

で
き
る
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
良
さ
を
引
き
出
せ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
、
子
供
た
ち
の
質
問
に
条
件
を
入
れ
て
答
え
さ
せ
た
。

「
箇
条
書
き
に
す
る
」「
中
学
生
で
も
分
か
る
よ
う
に
」

「
何
文
字
以
内
」
な
ど
で
あ
る
。

次
に
、「
授
業
中
眠
そ
う
に
し
て
い
る
男
子
生
徒
を
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？
」
と
質
問
し
て
み
た
。
答
え
は

「
鉄
分
不
足
」「
発
達
障
害
の
可
能
性
」「
別
の
世
界
に

行
っ
て
い
る
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）」
と
い
う
回
答
が

返
っ
て
き
た
。
子
供
た
ち
と
爆
笑
し
つ
つ
、
発
達
障
害
に

つ
い
て
は
、
決
め
つ
け
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
、
こ
う
し

た
相
手
を
障
害
だ
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
よ
う
な
危
険
な

回
答
も
返
っ
て
く
る
こ
と
を
教
え
た
。
こ
う
し
て
使
い
方

を
教
え
、
学
び
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
使
え
る
よ
う
な
生

成
Ａ
Ｉ
の
授
業
を
子
供
た
ち
と
一
緒
に
創
っ
て
い
く
。
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国
語
の
教
材
研
究
に
「
一
〇
〇
発
問
の
作
成
」
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
一
言
一
句
辞
書
で
調
べ
つ
く
し
て
、
発
問

を
絞
り
出
す
作
業
で
あ
っ
た
。

C
h
a
t
G
P
T
を
使
う
と
一
〇
〇
発
問
の
作
成
の
時

間
が
一
気
に
縮
ま
る
。
例
え
ば
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
で
一

〇
〇
発
問
を
作
る
と
す
る
。

今
回
は
、「
C
h
a
t
G
P
T
４
」
が
実
装
さ
れ
て
い

るM
icrosoft

の
「Bing

」
で
、
検
索
の
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

機
能
を
活
用
す
る
。「
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
読
解
力
を
試
す
問

題
を
つ
く
っ
て
」
と
チ
ャ
ッ
ト
に
書
き
こ
む
。
次
の
よ
う

な
答
え
が
返
っ
て
く
る
。

　

ご
ん
ぎ
つ
ね
の
読
解
力
を
試
す
問
題
を
作
り
ま

す
。
以
下
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
て

く
だ
さ
い
。

【
文
章
】
ご
ん
は
、
お
れ
が
、
栗
や
松
た
け
を
持
っ

て
い
っ
て
や
る
の
に
、
そ
の
お
れ
に
は
お
礼
を
い
わ

な
い
で
、
神
さ
ま
に
お
礼
を
い
う
ん
じ
ゃ
ア
、
お
れ

は
、
引
き
合
わ
な
い
な
あ
。
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
翌
日
は
、
や
は
り
栗
を
持
っ
て
兵
十
の
家
に
行

く
の
で
し
た
。
そ
の
翌
日
、
ご
ん
が
家
に
忍
び
込
ん

だ
気
配
に
気
づ
い
た
兵
十
は
、
ま
た
悪
戯
を
し
に
来

た
の
か
と
思
い
、
戸
口
を
出
よ
う
と
す
る
ご
ん
を
火

縄
銃
で
撃
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

【
問
い
】
以
下
の
問
い
に
対
し
て
、
正
し
い
答
え
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

ご
ん
が
「
引
き
合
わ
な
い
」
と
感
じ
た
理
由
は
何
で

し
ょ
う
か
？

A
．
兵
十
が
栗
や
松
茸
を
食
べ
な
か
っ
た
か
ら

B
．
兵
十
が
ご
ん
の
こ
と
を
神
様
だ
と
思
っ
た
か
ら

C
．
兵
十
が
ご
ん
に
お
礼
を
言
わ
な
か
っ
た
か
ら

D
．
兵
十
が
ご
ん
の
こ
と
を
悪
者
だ
と
思
っ
た
か
ら

　

正
し
い
答
え
：
C
（
以
下
略
）

　

こ
の
よ
う
な

問
題
が
一
瞬
に

し
て
出
て
く
る

の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、

チ
ャ
ッ
ト
に

「
さ
ら
に
五
つ

作
っ
て
」
と
打

ち
込
む
と
さ
ら

に
問
題
を
増
や

し
て
く
れ
る
。

今
ま
で
と
違
っ

た
角
度
の
発
問
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
ぜ
ひ
活
用
し

て
み
て
ほ
し
い
。

100発問づくりにChatGPTを活用する100発問づくりにChatGPTを活用する
100発問の作成にChatGPTを活用することで、倍速で発問の作成が可能になる。100発問の作成にChatGPTを活用することで、倍速で発問の作成が可能になる。

大阪府大阪市立平林小学校 木
き

村
むら

雄
ゆう

介
すけ

ChatGPTで学校の業務負担は、どうなるか─教材研究でChatGPT
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こ
そ
あ
ど
言
葉
に
関
す
る
テ
ス
ト
問
題
の
作
成
を

C
h
a
t
G
P
T
に
依
頼
し
た
。

「
こ
れ
」「
こ
こ
」「
こ
の
」「
こ
ん
な
」
が
答
え
に

な
る
よ
う
な
テ
ス
ト
問
題
を
四
つ
作
っ
て
。

　

一
瞬
で
以
下
を
作
っ
て
き
た
。

「（　
　

）
は
大
事
に
し
ま
っ
て
お
い
て
ね
」
と
、
Ａ

さ
ん
は
書
類
を
手
渡
し
た
。
…
…
答
え
：
こ
れ

「（　
　

）
人
が
好
き
で
す
か
？
」
と
、
友
達
に
聞
か

れ
た
。
…
…
答
え
：
こ
う
い
う

「（　
　

）
本
を
読
み
ま
し
た
か
？
」
と
、
図
書
館
員

に
尋
ね
ら
れ
た
。
…
…
答
え
：
こ
の

「（　
　

）
お
菓
子
は
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
、
子
供
た

ち
は
先
生
に
言
っ
た
。
…
…
答
え
：
こ
ん
な

　

ま
ず
ま
ず
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
実
は
こ
の
試
み
は
、
は
じ
め
か
ら
う
ま
く
い
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

は
じ
め
は
「
こ
そ
あ
ど
言
葉
に
関
す
る
テ
ス
ト
問
題
を

四
つ
作
っ
て
」
と
打
ち
込
ん
で
み
た
の
で
あ
る
。

　

す
る
と
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
次
の
よ
う
な
「
テ
ス
ト

問
題
」
を
作
っ
て
き
た
。

一　
「
あ
か
ち
ゃ
ん
」
を
こ
そ
あ
ど
言
葉
で
何
と
い

う
か
？

二　
「
お
ば
あ
さ
ん
」
を
こ
そ
あ
ど
言
葉
で
何
と
い

う
か
？

三　
「
く
つ
し
た
」
を
こ
そ
あ
ど
言
葉
で
何
と
い
う

か
？

四　
「
ね
ん
ど
」
を
こ
そ
あ
ど
言
葉
で
何
と
い
う
か
？

　

答
え
は
以
下
を
示
し
て
き
た
。

一　

あ
か
ん
ぼ
う

二　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

三　

く
つ
し
た
っ
ち
ょ

四　

ね
ん
ね
こ
ろ
り

　

ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
で
あ
る
。

　

何
が
悪
か
っ
た
の
か
。

　

指
示
の
出
し
方
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
る
。

C
h
a
t
G
P
T
で
テ
ス
ト
問
題
を
作
る
と
き
は
、
答

え
を
確
定
さ
せ
た
上
で
指
示
を
出
し
た
ほ
う
が
い
い
の
だ
。

　

つ
ま
り
、
次
の
よ
う
に
す
る
の
が
い
い
。

「
〇
〇
」
が
答
え
に
な
る
問
題
を
作
っ
て
。

　

こ
の
書
き
方
を
基
本
形
と
す
る
の
で
あ
る
。

テスト問題をChatGPTに作らせるときのテスト問題をChatGPTに作らせるときの
大事な工夫
こちらが答えを確定させた上でテスト問題を作らせるとうまくいく。こちらが答えを確定させた上でテスト問題を作らせるとうまくいく。

茨城県ひたちなか市立津田小学校 後
ご

藤
とう

隆
りゅう

一
いち

ChatGPTで学校の業務負担は、どうなるか─テスト問題をChatGPTに作らせたら



26

六
年
総
合
、「
日
本
の
文
化
を
調
べ
発
信
し
よ
う
」。

「
み
た
ら
し
団
子
」
に
つ
い
て
の
調
べ
学
習
。
児
童
が
発

表
す
る
際
の
教
材
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
で
プ
レ
ゼ
ン
資
料
（
ク

イ
ズ
）
を
作
成
し
、
配
付
し
た
。

１　

C
h
a
t
G
P
T
に
ク
イ
ズ
を
作
ら
せ
る

プ
ロ
ン
プ
ト
（
命
令
）
は
、

「
み
た
ら
し
団
子
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
作
っ
て
」

　

入
力
す
る
と
、
自
動
で
四
択
式
の
問
題
が
五
問
作
ら
れ

た
。
解
答
は
、
一
番
下
部
に
付
け
ら
れ
た
。

　

も
う
少
し
、「
教
材
」
と
し
て
、
学
べ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
ン
プ
ト
を
加
え
る
。

「
解
答
と
解
説
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

一
問
ご
と
に
、「
問
題
↓
正
解
↓
解
説
」
の
順
で
書
き

出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
で
も
良
い
の
だ
が
、
最
初
に
問
題
を
解
き
、
最
後

に
、
採
点
と
解
説
が
読
め
る
よ
う
な
形
に
し
た
い
。

「
学
習
プ
リ
ン
ト
の
形
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
す
る
と
、
問
題
↓
解
答
と
解
説
の
形
に
な
っ
た
。

　
　

C
h
a
t
G
P
T
に
み
た
ら
し
団
子
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
の
学
習
プ
リ
ン
ト
を
作
ら
せ
る

２
　

Ａ
Ｉ
に
み
た
ら
し
団
子
の
教
材
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た

ら
、「
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
出
て
き
た
。

「
み
た
ら
し
団
子
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
学
習
プ
リ
ン

ト
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」

で
き
た
も
の
を
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
に
貼
り
付
け
、
整
形
す

る
。
答
え
る
児
童
は
、
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

※
「
み
た
ら
し
団
子
」
の
部
分
を
他
の
も
の
（
児
童
が
調

べ
た
も
の
）
に
変
え
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
他
の

教
材
が
出
来
上
が
る
。

教材や活動メニューを教材や活動メニューを
ChatGPTに作らせたらChatGPTに作らせたら
総合学習などで、児童が「調べたこと」「発表したこと」に対する「教材」を用意すると、総合学習などで、児童が「調べたこと」「発表したこと」に対する「教材」を用意すると、
聞いている児童が興味をもって学習に参加できるようになった。聞いている児童が興味をもって学習に参加できるようになった。

福岡県福岡市立香陵小学校 平
ひら

松
まつ

英
えい

史
し

ChatGPTで学校の業務負担は、どうなるか



あ
な
た
は
不
安
を
感
じ
る
派
？
　
積
極
的
に
使
う
派
？
　
CC
hh
aa
t
G
P
T

t
G
P
T 

と
の
つ
き
あ
い
方

特集
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教
員
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
校
務
文
書
の
一
つ

が
「
通
知
表
の
所
見
」
で
あ
る
。
今
回
、「
校
務
文
書
を

手
直
し
」
と
い
う
原
稿
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
業
務
の
軽
減

と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
、
文
書
そ
の
も
の

を
C
h
a
t
G
P
T
に
作
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
C
h
a
t
G
P
T
に
プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示
・

質
問
）
を
入
れ
て
所
見
を
書
か
せ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
文
章
が
返
っ
て
き
た
。

【プロンプト】

以下の内容で保護者宛ての通知表を書け。（200語）
・社会が好き
・図書委員会
・野球部

【ChatGPTの返答】

【通知表】

尊敬する保護者様へ、

お子様の学校生活について、お知らせいたします。
お子様は、社会科において非常に興味を持ってお
り、積極的に授業に取り組んでいます。社会への関
心と理解を深めるために、積極的な発言や質問を
行い、他の生徒たちにも良い影響を与えています。

また、お子様は図書委員会に所属しており、……
（以下省略：筆者）

最
初
の
見
出
し
や
「
お
子
様
の
学
校
生
活
に
つ
い
て

〜
」
な
ど
の
文
は
不
要
だ
が
、
所
見
の
内
容
と
し
て
は
そ

れ
な
り
に
詳
し
く
書
け
て
い
る
。

　

こ
れ
を
さ
ら
に
効
率
化
し
、Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー

ト
の
Ｇ
Ｐ
Ｔ
関
数
を
利
用
す
れ
ば
、
複
数
の
生
徒
の
所
見

を
一
気
に
作
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
（
下
図
）。

（
詳
し
い
方
法
に
つ
い

て
は
、Y

ouT
ube

動

画
「【
仕
事
革
命
】
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
ス
プ

レ
ッ
ド
シ
ー
ト
か
ら
使

え
る
」
が
参
考
に
な

る
。）無

論
、「
Ａ
Ｉ
に
所

見
を
書
か
せ
る
こ
と
」

に
対
す
る
批
判
や
異
論

は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

を
承
知
の
上
で
の
提
案

で
あ
る
。

も
し
、
人
間
が
書
い

た
所
見
も
Ａ
Ｉ
が
書
い

た
所
見
も
大
差
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
効
率
の

良
い
方
を
選
択
す
る
こ

と
に
も
一
理
あ
る
だ
ろ

う
。
逆
に
言
え
ば
、

「
Ａ
Ｉ
に
も
書
け
る
よ

う
な
文
章
を
、
人
間
が
時
間
を
か
け
て
作
成
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
？
」
と
い
う
議
論
を
、
校
内
で
進
め
て
い
く

き
っ
か
け
に
も
な
る
は
ず
だ
。

通知表の必要性を校内で議論しよう通知表の必要性を校内で議論しよう
通知表の所見には、当たり障りのない、誰にでも当てはまるような文章を書く時代になっ通知表の所見には、当たり障りのない、誰にでも当てはまるような文章を書く時代になっ
ている。それが果たして必要なのか？　議論のきっかけを提示する。ている。それが果たして必要なのか？　議論のきっかけを提示する。

福井県福井市立足羽中学校 村
むら

上
かみ

睦
むつみ

ChatGPTで学校の業務負担は、どうなるか─校務文書をChatGPTに手直しさせたら
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Ｃ　
一
つ
ず
つ
、
と
ば
さ
な
い
で
と

べ
ば
い
い
ん
だ
よ
。

　

教
師
が
間
違
い
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
子
供
た
ち
は
、「
め
も
り
」
の

存
在
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。

説
明  

橋
に
は
、
名
前
が
あ
る

ん
だ
よ
。「
め
も
り
」
っ
て

言
う
の
。
め
も
り
。

Ｃ　
め
も
り
。

指
示  

み
ん
な
で
一
緒
に
数
え

て
み
よ
う
。

　

一
回
目
は
、
教
師
の

動
き
に
合
わ
せ
て
言
わ

せ
る
。
二
回
目
は
、
教

師
の
動
き
に
合
わ
せ
て

空
書
き
を
さ
せ
る
。
こ

の
時
、
か
え
る
く
ん
か

ら
右
の
部
分
の
情
報
を

手
で
隠
し
て
お
く
。
見
せ
た
い
情
報

だ
け
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。

　

そ
し
て
三
回
目
。

Ｃ　
ち
が
う
よ
。

Ｃ　
大
き
く
と
ん
じ
ゃ
だ
め
。

　

め
も
り
と
ず
れ
て

い
る
こ
と
が
明
確
に

伝
わ
る
よ
う
に
、
教

師
の
指
の
動
き
を
、

赤
線
で
書
き
込
み
な

が
ら
、
再
度
、
提
示

す
る
。

Ｃ　
線
を
と
ば
し
て
と
ん
で
い
る
よ
。

大
き
く
と
ん
じ
ゃ
だ
め
！

　

一
年
生
に
は
、
定
規
や
数
直
線
の

め
も
り
を
正
確
に
数
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
が
い
る
。
一
つ
ず
つ
丁
寧

に
め
も
り
を
追
う
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え

る
こ
と
で
熱
中
さ
せ
な
が
ら
「
一
つ

ず
つ
」
の
大
切
さ
に
気
付
か
せ
る
。

確
認  

も
っ
と
、
小
さ
く
と
ぶ

ん
だ
ね
。
で
は
、
も
っ
と
小

さ
く
と
び
ま
す
。
一
、二
、三
、

四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、

一
〇
、
一
一
、
一
二
、
一
三
、

一
四
、
一
五
。

　

今
度
は
、
め
も
り
よ

り
も
、
大
袈
裟
に
小
さ

い
幅
で
ジ
ャ
ン
プ
を
す

る
。

Ｃ　
そ
れ
じ
ゃ
、
小
さ

す
ぎ
る
よ
！

発
問  

大
き
く
て
も
、
小
さ
く

て
も
だ
め
な
の
か
。
困
っ
た

な
あ
。
ど
う
し
た
ら
、
か
え

る
く
ん
の
と
ん
だ
数
が
分
か

る
の
か
な
。

Ｃ　
橋
み
た
い
な
の
を
、
と
べ
ば
い

い
ん
だ
よ
。

め
も
り
を
一
つ
ず
つ
数
え
る

説
明  

教
科
書
七
八
ペ
ー
ジ
。

か
え
る
さ
ん
が
と
ん
で
る
ね
。

先
生
、
か
え
る
さ
ん
に
な
っ

て
と
ん
で
み
る
よ
。

　

教
科
書
の
画
像
を
提
示
し
て
、
か

え
る
の
動
き
を
指
で
示
す
。

発
問  

か
え
る
さ
ん
は
、
何
個

と
ん
だ
か
な
。い
ー
ち
、に
ー

い
、
さ
ー
ん
。

Ｃ　
だ
め
ー
！

１

数の線のめもりを正
確に数える
初めての数直線との出合い。作
業を通してめもりを１つずつ正
確に数える力を付ける。

大日本図書・１年・P78-79

1年
Mathematics
算数

静岡県静岡市立清水有度第二小学校

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

奈
な

良
ら

部
べ

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

静岡県公立小学校

TOSS授業技量検定八段
手塚美和の算数授業
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指
示  
今
度
は
、
み
ん
な
も
指
を

動
か
し
て
数
え
て
み
よ
う
。
か

え
る
く
ん
か
ら
右
を
手
で
か
く

し
ま
す
。

　

教
師
の
声
に
合
わ
せ
て
自
分
の
教
科

書
の
青
い
線
を
な
ぞ
る
。
四
回
目
は
自

分
で
言
い
な
が
ら
、
青
い
線
を
鉛
筆
で

な
ぞ
ら
せ
る
。

指
示  

か
え
る
く
ん
の
と
ん
だ
線

を
な
ぞ
っ
た
ら
、
先
生
に
見
せ

に
き
ま
す
。

　

微
細
運
動
が
苦
手
な
子
に
は
、
大
き

く
印
刷
し
た
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
、
再
度

挑
戦
さ
せ
る
。

数
を
書
き
込
む

　

め
も
り
を
正
確
に
数
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
下
に
数
を
書
き
込
ま
せ

る
。 ２

指
示  

下
に
数
を
書
く
四
角
が
あ

り
ま
す
。
指
で
押
さ
え
て
ご
ら

ん
。

指
示  

四
角
の
中
に
、
か
え
る
の

と
ん
だ
と
こ
ろ
ま
で
書
け
た
ら
、

先
生
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
き
ま

す
。変

化
の
あ
る
繰
り
返
し
で
正
確
に
数

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

　

か
え
る
と
同
じ
順
序
で
ね
こ
を
数
え

る
。
今
度
は
、
数
え
は
じ
め
の
位
置
の

学
習
だ
。
０
か
ら
、
め
も
り
を
一
つ
ず

つ
数
え
る
。

指
示  

三
角
の
３
。
み
ん
な
で
読

み
ま
す
。

Ｃ　
ね
こ
は
、
ど
こ
ま
で
進
み
ま
し
た

か
。

指
示  

ね
こ
ち
ゃ
ん
も
と
ん
で
る

３

ね
。
ね
こ
ち
ゃ
ん
を
、
指
で
押

さ
え
ま
す
。
い
く
つ
と
ん
だ
の

か
、
め
も
り
を
数
え
よ
う
。

指
示  

先
生
も
と
ん
で
み
る
よ
。

み
ん
な
も
一
緒
に
数
え
て
ね
。

め
も
り
を
一
つ
一
つ
、
し
っ
か

り
と
ぶ
ん
だ
よ
ね
。

　

今
度
は
、
ス
タ
ー
ト
の
位
置
を
わ
ざ

と
間
違
え
て
、
指
を
動
か
す
。

Ｃ　
は
じ
め
の
場
所
が
違
う
よ
。

Ｃ　
０
の
と
こ
ろ
か
ら
、
は
じ
め
る
ん

だ
よ
。

　

し
っ
か
り
教
科
書
を
見
て
い
る
こ
と

を
大
い
に
褒
め
て
、
も
う
一
度
、
繰
り

返
す
。

指
示  

ね
こ
ち
ゃ
ん
が
と
ん
だ
数

ま
で
、
四
角
の
中
に
、
数
を
書

き
ま
し
ょ
う
。

「
い
く
つ
多
い
」で
ど
こ
を
見
た
ら

良
い
か
限
定
す
る

指
示  

三
角
の
４
。
み
ん
な
で
読

み
ま
す
。
ね
こ
は
か
え
る
よ
り

い
く
つ
多
く
進
み
ま
し
た
か

「
か
え
る
く
ん
よ
り
、
ね
こ
ち
ゃ
ん
が

多
く
進
ん
だ
分
だ
け
見
え
る
よ
う
に
す

る
よ
」
と
言
い
、
図

の
よ
う
に
、
い
ら
な

い
情
報
を
手
で
隠
さ

せ
る
。
そ
し
て
、
多

い
分
だ
け
、
赤
鉛
筆

で
な
ぞ
ら
せ
る
。

　

本
単
元
は
、
20
ま

で
の
数
の
構
成
・
順

序
・
系
列
・
大
小
を

学
習
す
る
単
元
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
数

直
線
の
素
地
を
作
業
を
通
し
て
学
ば
せ

る
こ
と
も
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

４

国
算 4・8・1月号特別企画！ 手塚美和の算数授業
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愛知県豊田市立中山小学校

井
い

戸
ど

砂
さ

織
おり

「夏がいっぱい」で
俳句作りの土台がで
きる
「夏だなあ」と感じるものを選び、経
験や想像から「二文作文」を書く。そ
れを活用し、俳句作り体験につなげる。

光村図書・２年上・Ｐ90-91

2年

今
日
は
、
テ
ー
マ
を
決
め
、

二
文
書
き
ま
す
。

　

ノ
ー
ト
を
出
し
ま
す
。
先

生
と
同
じ
よ
う
に
写
し
ま
す
。

　

黒
板
に
子
供
と
同
じ
マ
ス
の
数
で
書

き
、写
さ
せ
る
。
会
話
文
が
あ
る「
き
ゅ

う
り
」
の
カ
ー
ド
を
取
り
上
げ
る
。

自
分
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
で
書
く

Ｔ　

次
に
、自
分
で
選
ん
だ
テ
ー

マ
で
、
二
文
書
き
ま
す
。
空
い

た
と
こ
ろ
に
絵
も
描
き
ま
す
。

　

先
生
が
ま
ず
、
書
い
て
み

ま
す
。
先
生
は
子
供
の
と
き
、

せ
み
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

せ
み
を
選
び
ま
す
。

　
（
板
書
）

３

夏
を
感
じ
る
も
の
の
ま
と
め

方
を
知
る

Ｔ　

次
、「
夏
を
感
じ
る
も
の
を
、

カ
ー
ド
に
書
き
ま
し
ょ
う
。」

今
日
は
、
み
ん
な
は
ノ
ー
ト

に
書
き
ま
す
。そ
の
左
側
、「
ほ

た
る
」
の
カ
ー
ド
、
指
で
押

さ
え
て
。「
ほ
た
る　

お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
い
え
に
行
っ
た
と

き
、
ほ
た
る
を
見
ま
し
た
。

光
っ
て
い
て
、
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。」
こ
の
人
は
、
ほ

た
る
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
ほ
た
る
を
見
た

と
い
う
事
実
。
次
に
き
れ
い

で
し
た
、
と
い
う
自
分
の
感

想
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

次
、
き
ゅ
う
り
の
カ
ー
ド
。

指
で
押
さ
え
ま
す
。（
同
様

に
読
む
）
ま
ず
、
た
べ
ま
し

た
、と
い
う
事
実
。次
に
、「
お

い
し
い
ね
」
と
会
話
文
を
書

い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

２

夏
を
感
じ
る
言
葉
を
出
し
合
う

Ｔ　

教
科
書
九
〇
頁
。
お
隣
さ

ん
と
確
認
。
夏
が
い
っ
ぱ
い
。

夏
を
感
じ
る
言
葉
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
先
生
が
言
っ

た
も
の
を
指
で
押
さ
え
ま
す
。

せ
み
。

Ｃ　

せ
み
（
と
言
い
な
が
ら
指

を
置
く
）。

Ｔ　

お
隣
さ
ん
と
確
認
。
あ
さ

が
お
。

Ｃ　

あ
さ
が
お
（
指
を
置
く
）。

　

同
様
に
六
、
七
個
、
進
め
る
。

Ｔ　

こ
こ
に
は
、
一
つ
に
、
虫

１

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

が
あ
り
ま
す
か
。

Ｃ
１　

せ
み
で
す
。

Ｃ
２　

か
ぶ
と
虫
で
す
。

Ｔ　

そ
う
で
す
ね
。
次
に
、植
物
。

あ
さ
が
お
、
つ
ゆ
草
な
ど
。

野
菜
も
あ
り
ま
す
ね
。
口
々

に
言
っ
て
ご
ら
ん
。

Ｃ　

え
だ
ま
め
。
な
す
…
…
。

Ｔ　

九
〇
頁
下
の
段
読
み
ま
す
。

「
ど
ん
な
も
の
を
見
た
と
き
に
、

夏
だ
な
と
感
じ
ま
す
か
。」
み

ん
な
が
夏
だ
な
あ
と
感
じ
る

も
の
は
何
で
す
か
（
挙
手
さ

せ
、次
々
に
言
わ
せ
て
い
く
）。

Japanese
国語

TOSS授業技量検定八段
井戸砂織の国語授業
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①　
テ
ー
マ
を
書
く（
ト
マ
ト
な
ど
）。

②　
二
文
作
文
か
ら
、「
五
音
」
と

「
七
音
」
を
選
ぶ
。

③　
季
語
を
書
く
。

④　
②
③
を
つ
な
げ
て
俳
句
に
す
る
。

　

書
い
た
い
く
つ
か
の
二
文
作
文
の

う
ち
、
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
作
文

を
選
び
、
次
の
写
真
の
よ
う
な
型
で
、

ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
書
か
せ
た
。

「
五
音
」「
七
音
」
を
自
分
で
考
え

る
こ
と
が
難
し
い
子
が
い
て
も
、
書

い
た
二
文
作
文
を
見
な
が
ら
、
教
師

が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

楽
し
い
時
間
と
な
っ
た
。

★
く
わ
が
た
虫
二
ひ
き
見
つ
け
た
う

れ
し
い
な

★
あ
さ
が
お
を
家
族
に
見
せ
た
ら

「
き
れ
い
だ
ね
」

★
夏
休
み
私
が
植
え
た
ミ
ニ
ト
マ
ト

が
終
わ
っ
た
子
か
ら
、
黒
板
に
書
か

せ
る
。
他
の
子
の
参
考
に
な
る
。

　

三
つ
を
目
標
に
取
り
組
ま
せ
る
。

ノ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、
紙
を
貼
る
な
ど

の
手
間
が
省
け
、
ま
た
、
紙
が
な
く

て
も
ノ
ー
ト
に
次
々
と
書
く
こ
と
が

で
き
る
。俳

句
に
つ
な
げ
る

　

二
〇
二
三
年
の
夏
、「
子
ど
も
ゆ

め
基
金
」
の
企
画
で
、
愛
知
県
豊
田

市
で
こ
ど
も
俳
句
教
室
を
行
っ
た
。

講
師
は
静
岡
の
高
山
佳
己
氏
。
高
山

氏
の
指
導
の
下
、
小
学
校
二
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
の
子
供
た
ち
が
俳
句

作
り
を
楽
し
ん
だ
。
私
の
学
年
か
ら

も
八
人
の
児
童
が
参
加
し
た
。
こ
ん

な
に
簡
単
に
、
し
か
も
、
楽
し
く
俳

句
が
で
き
る
の
か
と
驚
い
た
。

　

高
山
氏
は
次
の
よ
う
な
手
順
で
進

め
ら
れ
た
。

①

十
二
音
日
記
を
書
く
（
三
つ
）。

②
　
一
番
気
に
入
っ
た
十
二
音
日
記

を
選
び
、
季
語
を
く
っ
つ
け
て
俳

句
に
す
る
。

５

　

こ
の
時
に
見
学
し
て
い
た
保
護
者

の
感
想
で
あ
る
。

★
何
気
な
い
日
常
の
出
来
事
が
季
語

を
つ
け
る
こ
と
で
す
ご
く
素
敵
な
俳

句
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
子
供
で

も
で
き
る
と
い
う
の
が
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。

★
楽
し
く
み
て
ま
し
た
。
本
当
に
小

学
生
な
の
か
と
お
ど
ろ
き
で
す
。

★
俳
句
が
作
れ
る
か
心
配
し
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
と
同
じ
様
に
で
き
、
安

心
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
法
で
、
多
く
の
子
が
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
が
、
十
二
音
を

考
え
る
こ
と
に
苦
労
す
る
子
も
い
た
。

そ
こ
で
、
短
い
作
文
を
書
か
せ
、
そ

の
中
か
ら
、「
五
音
」「
七
音
」
を
見

付
け
る
方
が
容
易
な
子
も
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
の
作
文
を

書
く
に
あ
た
っ
て
、
九
〇
、
九
一
頁

の
こ
の
「
二
文
作
文
」
は
ぴ
っ
た
り

だ
と
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
担
任
し
て
い
る
三
年
生

に
二
文
作
文
を
書
か
せ
、
そ
こ
か
ら

俳
句
作
り
に
挑
戦
さ
せ
た
。

　
せ
み

　
せ
み
の
鳴
き
声
が
し
て
き

ま
し
た
。
も
う
夏
だ
な
あ
と

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
書
き
ま
す
。

ま
だ
自
分
で
書
く
の
は
難
し
い

人
は
、
こ
れ
を
写
し
ま
す
。
も

う
自
分
で
書
け
る
よ
と
い
う

人
は
、
自
分
で
書
き
ま
す
。
で

き
た
ら
、
前
へ
持
っ
て
き
ま
す
。

　

モ
デ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

写
せ
ば
よ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

黒
板
に
書
き
、二
つ
め
に
挑
戦

　

子
供
た
ち
が
書
い
て
き
た
作
文
は
、

誤
字
が
あ
れ
ば
、
赤
鉛
筆
で
正
し
く

書
い
て
や
り
、
な
ぞ
ら
せ
る
。
修
正

４
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発達支援コンサルタント

小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

成功体験と熱中を
保証する授業で
２学期を駆け抜ける
コンパスの授業は事前の準備運
動と環境調整。

3年

て
回
し
方
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
も
っ

て
練
習
さ
せ
る
。
こ
れ
で
指
先
で
コ

ン
パ
ス
を
操
る
筋
肉
が
発
達
す
る
。

　

次
に
「
ノ
ー
ト
の
上
で
片
足
ダ
ン

ス
」
で
あ
る
。
針
を
刺
し
て
、
ダ
ン

ス
す
る
よ
う
に
「
点
だ
け
を
描
か
せ

て
い
く
」。
こ
の
こ
と
が
円
の
描
画

に
つ
な
が
る
。

　

こ
こ
で
も
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

　

そ
れ
は

「
厚
手
の
画
用
紙
を
ノ
ー
ト
の
下
に

し
か
せ
る
」

こ
と
だ
。

　

ノ
ー
ト
の
下
に
下
敷
き
を
し
く
と

ハ
リ
は
安
定
し
な
い
。
下
敷
き
を
入

れ
な
い
と
ノ
ー
ト
を
貫
通
さ
せ
る
子

供
が
い
る
。

　

コ
ン
パ
ス
の
単
元
に
な
っ
た
時
に
、

厚
手
の
画
用
紙
を
配
る
こ
と
で
、
こ

　

次
に
右
の
写
真
の
よ
う
に
「
少
し

だ
け
開
い
て
つ
ま
ん
で
回
す
」。
少

し
だ
け
抵
抗
を
生
じ
さ
せ
る
。

　

こ
れ
も
同
じ
よ
う
に
何
回
も
練
習

さ
せ
る
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
「
大
き
く
開
い

て
つ
ま
ん
で
回
す
」
と
い
う
練
習
に

な
る
。
こ
の
時
に
左
の
写
真
の
よ
う

に
「
上
に
し
た
り
、
横
に
し
た
り
」
し

　

三
年
生
の
算
数
の
授
業
で
、
あ
る

意
味
最
も
大
変
な
こ
と
と
い
え
ば
、

「
コ
ン
パ
ス
」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

う
ま
く
動
か
せ
な
い
。

　

上
手
に
円
を
描
く
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

手
先
に
不
器
用
さ
が
出
て
し
ま
う

発
達
凸
凹
の
子
供
た
ち
で
あ
れ
ば
尚

更
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、
例
年
三
年
生
を
担

当
し
た
時
は
「
コ
ン
パ
ス
体
操
」
と

い
う
も
の
を
授
業
の
冒
頭
か
ら
行
っ

て
き
た
。

　

で
き
る
だ
け
早
く
コ
ン
パ
ス
を
揃

え
、
単
元
が
始
ま
る
前
か
ら
慣
れ
さ

せ
て
い
く
の
が
大
切
だ
。

　

ま
ず
は
「
コ
ン
パ
ス
の
末
端
を
つ

ま
む
」
こ
と
を
経
験
さ
せ
る
。
こ
の

時
に
大
切
な
の
が

「
閉
じ
て
つ
ま
ま
せ
る
」

こ
と
だ
。
抵
抗
が
少
な
く
な
る
。

　

こ
の
状
態
で
「
一
〇
回
回
転
し
た

ら
座
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
練
習

を
さ
せ
る
。

TOSS授業技量検定八段
小嶋悠紀の算数授業

Mathematics
算数



国
算 4・8・1月号特別企画！ 小嶋悠紀の算数授業

33 2023. 8

　

コ
ン
パ
ス
の
つ
ま
み
に
つ
い
て
い

る
キ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。

　

こ
の
キ
ャ
ッ
プ
が
自
在
に
動
く
こ

と
で
、
簡
単
に
円
が
描
け
る
。

　

写
真
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ
プ
を
握
っ

て
、
ぐ
る
っ
と
回
す
だ
け
で
、
簡
単

に
円
が
描
け
て
し
ま
う
。

　

こ
の
「
く
る
ん
パ
ス
」
の
登
場
で
、

私
も
毎
年
悩
ん
で
い
た
コ
ン
パ
ス
指

導
が
一
気
に
簡
単
に
な
っ
た
。

　

特
別
支
援
学
級
の
一
年
生
で
さ
え
、

難
な
く
円
が
描
け
る
。

「
僕
、
コ
ン
パ
ス
の
勉
強
と
て
も
好

き
だ
よ
！
」

　

協
調
性
運
動
障
害
を
も
っ
た
子
供

の
感
想
で
あ
る
。

　

環
境
調
整
と
組
み
立
て
で
、
こ
う

も
変
わ
る
も
の
な
の
だ
。

択
で
き
る
こ
と
」
で
軽
減
で
き
る
こ

と
が
多
い
。

　

最
後
に

「
模
様
づ
く
り
」

を
さ
せ
る
。

　

こ
れ
も
コ
ン
パ
ス
を
ち
ゃ
ん
と
動

か
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
熱

中
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
模
様
づ
く
り
は
ノ
ー
ト
に
さ

せ
る
の
で
も
良
い
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
さ
に
欠
け
る
。

　

あ
る
程
度
模
様
作
り
が
上
手
に

な
っ
て
き
た
段
階
で
、
画
用
紙
に
描

か
せ
て
作
品
に
仕
上
げ
る
。

　

色
を
付
け
る
こ
と
で
、
と
て
も
綺

麗
な
作
品
に
な
る
。

　

図
工
と
横
断
的
な
学
び
と
し
て
展

開
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
廊
下

に
掲
示
す
る
こ
と
で
参
観
日
の
絶
好

の
掲
示
物
と
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
準
備
を
し
っ

か
り
と
し
て
い
て
も
、
発
達
障
害
の

子
供
の
中
に
は
、
ど
う
し
て
も
コ
ン

パ
ス
を
使
え
な
い
子
供
が
い
る
。

　

そ
の
子
た
ち
に
オ
ス
ス
メ
の
コ
ン

パ
ス
が
あ
る
。

　

そ
れ
が
こ
の
「
く
る
ん
パ
ス
」
で

あ
る
。

　

私
が
特
別
支
援
学
級
担
任
時
代
か

ら
愛
用
し
て
い
る
「
特
別
支
援
を
要

す
る
子
供
た
ち
で
も
簡
単
に
円
を
描

け
る
コ
ン
パ
ス
」
で
あ
る
。

　

特
徴
は
写
真
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

れ
ら
の
問
題
は
解
決
で
き
る
。

　

次
に
い
よ
い
よ
円
を
描
画
さ
せ
る
。

　

こ
の
段
階
ま
で
で
か
な
り
練
習
を

し
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供

が
難
な
く
描
け
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
描
け
な
い
子
供
に
向
け

て
、
全
体
で
次
の
練
習
も
さ
せ
る
。

　

コ
ン
パ
ス
で
な
く
「
紙
を
動
か
し

て
円
を
描
画
す
る
方
法
」
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
で
、「
コ
ン
パ
ス
を
回

す
」
と
「
紙
を
回
す
」
と
い
う
二
種

類
の
方
法
を
子
供
た
ち
は
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

学
習
の
難
し
さ
は
、「
子
供
が
選
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は
い
上
が
っ
て
、
は
い
上
が
っ
て
、

最
後
に
「
空
を
つ
か
も
う
と
」
す
る
。

そ
の
一
連
の
動
き
を
観
察
す
る
話
者

の
感
動
は
、
一
行
ご
と
に
強
ま
っ
て

い
っ
て
い
る
と
は
読
め
な
い
か
。

発
問
７  

空
を
つ
か
む
と
は
つ
る
が

ど
う
な
る
こ
と
で
す
か
？　

手

で
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
開
く
か
閉
じ
る
か
を
確
認
）

※
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
表
さ
せ
る
の
は

悪
い
方
法
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
小

学
校
低
・
中
学
年
に
は
有
効
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
よ
り
良
い
方
法
が
あ
る
。

「
こ
の
詩
を
簡
単
な
絵
に
描
い
て
ご

ら
ん
な
さ
い
」
で
あ
る
。

　

そ
の
際
、
補
助
的
に
三
つ
の
発
問

を
挟
む
。
こ
の
詩
の
肝
を
押
さ
え
る

た
め
で
あ
る
。

１　

つ
る
は
何
本
あ
る
か
。

２　

九
行
目
と
一
二
行
目
の

「
竹
」
は
同
じ
竹
か
。

３　

一
四
行
目
「
そ
の
先
た
ん
」

の
「
そ
の
」
は
何
を
指
す
か
。

メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

発
問
２  

話
者
に
見
え
て
い
る
も
の

は
何
で
す
か
？

（
竹　

空　

つ
る　

屋
根　

葉
っ
ぱ
）

発
問
３  
視
点
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
に

移
動
し
て
い
ま
す
か
？

（
下
か
ら
上
へ
）

※
視
点
は
移
動
し
て
い
な
い
。
動
い

て
い
る
の
は
「
視
線
」
で
は
な
い
か
。

　

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
最
初
に
何
を

見
た
か
を
確
定
し
、「
次
、
次
と
見

る
も
の
を
変
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を

図
示
せ
よ
」
な
ど
と
指
示
す
る
方
が

子
供
に
優
し
く
、
易
し
い
は
ず
で
あ

る
。
授
業
に
広
が
り
も
出
る
だ
ろ
う
。

発
問
４  

赤
子
の
よ
う
な
手
と
は
何

を
例
え
て
い
ま
す
か
？

（
か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る
）

※
こ
こ
は
短
く
討
論
し
た
い
と
こ
ろ

だ
。「
つ
る
」
な
の
か
、「
つ
る
の
先

た
ん
」
な
の
か
、
は
た
ま
た
別
の
何

か
な
の
か
。
私
な
ら
ば
こ
こ
は
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
描
か
せ
て
検
討
さ

せ
る
の
だ
が
。

発
問
５  

話
者
が
感
動
し
て
い
る
言

葉
が
あ
り
ま
す
。２
文
字
。（
あ
あ
）

※
問
い
方
が
お
か
し
い
。「
感
動
し

て
い
る
言
葉
」
で
は
な
か
ろ
う
。
仮

に
問
う
と
す
れ
ば
、「
話
者
の
感
動

が
分
か
る
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
何

か
」
で
は
な
い
か
。

発
問
６  

何
に
感
動
し
た
の
で
す

か
？

（
空
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
）

※
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
何

か
。
間
違
い
な
く
、「
は
い
上
が
り
」

で
あ
る
。
話
者
は
、
は
い
上
が
る
つ

る
の
そ
の
姿
に
感
動
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

な
ら
ば
、
こ
の
「
教
師
の
解
」
は

不
十
分
で
あ
る
。
は
い
上
が
っ
て
、

　

学
校
図
書
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る

が
」。
我
が
志
士
舞
サ
ー
ク
ル
の
新

井
亮
氏
が
授
業
し
た
。

　

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
突
っ
込
み
（
※
部

分
）
を
入
れ
な
が
ら
検
討
す
る
。

指
示
１  

自
分
な
り
の
読
み
方
で
一

度
読
み
ま
す
。

※
一
回
で
は
足
り
な
い
。
十
分
に
読

ま
せ
る
。

発
問
１  

話
者
は
ど
こ
に
い
ま
す
か
。

（
庭
）

※
「
庭
」
は
唐
突
で
あ
る
。
屋
内
か
、

屋
外
か
く
ら
い
の
訊
き
方
が
よ
い
。

中
に
は
「
縁
側
に
い
る
」
な
ど
と
い

う
子
供
も
い
よ
う
。
要
点
は
ど
こ
に

い
る
か
で
な
く
、
詩
の
情
景
を
イ

「かぼちゃのつるが」
の授業検討
解釈を示した上で、作品のどの部
分からそう解釈できるのかを検討
させる展開もある。

4年

埼玉県吉見町立吉見中学校

長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

学校図書・４年・P106-109

Japanese
国語

TOSS授業技量検定八段
長谷川博之の国語授業
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１
と
３
は
一
五
行
目
の
「
い
っ
せ
い

に
」
の
意
味
を
間
接
的
に
問
う
た
め
の

問
い
で
あ
る
。

　

２
は
、「
短
く
な
っ
た
」
の
意
味
を

正
確
に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
問
い
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
正
し
く
読
ま
せ
る
」

問
い
を
挟
ま
な
け
れ
ば
、「
活
動
あ
っ

て
指
導
な
し
」「
活
発
で
あ
っ
て
も
成

長
な
し
」
の
授
業
に
成
り
下
が
っ
て
し

ま
う
。

発
問
８  

つ
る
の
花
が
咲
く
こ
と
に
、

ど
う
し
て
感
動
し
た
の
で
す
か
？

（
細
い
つ
る
が
少
し
ず
つ
上
に
登
っ
て

い
く
よ
う
す
に
生
命
力
を
感
じ
た
か

ら
）

※
「
ど
う
し
て
感
動
し
た
の
か
」
と
は

何
だ
。

　

映
画
か
何
か
を
観
た
後
で
、「
あ
な

た
は
ど
う
し
て
感
動
し
た
の
か
」
と
問

わ
れ
れ
ば
、
な
ん
と
か
言
語
化
す
る
こ

と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
新
井
氏
は
こ
こ
で
他
人
で

あ
る
話
者
の
感
動
の
理
由
を
問
う
て
い

る
。
大
半
の
子
供
は
混
乱
す
る
だ
ろ
う
。

　

答
え
よ
う
が
な
い
、
の
で
あ
る
。

　

で
は
ど
う
す
る
か
。

発
問
９  

つ
る
の
花
は
何
を
象
徴
し
て

い
ま
す
か
？

（
生
命
力　

生
き
る
強
さ
）

※
こ
れ
も
四
年
生
に
は
難
し
か
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
発
問
８
、
９
が
「
つ
る
の

花
は
」
と
な
っ
て
い
る
が
、つ
る
の
「
先

た
ん
」
に
花
が
咲
い
た
と
解
釈
し
て
い

る
の
か
。
だ
と
す
る
と
誤
り
だ
。
か
ぼ

ち
ゃ
の
花
は
つ
る
の
「
先
た
ん
」
に
は

咲
か
な
い
。
途
中
途
中
に
咲
く
の
で
は

な
い
か
。

発
問
８
、
９
と
も
に
、
指
導
の
意
図

は
分
か
る
の
だ
。
し
か
し
、
発
問
の
仕

方
が
良
く
な
い
の
だ
。

　

た
と
え
ば
私
な
ら
こ
こ
で
生
成
型
Ａ

Ｉ
を
登
場
さ
せ
る
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ

に
「
解
釈
・
分
析
し
な
さ
い
」
と
指
示

を
出
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
回
答
を
得

た
。

■
こ
の
詩
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る
が
成

長
し
、
葉
を
広
げ
て
上
昇
し
て
い
く
様

子
を
描
い
て
い
ま
す
。
最
初
は
細
い
つ

る
が
竹
を
し
っ
か
り
握
っ
て
屋
根
の
上

に
上
が
り
、そ
の
後
、つ
る
は
短
く
な
っ

た
竹
に
上
り
、
最
終
的
に
小
さ
な
先
端

部
分
が
手
の
よ
う
に
広
が
り
な
が
ら
空

に
届
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
詩
は
、
自
然
の
成
長
や
努
力
を

象
徴
的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
か
ぼ

ち
ゃ
の
つ
る
は
徐
々
に
成
長
し
、
困
難

な
環
境
で
頑
張
っ
て
上
昇
し
て
い
く
様

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
る
が
屋
根

の
上
に
上
が
る
こ
と
で
、
高
い
目
標
を

達
成
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
や
野
心
を
表

現
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
最
後
の
部
分
で
は
、
つ
る
の
先

端
部
分
が
手
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
成
長
や
到
達
を
象
徴
す
る

手
を
空
に
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
詩
は
、
個
人
の
成
長
や
夢
に
向

か
っ
て
進
む
姿
勢
の
重
要
性
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。
努
力
と
野
心
を
も
っ
て
困

難
な
状
況
に
立
ち
向
か
い
、
目
標
を
達

成
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
強
さ
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
■

　

範
読
、
追
い
読
み
く
ら
い
は
さ
せ
た

い
。

　

一
段
落
は
こ
の
詩
の
情
景
の
説
明
で

あ
る
。

　

二
段
落
は
解
釈
で
あ
る
。
授
業
す
る

な
ら
ば
、「
頑
張
っ
て
上
昇
し
て
い
く
」

と
あ
る
が
ど
の
表
現
か
ら
そ
れ
が
読
み

取
れ
る
か
、
等
の
発
問
が
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　

三
段
落
も
、
よ
り
主
観
的
な
解
釈
で

あ
る
。「
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
る
が
、

賛
成
か
、
反
対
か
」
と
問
う
て
み
た
い
。

「
か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る
の
成
長
」
が
「
人

間
の
成
長
」
を
表
し
て
い
る
と
読
み
た

い
子
供
も
い
れ
ば
、
つ
る
そ
の
も
の
の

生
命
力
の
強
さ
に
感
動
を
覚
え
て
い
る

と
読
む
子
供
も
い
よ
う
。
ど
ち
ら
も
良

い
の
で
あ
る
。

国
算 4・8・1月号特別企画！ 長谷川博之の国語授業
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教授法創造研究所

椿
つばき

原
はら

正
まさ

和
かず

新・図読法で物語の
構造を授業する
向山型分析批評を特別支援学級
にも広める。

東京書籍・５年・Ｐ117-135

5年

　

一
場
面
を
図
に
表
す
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
図
に
表
し
た
時
に

「
シ
ン
プ
ル
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
仮
に
一
場
面
の
す
べ
て
の
「
言

動
」
を
図
に
入
れ
込
む
と
、
十
を
超

え
る
。
そ
う
す
る
と
、
煩
雑
で
図
に

表
す
意
味
が
な
く
な
る
の
だ
。

「
言
動
」
を
五
つ
に
限
定
す
る
か
ら

子
供
は
思
考
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

ス
テ
ッ
プ
２

　

各
場
面
を
図
に
表
し
、
再
話
さ
せ

る
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
プ
２
の
留
意
点
は
、

次
の
通
り
。

２

ス
テ
ッ
プ
１

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」。

　

作
品
全
体
を
出
来
事
・
事
件
に
分

け
る
。
教
師
の
教
材
解
釈
で
分
け
て

結
構
だ
。
私
は
、
八
場
面
で
構
成
さ

れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

　

冒
頭
部
分
は
次
の
通
り
。

①　

二
人
の
わ
か
い
し
ん
し
が
、

②　

風
が
ど
う
と
ふ
い
て
き
て
、

③　

そ
し
て
ガ
ラ
ス
の
開
き
戸
が

④　
「
ど
う
も
お
か
し
い
ぜ
。」

⑤　

お
く
の
方
に
は
ま
だ
一
枚
戸

⑥　

そ
の
と
き
、
後
ろ
か
ら

⑦　

部
屋
は
け
む
り
の
よ
う
に

⑧　

そ
し
て
り
ょ
う
師
の

１

TOSS授業技量検定十段
椿原正和の国語授業

Japanese
国語
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フ
（
中
心
題
材
：
だ
ま
さ
れ
る
）
を

基
に
し
て
次
の
よ
う
に
指
導
す
る
。

　

例
え
ば
、「
人
間
と
は
、
け
ん
き
ょ

さ
が
大
切
で
あ
り
、
物
欲
に
目
が
く

ら
む
と
必
ず
報
い
が
あ
る
も
の
だ
。」

の
よ
う
に
で
あ
る
。

ス
テ
ッ
プ
３

　

次
に
こ
の
場
面
を
要
約
さ
せ
る
。

次
の
条
件
を
付
け
る
。

①　

中
心
人
物
で
体
言
止
め    

②　

二
○
〜
二
五
字
以
内  

　

高
学
年
で
あ
れ
ば
、
一
○
程
度
を

板
書
さ
せ
一
〇
点
満
点
で
評
定
す
る
。

　

私
が
考
え
た
要
約
は
次
で
あ
る
。

り
ょ
う
に
行
く
も
収
か
く
が
な

く
も
ど
る
見
当
も
つ
か
な
い
紳

士

　

こ
の
よ
う
に
、
教
師
も
必
ず
自
分

で
図
を
作
り
、
要
約
文
を
何
度
も
書

き
直
し
な
が
ら
作
成
す
る
。

ス
テ
ッ
プ
４

　

次
は
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
検
討

だ
。

　

私
は
五
場
面
か
ら
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
一
文
を
選
ば
せ
た
。

３４

　

こ
こ
で
示
さ
れ
た
二
箇
所
で
討
論

さ
せ
る
。
正
解
を
求
め
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
討
論
を
通
し
て
「
納

得
解
」
を
自
分
な
り
に
決
め
る
こ
と

が
重
要
だ
。
視
点
の
転
換
と
い
う
理

由
で
「
二
人
は
あ
ん
ま
り
…
…
」
も

根
拠
の
一
つ
に
な
る
。

　

次
に
「
主
題
」
で
あ
る
。
モ
チ
ー

の
だ
。

　

教
師
の
教
材
研
究
に
よ
っ
て
は
、

次
の
よ
う
な
発
問
が
可
能
だ
。
教
師

が
考
え
さ
せ
た
い
重
要
だ
と
思
う
言

動
を
取
り
上
げ
る
。

発
問
こ
の
言
動
は
必
要
で
す
か
、

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

現
在
、
新
・
図
読
法
で
は
、
こ
の

よ
う
に
場
面
の
図
を
活
用
し
た
発
問

に
よ
る
授
業
展
開
を
開
発
中
だ
。

　

さ
て
、
図
を
完
成
さ
せ
た
ら
「
再

話
」
だ
。
再
話
す
る
際
は
、
主
語
を

明
確
に
す
る
。

　

①
の
場
合
は
、「
二
人
の
紳
士
は
、

山
お
く
に
猟
に
き
た
。」
の
よ
う
に

で
あ
る
。

　

主
語
と
述
語
を
明
確
に
す
る
か
ら
、

子
供
は
、
あ
ら
す
じ
を
掴
む
こ
と
が

で
き
る
。

　

な
お
、
一
場
面
登
場
人
物
相
互
の

や
り
取
り
が
な
い
の
で
矢
印
は
必
要

な
い
。
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る
。こ
れ
だ
け
で
、後
の
展
開
が
ず
っ

と
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

円
の
面
積
の
見
当
を
つ
け
る

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
二
つ
。

〈
ポ
イ
ン
ト
１
〉

　

既
習
事
項
を
基
に
考
え
る

　

教
科
書
は
正
方
形
の
面
積
を
基
に

し
て
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
使
う
。

２

正
方
形
が
中
に
あ
る
円
が
あ

り
ま
す
。
正
方
形
を
な
ぞ
り

な
さ
い
。

　

こ
れ
を
「
小
さ
い
正
方
形
」
と
名

付
け
る
（
図
②
）。

小さい正方形

図②

発
問
２  

小
さ
い
正
方
形
と
円

と
で
は
、
ど
ち
ら
の
方
が
大

き
い
で
す
か
。（
円
）

　

こ
の
後
、「
大
き
い
正
方
形
」
と

「
小
さ
い
正
方
形
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

一
辺
10
㎝
の
正
方
形
が
、
何
個
分
か

を
考
え
る
。

復
習

　

ま
ず
は
基
本
事
項
の
復
習
。

①　

半
径
と
は
何
か

②　

直
径
と
は
何
か

③　

円
周
率
と
は
何
か

④　

円
周
の
長
さ
は
ど
の
よ
う

に
求
め
る
の
か

　

こ
れ
ら
は
教
科
書
一
〇
四
ペ
ー
ジ

の
ふ
り
返
り
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

記
述
に
沿
っ
て
、
簡
単
に
確
認
し
て

い
け
ば
よ
い
。
平
凡
だ
が
大
切
で
あ

１

指
示
１  

教
科
書
一
〇
五
ペ
ー

ジ
。
方
眼
に
描
か
れ
た
円
が

あ
り
ま
す
。
方
眼
の
一
番
外

枠
の
四
角
を
な
ぞ
り
な
さ
い
。

大きい正方形

図①

　

円
よ
り
も
大
き
い
正
方
形
が
で
き

る
。
こ
れ
を
「
大
き
い
正
方
形
」
と

名
付
け
る
（
図
①
）。

発
問
１  

大
き
い
正
方
形
と
円

と
で
は
、
ど
ち
ら
の
面
積
の

方
が
大
き
い
で
す
か
。

　
（
大
き
い
正
方
形
）

指
示
２  

教
科
書
の
問
題
①
に

玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

藤
ふじ

橋
はし

研
けん

東京都福生市立福生第六小学校

「円の面積の求め方」を熱
中して考える授業展開例
ポイントは、「既習事項を基に
考えること」と「実測する」こと。

東京書籍・６年・Ｐ104-118

6年
Mathematics
算数

TOSS授業技量検定十段
谷和樹の算数授業



39 2023. 8

　

安
易
に
公
式
を
提
示
す
る
の
で
は

な
い
。

「
既
習
事
項
を
基
に
考
え
る
」

「
実
測
し
て
み
る
」

　

こ
う
し
た
こ
と
を
通
し
て
、
円
の

面
積
の
求
め
方
の
原
理
に
迫
る
こ
と
。

そ
の
方
が
、
子
供
た
ち
も
熱
中
す
る
。

　

教
科
書
に
は
、
二
つ
の
方
法
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
両
方
さ
せ
て
も
よ

い
し
、
自
由
に
選
択
さ
せ
て
「
個
別

最
適
な
学
び
」
に
な
る
よ
う
に
展
開

し
て
も
よ
い
。

　

そ
の
後
、
円
の
面
積
の
公
式
に
つ

な
が
る
考
え
方
に
入
る
。

　

教
科
書
の
方
法
で
も
よ
い
し
、
向

山
洋
一
氏
の
実
践
に
あ
る
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
を
切
っ
て
三
角
に
積
み
上

げ
て
い
く
方
法
も
あ
る
。

　

教
室
が
知
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

る
実
践
を
目
指
し
た
い
。

発
問
４  

正
方
形
が
、
何
個
あ

り
ま
す
か
？
（
２
こ
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
面
積
を
式
に
表
す
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

「
大
き
い
正
方
形
」

10
×
10
×
４

「
小
さ
い
正
方
形
」

10
×
10
×
２

　

ノ
ー
ト
に
、
次
の
よ

う
に
書
か
せ
、
そ
れ
ぞ

れ
計
算
す
る
。

10
×
10
×
２
＝
２
０
０

10
×
10
×
４
＝
４
０
０

　

つ
ま
り
、
円
の
面
積

は
２
０
０
㎠
よ
り
も
大

き
く
、
４
０
０
㎠
よ
り

も
小
さ
い
は
ず
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

10×10×2＜円の面積＜10×10×4
200＜円の面積＜400

発
問
５  

と
い
う
こ
と
は
円
の

面
積
は
３
０
０
㎠
で
い
い
で

す
か
。

　

子
供
た
ち
は
様
々
な
こ
と
を
言
う

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
３
０
０
㎠
で
は

正
確
さ
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
、
次
の

ポ
イ
ン
ト
が
重
要
に
な
る
。

〈
ポ
イ
ン
ト
２
〉

　

実
測
す
る

指
示  

友
達
と
協
力
し
て
、
円

の
面
積
を
で
き
る
だ
け
正
確

に
求
め
る
方
法
を
考
え
な
さ

い
。

　

な
か
に
は
、
公
式
を
使
っ
て
求
め

た
い
と
言
う
子
供
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
考
え
は
認
め
て
い
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
そ
う
じ
ゃ

な
い
ア
イ
デ
ア
」
を
よ
り
重
視
し
て

褒
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。

Ａ　
大
き
い
正
方
形

発
問
３  
先
生
と
同
じ
よ
う
に
、

方
眼
に
線
を
引
き
な
さ
い

（
図
③
）。
正
方
形
が
、
何
個

あ
り
ま
す
か
？
（
４
こ
）

大きい正方形

図③

Ｂ　
小
さ
い
正
方
形

　

教
科
書
の
等
積
変
形
の
図
を
使
う

（
図
④
）。

小さい正方形

図④

動画

国
算 4・8・1月号特別企画！ 谷和樹の算数授業
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二
学
期
に
な
れ
ば
端
末
活
用
も
、

だ
い
ぶ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
授
業
の
冒
頭
で
大
切

な
こ
と
は
、

今
日
の
流
れ
の
確
認
を
し
ま
す
。

で
あ
る
。Google

Classroom

で
あ

れ
、T

eam
s

で
あ
れ
、
課
題
を
配
付

し
て
お
け
ば
、
そ
の
確
認
を
す
る
だ

け
で
す
む
。
授
業
が
始

ま
る
前
に
端
末
を
起
動

さ
せ
、
課
題
を
開
か
せ

て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
。

上
記
ク
ラ
ス
コ
ー
ド

は
、
今
回
提
案
す
る
単

元
の
例
示
と
し
て
載
せ

て
あ
る
。
第
一
時
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
。
探
究
型
の
第
一

時
と
し
て
、
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
示
し
て
あ
る
。

今
日
は
ど
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

選
び
ま
す
か
。
文
を
読
ん
で
選
択

し
ま
す
。

今
日
の
学
習
の
目
標
を
ど
こ
に
定

め
る
か
を
児
童
自
身
に
課
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
個
々
に
選
択

さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
の
学
び
を
調

整
す
る
力
が
少
し
ず
つ
付
い
て
く
る
。

ど
こ
ま
で
で
き
れ
ば
良
い
か
が
教
師

に
も
分
か
り
や

す
い
。

　

初
期
の
探
究

型
と
し
て
は
、

ツ
ー
ル
を
教
師

が
与
え
、
そ
の

中
で
子
供
た
ち

同
士
で
協
働
す

る
良
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
同
じ
シ
ー
ト
上
だ
か
ら
こ
そ
、

他
者
を
参
照
し
な
が
ら
学
習
が
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

今
回
の
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
の
資
料
は

す
べ
て
編
集
が
で
き
、
コ
ピ
ー
も
作

れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
ご
自
身
で

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
資
料
を
見
た
上
で
探
究
型
の
社

会
科
に
挑
戦

し
て
み
て
ほ

し
い
。

社会

基礎・基本

Social studies

個別最適な学びと
協働的な学びを意
識した授業展開①
今日の課題と到達度を常に
チェックできるような仕組
みづくりをしてみよう。

埼玉県川口市立本町小学校

本
ほん

澤
ざわ

航
わたる

東京書籍・6年歴史編・Ｐ44-55
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上
で
授
業
の
展
開
に
進
む
。
実
際
の

授
業
で
の
「
ま
と
め
」
は
ス
ラ
イ
ド

に
一
枚
に
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
多

い
（
左
の
画
像
参
照
）。
こ
れ
ま
で

ノ
ー
ト
に
絵
や
文
字
を
か
い
て
い
た

が
、
こ
う
し
た
「
一
授
業
一
枚
も

の
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
授
業
の

つ
な
が
り
が
よ
り
分
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
く
。

分
の
今
日
の
学
習
の
目
標
を
入
れ
な

な
さ
い
。
と
す
る
。
こ
う
し
た
作
業

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
の

学
習
の
課
題
が
よ
り
明
確
に
な
る
。

さ
ら
にPadlet

を
使
用
す
る
こ
と
で
、

児
童
間
の
目
標
を
可
視
化
す
る
こ
と

と
な
る
。

こ
れ
は
児
童
同
士
の
例
示
と
な
る

こ
と
に
加
え
、
教
師
も
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
と
の
整
合
性
を
確
認
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
作
っ
た

第
二
時
で
は
武
士
が
ど
の
よ
う
に

勢
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
の
か
、
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
設
定
し
、

学
習
を
進
め
る
。
探
究
型
学
習
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
よ
う
な

シ
ー
ト
を
授
業
で
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ー
ト
は
小
嶋
悠
紀
氏
が
発

案
し
た
も
の
を
簡
素
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
児
童
に
こ
の
シ
ー
ト
を
配
付

す
る
際
①
こ
の
課
題
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
調
べ
れ
ば
解
決
で
き
そ
う
か
。

と
問
え
ば
「
教
科
書
か
ら
探
す
」

「
資
料
集
を
読
ん
で
み
る
」
と
な
る

だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
②
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
今
日
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

入
れ
な
さ
い
。
と
な
る
。
ま
た
③
自

社会
Social studies

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

個別最適な学びと
協働的な学びを意
識した授業展開②
探究的な学びをより深く
行ってみよう。

埼玉県川口市立本町小学校

本
ほん

澤
ざわ

航
わたる

東京書籍・6年歴史編・Ｐ44-55
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低
学
年
で
も
、
夜
ふ
か
し
を
経
験

し
て
い
る
子
は
多
い
。

「
何
を
し
て
い
た
の
か
」「
遅
く
ま

で
起
き
て
い
た
こ
と
で
、朝
大
変
だ
っ

た
こ
と
」
な
ど
、自
由
に
発
言
さ
せ
る
。

語
り  

先
生
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ん

だ
け
ど
、
超
一
流
の
社
長
さ
ん
に

「
小
学
生
の
頃
、
何
時
に
寝
て
い

ま
し
た
か
」
っ
て
聞
い
た
ら
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
「
八
時
に
は
寝
て

い
ま
し
た
」
っ
て
答
え
た
ん
だ
っ

て
。
超
一
流
に
な
る
た
め
に
は
、

早
く
寝
る
こ
と
が
大
事
な
の
か

も
し
れ
な
い
ね
。

　
子
供
た
ち
は
、
シ
ー
ン
と
し
て
聞

い
て
い
る
。

発
問
６  

こ
れ
か
ら
、
夏
休
み
に
な

り
ま
す
。
み
ん
な
は
、
夏
休
み
の

朝
と
夜
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
ま

す
か
。

　
意
見
は
、Jam

board

の
付
箋
機

能
を
使
っ
て
共
有
す
る
。
こ
の
画
面

を
印
刷
し
て
配
付
し
て
お
け
ば
、「
夏

休
み
の
生
活
目
標
」
と
な
る
。

発
問
１  

る
っ
ぺ
は
、
何
が
よ
く
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

◆
友
だ
ち
に
砂
を
投
げ
た
こ
と
。

◆
朝
早
く
起
き
な
か
っ
た
こ
と
。

発
問
２  

る
っ
ぺ
が
「
朝
早
く
起
き

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
の

は
、
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

◆
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
た
か
ら
。

発
問
３  

る
っ
ぺ
は
、
夜
遅
く
ま
で

何
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
か
。

◆
ゲ
ー
ム
。

◆
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
。

発
問
４  

る
っ
ぺ
が
、
朝
早
く
起
き

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
は
、何
を
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

◆
ゲ
ー
ム
を
夜
遅
く
ま
で
し
な
い
。

◆
テ
レ
ビ
は
一
時
間
ま
で
に
す
る
。

◆
ゲ
ー
ム
を
お
母
さ
ん
に
預
け
る
。

　
子
供
た
ち
か
ら
と
に
か
く
意
見
を

た
く
さ
ん
出
さ
せ
て
、
全
て
認
め
る
。

②
　
自
分
事
と
し
て
考
え
る

発
問
５  

み
ん
な
は
、
る
っ
ぺ
と
同

じ
よ
う
に
夜
遅
く
ま
で
起
き
て

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
も
な
く
夏
休
み
で
あ
る
。

　
夏
休
み
中
に
、
生
活
リ
ズ
ム
が
崩

れ
て
し
ま
い
、
夏
休
み
明
け
に
登
校

し
に
く
く
な
る
子
が
少
な
く
な
い
。

　
生
活
リ
ズ
ム
の
崩
れ
は
、

夜
ふ
か
し

に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
夏
休
み
中
、
夜
遅
く
ま
で
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
す
る
。

夜
寝
る
の
が
遅
く
な
る
た
め
、
朝
起

き
る
の
も
遅
く
な
る
。

　
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
生
徒
指

１　

生
活
リ
ズ
ム
を
ど
う
守
る
か
？

導
担
当
か
ら
「
早
寝
早
起
き
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
っ
た
文
書
が
出
る
が
、

十
分
で
は
な
い
。
や
は
り
、
授
業
の

中
で
指
導
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
朝
起
き
る
の
が
遅
く

な
っ
た
る
っ
ぺ
は
、
お
母
さ
ん
に
叱

ら
れ
、
友
だ
ち
の
ぴ
ょ
ん
た
く
ん
か

ら
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

　
る
っ
ぺ
は
、
そ
の
日
、
砂
場
で
み

ん
な
に
砂
を
か
け
て
し
ま
う
。

①
　
教
材
文
を
授
業
す
る

「
登
場
人
物
」「
状
況
設
定
」
を
確

認
し
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

２　
「
る
っ
ぺ
ど
う
し
た
の
」
の
授
業

子供の「生活リズム」
を守る授業
「早寝早起きをしましょう」
というスローガンだけでは、
子供の生活リズムは守れな
い！

2年道徳

兵庫県洲本市立安乎小学校

堀
ほり

田
た

和
かず

秀
ひで

日本文教出版・２年
Ｐ58-59

「るっぺ　どう　したの」
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

　本単元では、初めて出合う三人称（he/she）
を抵抗なく学び、自身の会話の幅を広げること
ができる。なぜなら、助動詞canを共に扱うの
で、動詞を変化させなくともよいからだ。以下
の３つのポイントをおさえ、指導していきたい。
１　やり取り（会話）の最終形と配列を考える
　学習指導要領の目標には、音声に十分慣れ
親しませてから「読むこと」「書くこと」の
活動を行うことが明記されている。よって、
Unitごとにやり取り（会話）の最終形を意識
して単元を構成するとよい。下は東京書籍５
年Unit ４の最終形と１時間ごとに扱うやり
取りの例である。

（１時間目）
　Ａ: Who is this?
　Ｂ: This is Daisuke. 

（２時間目） 
　Ａ: Who is Daisuke?  
　Ｂ: He is my brother.

（３時間目）
　Ａ: What can he do? 
　Ｂ: He can play soccer.

　４時間目以降は、これまで身に付けたダイ
アローグ（対話文）を加え、さらにやり取り
が長くできるようにしていく。
２　助動詞canに続く表現を３つに分ける
　助動詞canに続く表現方法を大きく３つに
分けて捉えておくと指導しやすくなる。以下、
分け方の例である。

can＋
動詞の原形

can swim, can run, can jump
can ski, can skate, …　　等

can play＋
名詞

can play soccer
 （ボールを扱うスポーツ）
can play the piano （楽器）
can play shogi （ゲーム）　 等

can do＋
名詞

can do Judo, can do Karate等
（ボールを扱わないスポーツ）

　前記を１時間で指導することは困難だ。教
師が意識して、毎時間扱う単語を少しずつ増
やしていくことで、楽しみながら無理なく表
現の幅を広げることができるのである。
３　タブレットを用いた「身近な人紹介」
　単元後半で子供たちが熱中したのは、「身
近な人紹介」である。１人１台の端末利用が
できる前までは、家庭から写真を持ってくる
など手間がかかったが、今はその必要がない。
タブレットを持ち帰って家の人の写真や紹介
したいモノを撮影することができる。
　それが難しい場合
は、学校で友達を撮
影して紹介すればよ
い。なお、紹介する
前には、ペアで画像
を見ながら、やり取りさせることで、よりしっ
かりと自信をもって相手に自分の家族や友達
のことを紹介することができる。

Unit4 He can bake 
bread well.
児童に「楽しい！」「話せた！」
を実感させるためには、教師
がやり取りの最終形や指導す
る内容を明確にしておくこと
が大切である。

山形県公立中学校

笹
ささ

原
はら

大
だい

輔
すけ

東京書籍

5年英語
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Google Classroom
使いこなしスキル③
と④
Google Classroomは、
柔軟で効果的な学びの環
境を実現できる（※動画
はデジタルトークライン
で）。詳細な操作方法を
学び、Google Classroom
を使いこなそう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

Google Classroom

で
は
、
課
題

の
提
出
状
況
や
成
績
を
確
認
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
提
供
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
各
生
徒
の
進
行
状
況
を

一
目
で
確
認
し
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
て
み
よ
う
。

1

G
oogle Classroom

の「
授

業
」
ペ
ー
ジ
か
ら
特
定
の
課
題
を

選
択
し
、「
手
順
を
表
示
」
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。

2　
「
生
徒
の
提
出
物
」
タ
ブ
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
提
出
状
況
の
一

覧
を
確
認
で
き
る
。

3　
提
出
さ
れ
た
課
題
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、
そ
の
課
題
の
詳
細
と
生
徒

か
ら
の
提
出
内
容
を
確
認
で
き
る
。

4　
「
成
績
」に
点
数
を
入
力
し「
返

却
」
す
る
。
ま
た
、
コ
メ
ン
ト
欄

を
使
用
し
、
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
提
供
す
る
。

　

次
回
は
、
ほ
ん
の
少
し
高
度
な

Google Classroom

活
用
方
法
に
つ

い
て
取
り
上
げ
る
予
定
。

て
の
生
徒
」
の
代
わ
り
に
特
定
の

生
徒
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

4　
「
作
成
」
ま
た
は
「G

oogle

ド
ラ
イ
ブ
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
、
教
材
を
追
加
す
る
。

G
oogle

ド
ラ
イ
ブ
か
ら
教
材
を

選
択
す
る
と
、
そ
の
教
材
は
生
徒

全
員
が
ア
ク
セ
ス
可
能
に
な
る
。

5　
「
割
り
当
て
」
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
課
題
と
そ
の
教

材
が
生
徒
に
配
付
さ
れ
る
。

ス
キ
ル
④
　
学
習
状
況
の
管
理

六
月
号
の
続
き
。

ス
キ
ル
③
　
教
材
の
作
成
と
配
付

Google Classroom

で
は
教
材
を

作
成
し
、
そ
れ
を
ク
ラ
ス
全
体
ま
た

は
特
定
の
生
徒
に
簡
単
に
配
付
す
る

こ
と
が
可
能
だ
。Google

ド
キ
ュ
メ

ン
ト
、
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
、
ス
ラ

イ
ド
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、

教
材
を
作
成
し
て
み
よ
う
。

1

G
oogle Classroom

の「
授

業
」
ペ
ー
ジ
に
移
動
す
る
。

2　
「
作
成
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
、「
課
題
」
を
選
択
す
る
。

3　
課
題
の
タ
イ
ト
ル
、
説
明
、
期
限

を
入
力
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
、「
全

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編
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レ
ー
ニ
ン
グ
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、

学
習
さ
せ
る
。
完
了
す
る
と
「
出
力
」

画
面
に
学
習
の
結
果
が
反
映
さ
れ
る
。

基
本
的
な
使
い
方
を
教
え
た
後
は
、

子
供
た
ち
に
自
由
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
さ
せ
る
。文
房
具
や
、体
で
の
ポ
ー

ズ
な
ど
、
様
々
な
画
像
を
学
習
さ
せ

て
楽
し
ん
で
い
た
。

発
問  

こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
は
身
の
回

り
の
ど
こ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

機
械
学
習
を
体
験
し
た
か
ら
こ
そ

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

タ
が
自
分
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
人
間
が

教
科
書
か
ら
学
ぶ
の
と
は
違
っ
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
た
く
さ
ん
の

デ
ー
タ
か
ら
学
び
ま
す
。

３　

Ａ
Ｉ
機
械
学
習
体
験
サ
イ
ト

　

説
明
す
る
だ
け
で
は
、
分
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
次
の
無
料
サ
イ
ト
で
体

験
さ
せ
る
。

T
eachable

M
achine

https://teachablem
achine.

w
ithgoogle.com

/
Google

が
提
供
し
て
い
る
こ
の
サ

イ
ト
は
子
供
で
も
簡
単
に
機
械
学
習

を
体
験
で
き
る
。
最
初
は
「
画
像
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
お
す
す
め
だ
。
自

分
の
端
末
で
好
き
な
画
像
を
撮
影
し
、

Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

（
上
の
使
い
方
動
画
参
照
）。

　

最
初
は
教
師
が
や
っ
て
み
せ
る
。

「
右
手
を
挙
げ
た
」
写
真
を
サ
イ
ト

の
連
続
写
真
で
六
〇
枚
ほ
ど
撮
影
す

る
。
さ
ら
に
「
左
手
を
挙
げ
た
」
写

真
を
同
じ
く
撮
影
す
る
。
次
に
「
ト

１　

Ａ
Ｉ
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
よ
っ
て

育
成
さ
れ
る
資
質
・
能
力
等
も
情
報

活
用
能
力
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
に
加
え
て
、
最
近
に
な
っ
て
急
激

に
進
化
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
と
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
関
係
も
、
ぜ
ひ
子
供
た
ち

に
教
え
て
い
き
た
い
。

２　

機
械
学
習
と
い
う
用
語

　

Ａ
Ｉ
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
さ

せ
る
と
き
に
、
教
え
た
い
用
語
が

「
機
械
学
習
」
だ
。
私
は
子
供
た
ち

に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

説
明  

機
械
学
習
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

用語を学び、体験するか
らこそ、新しい「問い」を
考えることができるように
なる。

AIの機械学習を
体験させるプロ
グラミング教育

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の
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国 語
授 業 実 践
中 学 校 の

既習事項も楽し
く復習「漢字の
音訓」の授業
音読み、訓読みの違いを
リズムテンポよく復習し
た上で、熟語の読み方の
違いや文脈に沿った使い
方を学ぶ。

埼玉県川越市立川越第一中学校

市
いち

川
かわ

玲
れい

名
な

方
が
あ
り
ま
す
ね
。
日
本
語
で
は

違
う
意
味
の
言
葉
で
も
、
中
国
で

は
同
じ
一
つ
の
漢
字
で
表
す
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
複

数
の
訓
読
み
が
あ
る
の
で
す
。

３
同
じ
熟
語
で
二
通
り
の
読
み
方

　

教
科
書
の
「
複
数
の
読
み
方
を
す

る
熟
語
」
の
説
明
と
例
を
読
む
。

　

他
の
熟
語
も
二
通
り
の
読
み
方
で

読
ま
せ
、
短
文
を
作
ら
せ
る
。

　

生
物
（
セ
イ
ブ
ツ
、
な
ま
も
の
）

　

色
紙
（
シ
キ
シ
、
い
ろ
が
み
）

　

人
気
（
ニ
ン
キ
、
ひ
と
け
）

「
火
星
に
到
着
し
、
地
球
外
生
物

（
な
ま
も
の
）
と
遭
遇
し
た
」「
僕
の

宝
物
は
大
谷
選
手
に
も
ら
っ
た
色
紙

（
い
ろ
が
み
）
だ
」

　

例
文
の
提
示
で
わ
ざ
と
読
み
方
を

間
違
え
、
文
脈
に
合
っ
た
読
み
方
を

確
認
す
る
。

Google

フ
ォ
ー
ム
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
熟
語
の
読
み
方
に
即
し
た
短
文
を

書
き
込
ま
せ
、
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト

で
共
有
す
る
。

東
京
、
京
浜
、
北
京

行
列
、
行
動
、
行
灯

　

隣
近
所
で
意
見
交
流
さ
せ
た
後
、

発
表
さ
せ
る
。「
行
灯
（
ア
ン
ド
ン
）」

を
読
め
た
生
徒
が
い
た
ら
大
い
に
驚

き
褒
め
る
。
意
味
も
確
認
す
る
。

　

気
付
い
た
こ
と
を
隣
同
士
で
言
わ

せ
る
と
「
同
じ
音
読
み
で
も
複
数
の

読
み
方
が
あ
る
」
な
ど
が
出
る
。

　

そ
の
理
由
を
、
漢
和
辞
典
を
使
っ

て
自
由
に
調
べ
さ
せ
る
。「
漢
」「
呉
」

「
唐
」
と
い
う
国
名
に
気
付
く
。

説
明
１
同
じ
漢
字
で
も
、
日
本
に

入
っ
て
き
た
時
代
や
地
域
に

よ
っ
て
発
音
が
違
っ
た
の
で
す
。

　

教
科
書
の
説
明
も
読
み
、
理
由
が

書
か
れ
た
箇
所
に
線
を
引
か
せ
る
。

　

続
い
て
「
生
」
を
提
示
す
る
。

発
問
４
こ
の
漢
字
に
は
ど
ん
な
読

み
が
あ
り
ま
す
か
。
全
て
ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
。

　

漢
和
辞
典
を
使
お
う
と
し
た
生
徒

を
即
座
に
褒
め
、
全
員
に
引
か
せ
る
。

　

早
く
引
け
た
生
徒
に
読
ま
せ
る
。

説
明
２
訓
読
み
に
も
複
数
の
読
み

１
音
読
み
・
訓
読
み
の
違
い

　

誰
も
が
で
き
る
活
動
か
ら
授
業
に

巻
き
込
ん
で
い
く
。

発
問
１
読
み
ま
す
。「
山
」（
や
ま
、

サ
ン
）「
星
」（
ほ
し
、
セ
イ
）
ど
ち

ら
の
読
み
方
も
正
解
で
す
。
一
つ

の
漢
字
に
は
二
種
類
の
読
み
方
が

あ
り
ま
し
た
ね
。
何
読
み
と
何
読

み
で
す
か
？
（
音
読
み
と
訓
読
み
）

発
問
２
音
読
み
と
訓
読
み
の
違
い

は
何
で
す
か
？　

隣
近
所
で
説

明
し
合
い
な
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
る
。

【
音
読
み
】
中
国
の
読
み
方
、
カ
タ

カ
ナ
で
表
記
、
音
だ
け
だ
と
意
味

が
分
か
ら
な
い
、
送
り
仮
名
な
し

【
訓
読
み
】
日
本
の
読
み
方
、
ひ
ら

が
な
で
表
記
、
音
だ
け
で
も
意
味

が
分
か
る
、
送
り
仮
名
あ
り

　

違
い
を
確
認
し
た

後
、
い
く
つ
も
の
漢

字
をPow

erPoint
の

ス
ラ
イ
ド
で
次
々
と

提
示
し
、
音
読
み
か

訓
読
み
か
を
答
え
さ
せ
て
い
く
。

２
一
つ
の
漢
字
で
違
う
読
み
方

発
問
３
次
の
熟
語
は
何
と
読
み
ま

す
か
。
ノ
ー
ト
に
写
し
、
読
み
仮

名
を
書
き
な
さ
い
。

明
暗
、
明
星



47 2023. 8

と
が
で
き
ま
せ
ん
。P

hET

の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
物
質
の
三

態
）
を
用
い
て
、
粒
子
の
様
子
を

見
ま
す
。

　

教
師
が
全
体
の
前
で
見
せ
る
。
加

熱
し
て
い
く
と
、
粒
子
が
動
き
回
り

全
体
に
広
が
る
様
子
が
観
察
で
き
る
。

発
問
膨
ら
ん
だ
袋
の
中
の
粒
子
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
し
た
か
？（
Ａ
）

指
示

P
hET

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
使
っ
て
、
色
々
な
条
件
で
粒

子
の
様
子
を
確
か
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

自
由
に
端
末
を
触
ら
せ
る
時
間
を

確
保
す
る
。
冷
や
す
と
ど
う
な
る
か
、

異
な
る
物
質
だ
と
ど
う
な
る
か
、
な

ど
確
認
が
で
き
る
。

指
示
分
か
っ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ

と
、
気
付
い
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に

書
き
ま
す
。

　

発
表
さ
せ
た
の
ち
に
、
教
科
書
を

開
き
、
読
ま
せ
る
。
実
験
結
果
か
ら

粒
子
の
様
子
を
予
想
さ
せ
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
す
る
こ
と
で
、

深
い
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
。

（
粒
子
が
大
き
く
な
る
）、
Ｃ
（
粒

子
が
増
え
る
）
の
三
つ
の
パ
タ
ー

ン
に
分
類
で
き
ま
す
。

指
示
自
分
の
意
見
に
一
番
近
い
も

の
に
手
を
挙
げ
ま
す
。

　

全
員
の
意
見
を
確
認
す
る
。

説
明
粒
子
は
小
さ
す
ぎ
て
見
る
こ

説
明
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
に
液
体
の

エ
タ
ノ
ー
ル
を
入
れ
ま
す
。
袋
を

閉
じ
、
お
湯
を
か
け
ま
す
。

実
際
に
膨
ら
む
様
子
を
見
せ
る
。

説
明
袋
の
中
の
液
体
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

発
問

は
じ
め
、
袋
の
中
に
エ
タ

ノ
ー
ル
の
粒
子
が
六
粒
入
っ
て

い
た
と
し
ま
す
。
膨
ら
ん
だ
時
、

袋
の
中
で
粒
子
は
ど
の
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

指
示
予
想
を
書
き
込
み
ま
す
。

　

端
末
を
用
い
て
、
授
業
支
援
ク
ラ

ウ
ド
上
に
書
か
せ
る
。

　

書
き
込
ま
せ
た
ら
、
全
体
に
共
有

し
、
こ
ち
ら
で
分
類
を
す
る
。
分
類

す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
思
考
の

整
理
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

説
明
Ａ
（
粒
子
が
広
が
る
）、
Ｂ

理 科
授 業 実 践
中 学 校 の

シミュレーション
を用いて「状態変
化」を授業する
実験とシミュレーション
を組み合わせることで、
科学概念の理解をより深
めることができる。

愛知県私立愛知淑徳中学校・高等学校

松
まつ

浪
なみ

由
ゆ

起
き

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

山
口
誓
子
を
授
業
す
る

現
段
階
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
の
回
答
は
あ
く
ま
で
も
「
素
材
」
に
過
ぎ
な
い
。

国語
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埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

　

今
回
の
お
題
は
こ
れ
で
あ
る
。

以
下
の
作
品
を
授
業
し
な
さ
い
。

①
ピ
ス
ト
ル
が
プ
ー
ル
の
硬
き
面
に
ひ
び
き

②
い
づ
く
に
も
虹
の
か
け
ら
を
拾
ひ
得
ず

③
匙
な
め
て
童
た
の
し
も
夏
氷

　

三
句
の
扱
い
方
と
発
問
と
に
差
が
出
る
。

　

一
句
ず
つ
扱
い
、
教
師
の
発
問
で
授
業
を
展

開
す
る
形
で
も
よ
い
。
ひ
と
つ
を
選
び
自
力
分

析
さ
せ
、
ジ
グ
ソ
ー
法
の
よ
う
に
展
開
す
る
形

も
あ
ろ
う
。
い
き
な
り
「
共
通
点
」
等
を
訊
く

案
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
あ
り
だ
。

　

様
々
な
形
が
あ
ろ
う
が
、
子
供
た
ち
の
も
つ

「
不
備
・
不
足
・
不
十
分
」
に
対
し
て
は
き
っ

ち
り
取
り
上
げ
、
指
導
し
な
け
れ
ば
授
業
と
は

言
え
な
い
。

説
明
１  

今
回
は
、
③
の
句
を
考
え
ま
す
。

発
問
10  

楽
し
ん
で
い
る
の
は
、
子
供
で
す

か
、
大
人
で
す
か
。

　

主
発
問
は
、
10
「
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、
子

供
で
す
か
、
大
人
で
す
か
」
で
あ
る
。

「
童
た
の
し
も
」
の
「
も
」
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
る
。

「
も
」
を
呼
び
か
け
と
捉
え
る
か
、
逆
説
と
捉

え
る
の
か
。
解
釈
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

「
あ
な
た
な
ら
ど
う
考
え
ま
す
か
」
と
い
う
学

力
調
査
の
問
題
に
準
じ
て
い
る
。

　

こ
の
後
、子
供
た
ち
の
実
態
に
応
じ
て
、「
も
」

の
つ
く
文
章
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
い
て
、

分
類
す
る
展
開
も
考
え
ら
れ
る
。

　

私
の
解
釈
は
、「
た
の
し
も
」
の
「
も
」
は
、

逆
説
と
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
供
が
匙

を
舐
め
な
が
ら
か
き
氷
を
食
べ
て
い
る
場
面
を

切
り
取
っ
た
写
実
的
な
俳
句
と
す
る
。

�

（
東
京
都
・
徳
本
孝
士
氏
）

　

指
摘
の
と
お
り
、「
た
の
し
も
」
は
必
ず
扱

う
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
理
解
し
難
い
部
分
だ

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
解
釈
が
異
な
る
。
こ

れ
は
「
詠
嘆
」
だ
ろ
う
。「
楽
し
ん
で
い
る
こ

と
だ
な
あ
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
ろ
う
。

発
問
８  

感
動
の
中
心
は
何
で
す
か
。（
虹
）

「
虹
の
か
け
ら
を
拾
え
な
い
」
と
だ
け
書
い
て

あ
る
の
で
、
虹
に
感
動
し
た
こ
と
は
何
と
な
く

で
も
理
解
で
き
る
。

補
助
発
問  

「
か
け
ら
」
を
他
の
言
い
方
に
換

え
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

た
と
え
ば
「
い
づ
く
に
も
虹
の
一
部
を
拾
い

得
ず
」
と
言
い
換
え
て
み
る
。「
か
け
ら
」
が

宝
石
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

発
問
９  

話
者
は
何
に
感
動
し
て
い
る
の
で

す
か
。（
虹
の
美
し
さ
、
な
ど
）

�

（
茨
城
県
・
坂
本
佳
朗
氏
）

向山型に挑戦！
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

発
問
２  

あ
な
た
た
ち
の
考
え
と
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
回
答
で
は
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い

ま
す
か
。

　

さ
ら
に
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
へ
の
命
令
と
回
答

を
見
せ
る
。「﹃
プ
ー
ル
﹄﹃
虹
﹄﹃
夏
氷
﹄
と
い

う
季
語
を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
俳
句
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。」

指
示
２  

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
作
っ
た
俳
句

を
一
つ
選
び
、
手
直
し
し
て
、
よ
り
す
て
き

な
俳
句
に
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

指
示
３  

ど
れ
が
最
も
気
に
入
り
ま
し
た
か
。

近
く
の
人
と
言
い
合
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

指
示
４  

気
に
入
っ
た
俳
句
を
一
つ
選
ん
で

ノ
ー
ト
に
写
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

Ａ
Ｉ
に
「
素
材
提
供
」
を
さ
せ
て
、
そ
れ
を

批
判
的
に
検
討
す
る
。
活
用
の
初
期
段
階
で
は

十
分
に
あ
り
得
る
展
開
で
あ
る
。
大
事
な
の
は

鵜
呑
み
に
さ
せ
な
い
こ
と
だ
。
あ
く
ま
で
も

「
素
材
」
と
し
て
扱
う
の
で
あ
る
。
片
手
間
で

調
べ
て
分
か
っ
た
つ
も
り
に
な
る
の
が
最
も
怖

い
。

を
拾
ひ
得
ず
〞
と
い
う
、
虹
の
美
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
も
、
そ
の
一
瞬
を
拾
い
き
れ
な
か
っ
た

悔
し
さ
を
表
現
し
た
俳
句
で
す
。
季
語
の
虹
や
、

季
節
感
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
が
含
ま
れ
て
お
り
、

良
質
の
俳
句
と
言
え
ま
す
。

　
③
の
俳
句
は
、〝
匙
な
め
て
童
た
の
し
も
夏

氷
〞
と
い
う
、
夏
の
冷
た
い
飲
み
物
で
あ
る
か

き
氷
を
食
べ
て
い
る
子
供
た
ち
の
姿
を
描
い
た

俳
句
で
す
。
季
語
の
か
き
氷
や
、
季
節
感
が
表

現
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、〝
匙
な
め
て
〞
と
い

う
表
現
が
俳
句
の
中
で
も
特
徴
的
な
切
れ
味
が

あ
る
表
現
で
あ
る
た
め
、
良
質
の
俳
句
と
言
え

ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
優
れ
た
俳
句
を
選
ぶ
と
す
れ

ば
、
②
と
③
の
ど
ち
ら
か
と
な
る
で
し
ょ
う
。」

　

三
つ
の
俳
句
を
提
示
し
、
め
い
め
い
に
読
ま

せ
る
。
上
記
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
へ
の
命
令
と

回
答
を
見
せ
る
。

指
示
１  

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
回
答
を
批
判

し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

発
問
１  

三
つ
の
俳
句
に
共
通
す
る
も
の
は

何
で
す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

補
助
発
問
が
よ
い
。
言
葉
の
置
き
換
え
は
向

山
型
国
語
の
常
道
で
あ
る
。

「
プ
ー
ル
」
の
句
も
含
め
、
誰
が
何
を
ど
こ
ま

で
読
め
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
私
な

ら
ば
常
の
通
り
自
力
分
析
か
ら
入
る
だ
ろ
う
。

そ
の
後
自
由
に
協
働
さ
せ
、
論
点
に
つ
い
て
全

体
で
検
討
す
る
。

　

さ
て
、
話
題
の
生
成
型
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
授
業

案
が
四
つ
あ
っ
た
。
中
で
も
優
れ
て
い
た
の
が

佐
藤
智
彦
氏
の
案
で
あ
る
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
次
の
よ
う
に
命
令
し
た
。

「
次
の
俳
句
で
、
最
も
優
れ
た
も
の
は
何
で
す

か
。（
句
は
略
）」
次
の
回
答
を
得
た
。

「
俳
句
の
優
劣
を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
。
し
か
し
、
俳
句
は
季
語
、
切
れ
味
鋭
い
表

現
、
季
節
感
な
ど
の
要
素
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。

　
①
の
俳
句
は
、〝
ピ
ス
ト
ル
が
プ
ー
ル
の
硬

き
面
に
ひ
び
き
〞
と
い
う
不
吉
な
イ
メ
ー
ジ
を

表
現
し
て
い
ま
す
が
、
俳
句
と
し
て
は
季
語
や

切
れ
味
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
優
れ
た
俳
句
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　
②
の
俳
句
は
、〝
い
づ
く
に
も
虹
の
か
け
ら
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毎
日
一
時
間
、
取
り
出
し
で

個
別
授
業
を
す
る
理
由

最
終
的
な
進
路
の
方
向
性
を
、
子
供
の
事
実
で
保
護
者
に
提
案
す
る
の
が

管
理
職
の
仕
事
。

四
年
生
の
男
子
、
入
学
時
か
ら
知
的
固
定
学

級
の
児
童
。

　

四
月
当
初
の
段
階
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
習
に

つ
い
て
い
け
て
い
な
い
、
と
担
任
か
ら
訴
え
が

あ
り
、
ど
の
程
度
の
学
力
が
あ
る
の
か
を
個
別

に
取
り
出
し
確
認
を
し
た
。

①　

九
九
の
２
の
段
ま
で
は
な
ん
と
か
言
え
る
が
、

３
の
段
か
ら
先
を
唱
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②　

た
し
算
・
ひ
き
算
の
繰
り
上
が
り
、
繰
り

下
が
り
は
理
解
し
て
い
る
。

③　

九
九
に
フ
リ
ガ
ナ
を
振
っ
て
音
読
を
さ
せ
る

が
、
た
ど
た
ど
し
く
て
リ
ズ
ム
よ
く
読
め
な
い
。

④　

教
科
書
の
音
読
で
一
年
生
の
教
科
書
は
何

と
か
読
め
る
が
、
二
年
生
の
教
科
書
に
漢
字

が
混
ざ
る
と
急
に
読
め
な
く
な
る
。
三
年
生

の
漢
字
は
ほ
ぼ
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

合
理
的
な
配
慮
（
適
切
な
教
材
の
工
夫
）

か
け
算
九
九
の
仕
組
み
を
教
え
る
。
例
え
ば

か
け
算
の
３
の
段
を
覚
え
る
際
に
、
三
ず
つ
足

し
て
い
く
の
だ
と
教
え
る
と
、
時
間
は
か
か
る

が
頭
の
中
で
計
算
し
な
が
ら
３
の
段
の
答
え
を

二
七
ま
で
い
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
こ
で
使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
九
九

の
答
え
を
書
く
だ
け
の
シ
ー
ト
で
あ
る
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
い
、
頭
の
中
で
同

じ
数
ず
つ
足
し
て
い
き
、
答
え
を
出
す
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
る
こ
と
を
行
っ
た
。

や
り
方
を
「
教
え
て
、
褒
め
る
」

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
際
は
、
終
わ
る
の
に
一

〇
分
以
上
の
時
間
が
か
か
っ
た
。
毎
日
授
業
の

最
初
に
取
り
組
み
、
一
か
月
す
る
と
二
分
を
切

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
か
月
の
間
は
、
毎
回
、
時
間
を
計
り
、
短

縮
す
る
た
び
に
、
大
い
に
褒
め
、
記
録
が
伸
び

た
こ
と
を
担
任
に
伝
え
る
よ
う
に
声
掛
け
を
し
、

自
己
肯
定
感
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

子
供
は
そ
の
た
び
に
う
れ
し
そ
う
に
担
任
に

報
告
に
行
っ
た
。

　

児
童
の
進
路
の
最
終
決
定
は
保
護
者
が
す
る
。

管
理
職
に
よ
る
個
別
指
導
に
よ
っ
て
、
積
み
重

ね
が
で
き
る
と
い
う
事
実
が
、
説
得
力
の
あ
る

判
断
材
料
と
な
る
。

【
参
考
文
献
】『
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
医
教
連
携
の

「
チ
ー
ム
学
校
」
第
３
巻
』（
宮
尾
益
知
監
修　

学
芸
み
ら
い
社
）

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お

益ま
す

知と
も

構
成
：
東
京
都
公
立
小
学
校　

島し
ま

村む
ら

雄ゆ
う

次じ

郎ろ
う
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供をさらに伸ばす！　1年間の支援プラン！

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

発
達
障
害
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

「
運
動
会
」
は
と
て
も
苦
し
い
も
の
だ
。

あ
る
子
は
、

「
魔
の
舞
踏
会
」

と
い
う
表
現
を
し
た
。
大
笑
い
し
て

し
ま
っ
た
。

　

な
ぜ
発
達
障
害
の
子
供
た
ち
に

と
っ
て
き
つ
い
の
か
？　

い
く
つ
か

原
因
を
紹
介
し
た
い
。

１　

多
く
な
る
集
団
行
動

　

運
動
会
は
い
つ
も
以
上
に
「
集
団

で
行
動
」
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
が
ス
ト
レ
ス
を
貯
め
て
し
ま
う
。

２　

時
間
割
の
変
更
が
多
い

　

意
図
せ
ず
と
も
、
ど
う
し
て
も
時

間
割
の
変
更
が
多
く
な
る
。
い
つ
も

と
違
う
時
間
割
に
な
っ
て
し
ま
う
の

が
イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
で
あ
る
。

３　

勝
ち
負
け
が
は
っ
き
り
す
る

　

ほ
と
ん
ど
の
競
技
で
「
勝
ち
負

け
」
が
は
っ
き
り
し
て
し
ま
う
。

「
赤
白
の
ど
っ
ち
が
勝
ち
な
の

か
？
」「
一
位
と
ビ
リ
が
決
ま
っ
て

し
ま
う
」
な
ど
、「
勝
ち
に
こ
だ
わ

る
」
自
閉
傾
向
の
子
供
た
ち
の
情
緒

が
簡
単
に
か
き
乱
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
運
動
会
」

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

過
程
が
発
達
障
害
の
子
供
た
ち
に

と
っ
て
き
つ
い
時
間
で
あ
る
こ
と
を

お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
う
。
基

本
的
な
方
針
を
ま
ず
は
示
し
た
い
。

⑴　

七
〇
点
主
義
で
い
く

　

な
ぜ
か
行
事
に
な
る
と
発
達
障
害

の
子
供
に
辛
く
当
た
っ
た
り
、
集
団

に
無
理
や
り
入
れ
た
り
す
る
と
い
っ

た
指
導
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
運
動
会
や
そ
の

練
習
期
間
は
き
つ
い
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
お
く
こ
と
だ
。

　

ま
ず
は
、

「
七
〇
点
く
ら
い
で
き
れ
ば
そ
れ
で

良
い
」

と
決
め
る
。
一
〇
〇
点
を
求
め
ら
れ

る
と
、
そ
れ
だ
け
で
発
達
障
害
の
子

供
は
ス
ト
レ
ス
を
高
め
て
し
ま
う
。

⑵　

時
に
は
休
ま
せ
る

　

定
型
の
子
供
た
ち
で
も
体
力
的
に

き
つ
い
時
期
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、

自
律
神
経
系
が
な
か
な
か
整
わ
な
い

発
達
障
害
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は

き
つ
い
の
が
当
た
り
前
で
あ
る
。

　

毎
日
、
一
〜
二
時
間
も
体
育
の
運

動
会
練
習
が
入
る
こ
の
時
期
が
、
き

つ
い
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。

　

半
分
く
ら
い
は
休
ん
で
も
良
い
と

立
て
続
け
に
行
わ
れ
る
行
事
に
対
応
す
る
支
援
プ
ラ
ン
　

│
運
動
会
編

す
べ
て
の
参
加
を
目
指
す
一
〇
〇
点
で
な
く
七
〇
点
支
援
で
乗
り
越
え
る

い
う
認
識
で
休
ま
せ
て
ほ
し
い
。

⑶　

冷
や
す

　

五
月
開
催
で
も
九
月
開
催
で
も
運

動
会
は
「
暑
さ
」
と
は
切
り
離
せ
な

い
。

　

気
温
の
暑
さ
は
「
興
奮
」
を
呼
び

込
む
。
興
奮
す
る
と
「
体
の
熱
さ
」

に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、

「
冷
や
す
」

こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。

　

特
別
支
援
学
級
担
任
時
代
、
ア
イ

ス
ノ
ン
を
大
量
に
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク

ス
に
入
れ
て
通
勤
し
て
い
た
。

　

運
動
会
練
習
後
に
、
す
ぐ
に
取
り

出
し
て
「
手
を
冷
や
し
な
さ
い
」
と

渡
し
て
い
た
。

　

こ
れ
だ
け
で
大
き
く
違
う
も
の
だ
。

小
嶋
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
い
く

つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
保

護
者
に
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
支
援
を
保
護
者
に
理
解

い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
だ
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit
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小
学
二
年
生
の
児
童
。
数
の
概
念

が
身
に
付
か
ず
、
何
度
も
繰
り
返
し

て
行
っ
て
い
る
状
態
。
実
際
に
子
供

が
具
体
物
を
使
っ
て
数
の
操
作
を
行

う
こ
と
で
習
得
で
き
て
い
る
。

　

何
度
も
練
習
し
、
行
っ
て
い
る
学

習
支
援
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

①
　
数
字
と
数
の
一
致
の
学
習

数
の
学
習
と
し
て
、
１
〜
５
ま
で

の
○
が
書
か
れ
て
い
る
カ
ー
ド
（
Ａ

５
）
を
使
う
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
よ
う
に
ラ

ン
ダ
ム
に
カ
ー
ド
を
見
せ
て
○
の
数

を
答
え
る
。

　

慣
れ
て
き
た
ら
、
二
枚
の
カ
ー
ド

を
一
枚
ず
つ
見
せ
て
二
枚
の
カ
ー
ド
の

〇
の
数
を
合
わ
せ
て
答
え
る
（
覚
え

ら
れ
な
い
と
き
は
、二
枚
と
も
見
せ
る
）。

　

は
じ
め
は
合
わ

せ
て
５
ま
で
の
数
。

で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
10
ま
で

の
数
で
行
う
。

　

ま
た
、
具
体
物

を
使
う
場
合
は
、
キ
ュ
ー
ブ
で
数
の

学
習
を
す
る
。
は
じ
め
は
五
個
ま
で

の
キ
ュ
ー
ブ
で
行
う
。

　

指
示
さ
れ
た
個
数
を
取
る
。
数
字

の
個
数
だ
け
取
る
。
タ
イ
ム
を
計
っ
て

ゲ
ー
ム
に
す
る
の
も
お
ス
ス
メ
で
あ
る
。

　

引
い
た
カ
ー
ド
の
数
字
に
合
っ
た

数
の
キ
ュ
ー
ブ
を

取
る
。
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
一
〇
個

キ
ュ
ー
ブ
に
す
る
。

②
　
数
の
合
成
と
分
解
の
学
習

　

キ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
合
成
と
分
解

の
練
習
を
行
う
。
五
個
ず
つ
二
色
の

キ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
数
の
操
作
を
す

る
。
色
別
に
「
１
と
４
、
合
わ
せ
て

５
」「
２
と
３
、
合
わ
せ
て
５
」
な

ど
声
に
出
し
て
数
の
確
認
を
す
る
。

　

慣
れ
て
き
た
ら
、
唱
え
た
後
に
赤

を
隠
し
て
確
認
す
る
。

　

唱
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
次
は
、

シ
ー
ト
を
使
っ
て
行
う
。
上
に

キ
ュ
ー
ブ
を
置
い
て
、
下
の
二
つ
の

部
屋
に
任
意
の
数
を
入
れ
る
。
自
分

で
キ
ュ
ー
ブ
を
操
作
す
る
。

分
け
る
と
き
に

「
２
と
３
で
５
」（
合
成
）

「
５
は
２
と
３
」（
分
解
）

な
ど
、
答
え
な
が
ら
行
う
。

　

何
度
も
繰
り
返
し
て
行
う
と
数
の

操
作
が
身
に
付
き
や
す
い
。

医療・療育現場からの発信！

具
体
物
を
使
用
し
た
算
数
の
学
習
支
援

数
の
概
念
が
な
か
な
か
身
に
付
か
な
い
子
供
の
学
習
支
援
。笹さ

さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー



特別支援教育  専門家の視点 特別支援教育の指導システム＆
全国で大人気
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１　

姿
勢
が
悪
い
と
い
う
こ
と
と
は

　

机
に
肘
を
付
い
て
、
猫
背
に
な
り
、
覆
い
か

ぶ
さ
る
よ
う
に
ノ
ー
ト
を
書
く
子
供
が
い
る
。

椅
子
か
ら
崩
れ
そ
う
な
姿
勢
の
子
供
も
い
る
。

こ
う
し
た
子
供
が
、
学
習
に
集
中
で
き
る
は
ず

が
な
い
。
し
か
し
、
注
意
や
叱
責
で
は
直
ら
な

い
。
身
体
の
ど
こ
が
関
係
し
て
い
る
か
、
総
合

的
に
見
て
い
か
な
い
と
解
決
し
な
い
。

　

背
骨
に
原
因
が
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
骨

が
弱
い
の
か
、
筋
肉
な
の
か
と
、
迷
う
。

１
．
骨
盤
が
背
骨
を
し
っ
か
り
さ
さ
え
る
。

２
．
首
が
し
っ
か
り
頭
を
さ
さ
え
る
。

３
．
重
心
が
、
身
体
の
腰
か
ら
頭
ま
で
一
直
線

上
に
あ
る
。

４
．
視
点
が
目
的
の
も
の
を
見
て
い
る
。

５
．
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
プ
ラ
ス
、
足
が
地
面
に
安
定
し
て
落

ち
着
い
て
い
る
の
が
良
い
姿
勢
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
良
い
姿
勢
に
は
身
体
全
体
が

関
係
し
て
い
る
。

２　

体
育
「
お
尻
歩
き
」
の
実
践

　

体
育
館
体
育
で
、「
お
尻
歩
き
」
を
や
っ
て

い
る
。
小
学
二
年
の
初
期
で
、
こ
れ
が
で
き
る

子
は
、
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　

お
尻
歩
き
が
で
き
る
た
め
に
は
、
次
の
条
件

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

⑴　

Ｖ
字
バ
ラ
ン
ス
が
で
き
る
。

⑵　

両
腰
を
片
方
ず
つ
浮
か
す
。

⑶　

胴
回
り
を
ね
じ
り
反
動
を
付
け
て
前
に
動

か
す
。

⑷　

腹
筋
背
筋
を
し
っ
か
り
立
て
る
。

　

こ
れ
は
、
姿
勢
が
良
い
こ
と
と
大
き
な
関
係

が
あ
る
。
室
内
な
の
で
、
年
間
二
〇
回
か
ら
二

五
回
程
度
の
実
施
だ
が
、
一
年
後
に
は
約
三
割

の
子
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
腰
を
動
か
し

て
前
に
進
む
感
覚
は
、
正
し
い
歩
行
に
つ
な
が

る
。３　

お
座
り
が
で
き
る
時
期
に
確
立

　

生
後
初
め
て
お
座
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
六
か
月
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
は
、
寝
た
ま
ま
の
状
況
で
、

背
中
全
体
が
布
団
に
付
い
て
い
る
。
寝
返
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
重
力
に
逆
ら
っ
て
お
腹
、

背
中
や
腰
を
浮
か
せ
る
。
頭
が
持
ち
上
が
り
腕

支
持
を
し
て
胸
を
浮
か
す
。
首
も
安
定
し
て
バ

ラ
ン
ス
を
と
れ
る
。
そ
の
後
、
お
座
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

お
座
り
で
床
に
付
い
て
い
る
の
は
、
臀
部
と

下
肢
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
状
態
で
、
上
半
身

は
物
を
操
作
で
き
る
。
首
は
背
骨
の
上
で
、
上

半
身
は
骨
盤
の
上
で
保
て
、
安
定
し
て
い
る
。

生
後
一
〇
か
月
頃
に
は
ひ
っ
く
り
返
る
こ
と
も

な
く
、
自
由
に
な
っ
た
手
で
存
分
に
自
分
の
体

の
安
定
を
保
ち
、
目
的
の
物
で
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
、
発
達
が
促
進
さ
れ
て
い
く
。

　

現
在
の
子
供
た
ち
の
姿
勢
の
基
本
は
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
、
生
後
ま
も
な
く
築
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 作業療法

福
ふく

田
だ

恵
え

美
み

子
こ

長野保健医療大学
　特任教授
障害科学博士
発達支援飛翔のもり
　顧問
メリーランド高等学院
　センター長

アドバイザー

福田恵美子先生に学ぶ

作業療法作業療法

神
奈
川
県
相
模
原
市
立
大
島
小
学
校
：
鈴す

ず

木き

恭き
ょ
う

子こ

姿
勢
の
悪
さ
を
、
身
体
全
体
で
改
善

姿
勢
を
矯
正
し
た
い
な
ら
、
骨
盤
・
体
幹
を
動
か
そ
う
。



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2023年7月15日～ 2023年8月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

特別支援教育「鉄壁の法則」

特別支援教育
ICT活用事典

学芸
みらい社

応募期間：
2023年７月15日（土）～８月14日（月）
応募フォーム：
https://forms.gle/x8SgsA7Hgcrj8vMb7

● トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いた
だいた方から抽選で３名様に、学芸みらい社の「特別支援
教育ICT活用事典」をプレゼントいたします‼

教育技術
研究所

楽しみながら、しっかり身につく！

英語教材
キャンペーン

キャンペーン期間：
2023年７月１日（土）～７月31日（月）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

● 「すべての子供に学力の保障を！」
　 教育技術研究所では、英語教材がお得にお求めいただけ
るキャンペーンを開催いたします。上記記事にある「英単
語フラッシュカード」をはじめ、充実のラインナップです。
この機会にぜひご利用ください！
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TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

「
聞
く
」「
話
す
」
か
ら
「
読
む
」

指
導
ま
で
可
能
な
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

裏
面
を
使
っ
て
さ
ら
に
集
中
さ
せ
る
。

松ま
つ

原ば
ら

幸こ
う

司じ

愛
知
県
小
牧
市
立
本
庄
小
学
校

　

英
単
語
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
と
「
ア
ド
バ
ン
ス
」。

『Let’s T
ry!

』（
三
・
四
年
生
）
に
準

拠
し
て
い
る
英
単
語
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
あ
る（
教
育
技
術
研
究
所
）。

　

ま
ず
は
イ
ラ
ス
ト
の
み
の
表
面
。

教
師
と
の
リ
ピ
ー
ト
練
習
（
二
回
一

回
０
回
）
や
友
達
と
の
バ
ト
ル
で
繰

り
返
し
練
習
が
で
き
る
。
裏
面
も
同

様
に
行
う
。
こ
の
時
点
で
熱
中
す
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
裏
面
の
文
字
で
あ
る
。

イ
ラ
ス
ト
の
上
部
に
文
字
が
書
か
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
カ
ー
ド
を
少
し

ず
つ
上
か
ら
引
き
出
す
こ
と
で
、
文

字
の
み
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
井

戸
砂
織
氏
考
案
の
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
使
っ
た
「
読
む
」
指
導
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
一
気
に
文
字
に
集
中

す
る
。
一
枚
目
、
文
字
だ
け
を
出
し

て
子
供
が
発
話
し
た
時
、
じ
わ
じ
わ

と
イ
ラ
ス
ト
を
出
す
。
そ
こ
で
教
師

が
力
強
く
一
言
。「
よ
く
読
め
た
！
」。

子
供
た
ち
を
、「
自
分
も
読
み
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
。

　

普
段
教
室
に
入
れ
な
い
子
が
、
自

ら
教
室
に
入
っ
て
参
加
し
た
。
指
名

す
る
と
、
文
字
を
読
ん
だ
。

「
全
員
が
熱
中
す
る
」。
使
用
し
な

が
ら
、
教
材
の
も
つ
力
に
驚
愕
し
た
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

準備：ストップウォッチ10個程度、早口言葉数種類　時間：20～45分
　早口言葉にチャレランのランキング方式を加えて
熱中する仕掛けをした。早口言葉は失敗しても楽し
めるところが良い。そこに、成功したタイムを測定
することとランキングシステムを入れることで熱中
状態になる。
説明１  これからダイナミック早口言葉をやります。
早口言葉が成功しても失敗してもオーバーアク
ションで気持ちを表してください。

指示１  早口言葉を５回言えたタイムを測定します。さて誰がナンバー１になるかな？
　早口言葉の種類についてはTOSSランドの河野博一氏「授業で使える早口言葉」が参考にな
る。学級では元気な男子にお手本をやってもらうと盛り上がる。普段物静かな子も、２人１
組でタイムを測定することができるので楽しく行うことができる。早口言葉の種類を増やす
ことでチャンピオンを増やすこともできるので、学級全体で楽しく行うことができる。

ダイナミック早口言葉
熱中する仕掛けをすることで早口言葉がさらに楽しくなる。

吉
よし

原
わら

尚
なお

寛
ひろ

千葉県匝瑳市立野栄中学校
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全
教
科
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例
が
満
載

や
っ
て
は
い
け
な
い
Ｎ
Ｇ
指
導
に
配
慮
し
、
一
人
一
台
端
末
を

生
か
し
た
鑑
賞
授
業
を
実
現
し
よ
う
。

溝み
ぞ

端は
た

久く

輝き

子こ

兵
庫
県
加
古
川
市
立
平
岡
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

　

一
人
一
台
端
末
に
よ
っ
て
授
業
が

変
わ
っ
た
。
例
え
ば
、
音
楽
の
鑑
賞

の
授
業
。
以
前
は
、
全
員
が
一
斉
に

一
つ
の
曲
を
聴
い
て
感
想
を
書
く
と

い
う
授
業
だ
っ
た
。「
全
員
が
教
師
の

決
め
た
回
数
を
聴
く
」
で
い
い
の
か
。

何
度
も
聴
き
た
い
子
は
あ
き
ら
め
る

し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
端
末
に

曲
が
配
信
さ
れ
れ
ば
、
子
供
自
身
が

何
度
も
繰
り
返
し
聴
い
た
り
、
途
中

で
止
め
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
何
度
も
聴
く
に
は
、

単
に
「
聴
い
て
感
想
を
書
き
な
さ
い
」

と
い
う
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
例
え

ば
、「
曲
の
感
じ
」「
曲
の
速
さ
」「
使

わ
れ
て
い
る
楽
器
」
な
ど
、
鑑
賞
の

観
点
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
書
で
は
、「
曲
の
感
じ
」

の
と
こ
ろ
は
、「
優
し
い
感
じ
」「
楽

し
い
感
じ
」「
悲
し
い
感
じ
」
な
ど

の
選
択
肢
が
必
要
だ
と
指
摘
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
ど
ん
な
感
じ
か
と
尋
ね

ら
れ
て
言
葉
に
す
る
の
は
大
変
難
し

い
か
ら
だ
。
発
達
障
害
の
あ
る
小
学

六
年
の
龍
馬
君
も
次
の
よ
う
に
言
っ

て
い
る
。「
音
楽
の
時
間
に
こ
の
曲
は

ど
ん
な
感
じ
で
す
か
？　

と
聞
か
れ

る
。
わ
け
が
分
か
ら
な
く
て
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
。
や
る
気
を
な
く
す
」
※

本
書
を
ヒ
ン
ト
に
特
別
支
援
に
配
慮

し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
し
た
い
。

※
『
新
装
版
発
達
障
が
い
児
本
人
の
訴
え　

合

本
』（
教
育
技
術
研
究
所
）
よ
り
。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

動画



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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子供の心を揺さぶる語り
「言葉の力」を語りで伝えると、子供の言動が変わる。

群馬県高崎市立吉井中央中学校 横
よこ

堀
ほり

勇
ゆう

太
た

「先生が『言葉には魂が宿る』と言っていたので、これからは友達に対する言葉など、相手が
どう感じるかをよく考えて言葉を使おうと思いました。」
　中学１年生Ａ男が日記にそう書いてきた。なぜ生徒が日記に書いてきたのか？　それは、

教師が「言葉の力」を語った

からである。
　学級に、友達に対する言動が気になる生徒がいた。「言葉の使い方を教えたい」と思い、
TOSSメディア「まるごと竹岡正和号」に載っている語りを実践した。
　例えば、次のような語りをした。

　駅やコンビニのトイレに「きれいに使ってくれてありがとう」という張り紙があります。
まだ使っていないのに、「きれいに使ってくれてありがとう」という言葉を見た瞬間に、
この言葉に応えないと、という気持ちになるでしょう。

　他にも、「言葉には力がある」ということを具体的なエピソードを通して、朝の会で学級通
信を見せながら生徒たちに伝えた。生徒たちは真剣な表情で私の話を聞いていた。次の日、生
徒の日記には、冒頭で紹介した言葉が書かれていた。語りには力があると強く感じた。
　TOSSメディアの良いところは、

①　すぐに追試可能な実践を学べる
②　テキストのコピーが可能だから、学級通信にそのまま使える
③　検索機能を使って、自分が知りたい情報を短時間で集められる

である。
　今後もTOSSメディアから多くを学び、実践していく。

【今月のコンテンツ】

TOSSメディア
「まるごと竹岡正和号」
2019 vol.05

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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二
　
指
示
の
工
夫

　

こ
う
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
渡
す
と
き

に
気
を
付
け
る
こ
と
は
、

一
時
一
事
の
原
則

を
忠
実
に
守
っ
て
指
導
を
す
る
こ
と

だ
。
今
回
の
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で

い
え
ば
、
自
分
の
出
席
番
号
の
と
こ

ろ
に
名
前
を
書
き
ま
す
。
次
に
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
選
び
ま
す
。
と
一

つ
一
つ
を
丁
寧
に
教
え
、
実
行
す
る

こ
と
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

こ
の
一
つ
一
つ
が
実
に
難
し
い
。

文
字
が
消
え
る
と
、
子
供
も
教
師
も

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
う
な
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
構

え
て
お
く
と
よ
い
。
た
と
え
文
字
が

消
え
た
と
し
て
も
、「
は
い
、
大
丈

夫
で
す
よ
。
先
生
が
元
に
戻
し
て
あ

げ
ま
す
か
ら
ね
」
や
「
み
ん
な
で
勉

強
す
る
と
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
よ

ね
。
み
ん
な
で
一
つ
一
つ
覚
え
て
い

こ
う
ね
」
と
子
供
を
安
心
さ
せ
る
こ

と
も
大
事
な
声
か
け
で
あ
る
。

児
童
の
間
と
間
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

を
一
つ
入
れ
て
お
く
と
よ
い
。
上
の

写
真
を
見
比
べ
て
み
て
、
違
い
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
も
同
じ
で
あ

る
。
子
供
た
ち
同
士
で
同
一
フ
ァ
イ

ル
に
編
集
す
れ
ば
、
悪
気
が
な
く
て

も
消
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
て
一

行
ご
と
に
入
力
す
る
よ
う
に
し
て
い

け
ば
、
う
っ
か
り
消
す
こ
と
は
次
第

に
減
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
配
慮
も

し
て
お
く
こ
と
を
お
ス
ス
メ
す
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
て
い

る
時
に
よ
く
あ
り
が
ち
な
こ
と
と
し

て
、
友
達
の
文
字
を
消
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
失
敗
を
経
験
す
る
こ

と
も
学
習
の
う
ち
で
は
あ
る
が
、
こ

う
し
た
失
敗
を
教
師
は
嫌
が
る
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
失
敗
を
な
る
べ

く
し
な
い
よ
う
な
手
順
を
、
い
く
つ

か
お
伝
え
す
る
。

一
　
余
白
を
作
る
こ
と

　

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
や
ス
ラ
イ
ド

に
よ
く
あ
り
が
ち
な
例
と
し
て
、
行

間
や
ボ
ー
ド
を
作
ら
ず
に
共
同
編
集

を
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、

共同編集の指導
工夫
共同編集をするときに、
様々なトラブルはつきも
の。どのように指導して
いけばよいのだろうか。

埼玉県川口市立本町小学校

本
ほん

澤
ざわ

航
わたる

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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と
い
う
事
実
が
生
ま
れ
た
。

と
を
定
期
的
に
告
げ
る
。

　

日
記
に
は
、
石
坂
先
生
へ
の

要
望
や
自
分
の
悩
み
を
書
い
て

も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
石
坂

先
生
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
不

満
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
書
い

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
で
石

坂
先
生
が
怒
る
こ
と
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
可
能
な
限
り
、

改
善
へ
向
け
て
対
応
し
ま
す
。

　

こ
れ
で
、
要
望
や
悩
み
を
書
い
て

く
る
子
供
が
何
人
か
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
私
は
で
き
る
限
り
対
応
し
た
。

こ
の
よ
う
に
告
げ
て
も
な
お
、
言
い

出
せ
な
い
子
供
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ

う
い
う
場
合
は
、
私
の
方
か
ら
話
し

か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　

昨
年
度
担
任
し
た
六
年
生
。

　

子
供
、
保
護
者
か
ら
の
感
謝

の
手
紙
や
便
り
が
年
間
で
二
百

通
以
上

　

教
師
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
評
価

者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
強
い
立
場
で

あ
る
。
う
ま
く
物
事
が
進
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
て
も
必
ず
「
無
理
に
合

わ
せ
て
く
れ
て
い
る
子
供
」
が
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
組

織
に
お
い
て
起
こ
る
現
象
だ
と
私
は

考
え
て
い
る
。

　

近
年
、
私
が
学
級
経
営
で
意
識
し

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。

１　

共
感
で
き
る
話
題
の
提
示

　

特
に
、
月
曜
日
や
長
期
休
み
明
け

の
ど
こ
か
の
時
間
に
、
雑
談
を
設
け

た
。
勉
強
モ
ー
ド
だ
け
で
進
む
と
辛

い
思
い
を
す
る
子
供
も
一
定
数
い
る

１　

共
感
で
き
る
話
題
の
提
示

か
ら
で
あ
る
。

　

好
き
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
怖
そ

う
で
怖
く
な
い
話
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お

薦
め
の
食
べ
物
等
々
、
様
々
な
話
題

で
私
が
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
子
供
は
次
の

よ
う
に
感
じ
る
は
ず
だ
。

「
先
生
も
自
分
た
ち
と
同
じ
人
間
な

の
だ
な
」
と
。
こ
の
よ
う
に
、
子
供

が
共
感
で
き
る
よ
う
な
手
立
て
を
取

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
こ
と
も
し
て
い
る
。

２　

要
望
や
不
安
を
汲
み
取
る

　

ほ
ぼ
毎
日
、
日
記
を
書
か
せ
て
い

る
。
内
容
は
自
由
で
あ
る
。
次
の
こ

２　

要
望
や
不
安
を
汲
み
取
る

弱い立場の子供
の味方であれ

「評価者に無理に合わせ
てくれている子供」がい
るということを念頭に、
実践に向き合っていく。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

陽
あきら

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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３　

現
場
で
の
活
用
方
法

〈
行
事
で
活
用
す
る
〉

　

遠
足
、
二
〜
三
年
生
の
町
探
検
や

学
区
探
検
で
、
こ
の
ア
プ
リ
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
ほ
ど
の
手
順
に
沿
っ
て
ゴ
ー
ル

を
設
定
し
て
お
け
ば
当
日
にW

i-fi 

が
つ
な
が
ら
な
く
て
も
安
心
で
あ
る
。

児
童
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ

せ
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
で
使
用
さ
せ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

〈
家
庭
訪
問
で
活
用
す
る
〉

　

こ
の
ア
プ
リ
の
便
利
な
点
は
、
い

く
つ
か
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
経
路
を

表
示
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
り

わ
け
、
学
区
の
遠
い
と
こ
ろ
へ
の
行

き
方
は
一
度
登
録
し
て
い
く
と
便
利

で
あ
る
。

４　

迷
い
人
か
ら
卒
業

　

こ
れ
で
迷
わ
ず
、
安
心
の
郊
外
学

習
な
ど
が
実
現
で
き
る
。
消
費
電
力

は
激
し
い
の
で
、
携
帯
電
話
の
充
電

は
忘
れ
ず
に
。

３　

現
場
で
の
活
用
方
法

４　

迷
い
人
か
ら
卒
業

②　

目
的
の
地
域
の
地
図
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

　
（
※
勝
手
に
表
示
さ
れ
る
）

③　

旗
が
表
示
さ
れ
る
の
で

タ
ッ
プ
す
る
。

　

こ
れ
だ
け
だ
。

〈
①
〜
③
の
様
子
〉

１　

気
付
け
ば
迷
っ
て
い
る

　

コ
ロ
ナ
が
五
類
に
な
り
、
リ
ア
ル

で
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

が
増
え
て
き
た
。
つ
い
先
日
、
他
県

に
い
く
こ
と
が
あ
り
地
図
ア
プ
リ
を

使
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
突
然
、

W
i-fi 

が
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
た
。
知

ら
な
い
土
地
で
地
図
ア
プ
リ
が
使
え

な
い
た
び
に
思
う
。「
こ
ん
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
迷
い
人
？
」
と
い
う
絶
望
感

だ
。
結
果
、
私
は
不
安
な
な
か
、
根

性
で
会
場
に
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。

２　

オ
フ
ラ
イ
ン
で
も
使
え
る

　

私
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
人
は
い

１　

気
付
け
ば
迷
っ
て
い
る

２　

オ
フ
ラ
イ
ン
で
も
使
え
る

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
安
心
し
て
ほ

し
い
。
オ
フ
ラ
イ
ン
で
使
う
こ
と
の

で
き
る
ア
プ
リ
が
あ
る
。

「M
A
P
S
.M
E

オ
フ
ラ
イ
ン

地
図
と
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
。

　

こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

やW
i-fi 

に
つ
な
が
な
く
て
も
、
他
の

地
図
ア
プ
リ
と
同
じ
よ
う
に
経
路
案

内
を
し
て
く
れ
る
。

　

使
い
方
は
実
に
簡
単
。

①　

目
的
地
を
検
索
す
る
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

「こんなタイミン
グで迷い人」を防
ぐことができる地
図アプリ

MAPS.MEオフライン地図
とナビゲーションなら大
丈夫。

神奈川県大和市立林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

※
現
在
地
も
ワ
ン
タ
ッ
プ
で
自
由
に
設
定
可

能
。
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ほ
ど
、「
こ
の
授
業
で
日
本
の
教
育

界
に
何
を
提
案
し
た
い
の
か
」
が
重

要
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
、
子
供

の
事
実
と
セ
ッ
ト
で
提

案
し
て
い
き
た
い
。

『
祭
り
を
柱
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
実
現
』

　

ど
れ
も
全
て
、
子
供
た
ち
と
共
に

作
り
上
げ
た
授
業
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

検
定
の
級
に
よ
っ
て
、
当
然
書
く

べ
き
指
導
案
は
異
な
っ
て
く
る
。

　

し
か
し
、
ど
の
指
導
案
も
、
現
場

の
子
供
た
ち
に
で
き
る
授
業
で
な
け

れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
の
自
己
満
足
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

検
定
の
た
め
の
検
定
授
業
に
し
な

い
た
め
に
、
目
の
前
の
子
供
た
ち
に

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
や
指
導

案
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
最
も
大
切
な
こ
と

は
、「
主
張
の
書
き
方
」
で
あ
る
。

　

何
の
た
め
に
、
こ
の
授
業
を
す
る

の
か
？

　

こ
の
授
業
の
価
値
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
？

　

そ
こ
が
明
確
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

指
導
案
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
授
業
も

は
っ
き
り
し
て
く
る
。

　

と
り
わ
け
級
が
上
が
れ
ば
上
が
る

「
そ
の
指
導
案
を
職
場
で
配
れ
ま
す

か
？
」

　

T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
の
指
導

案
を
見
て
い
る
と
、
嫌
な
言
い
方
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
書
き

ぶ
り
の
指
導
案
が
あ
る
。

　

T
O
S
S
の
人
に
し
か
伝
わ
ら
な

い
用
語
、
現
場
か
ら
か
け
離
れ
て
い

る
実
践
、
そ
こ
に
子
供
の
姿
が
見
え

て
こ
な
い
。

　

そ
ん
な
指
導
案
を
見
た
時
、
こ
れ

は
昔
の
自
分
と
同
じ
指
導
案
だ
と
反

省
す
る
。

　

実
際
、
私
も
Ｃ
表
検
定
を
受
け
て

い
た
時
期
、
夢
物
語
の
よ
う
な
指
導

案
を
よ
く
書
い
て
い
た
。

　

そ
こ
に
は
現
場
の
事
実
は
な
く
、

た
だ
、
派
手
な
言
葉
だ
け
が
並
ぶ
指

導
案
。

　

技
量
検
定
の
級
は
上
が
っ
た
と
し

て
も
、
そ
こ
に
現
場
に
役
立
つ
も
の

は
何
も
残
ら
な
か
っ
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
Ｃ
表
の
後
半
以
降

は
、
現
場
で
の
実
践
を
通
過
し
た
授

業
ば
か
り
を
提
案
す
る
よ
う
に
変

わ
っ
た
。

『
か
ま
ぼ
こ
Ｂ
級
グ
ル
メ
小
田
原
子

ど
も
観
光
大
使
』

『
木
育
教
育
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ

イ
バ
ー
』

『
小
田
原
市
の
人
口
減
少
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』

TOSS授業技量検定

指　導　案

現場感覚のない
授業技量検定 

指導案に価値は
あるのか

その指導案を職場で配れます
か？

神奈川県公立小学校 

山
やま

崎
ざき

 克
かつ

洋
ひろ

※QRコードから上記の資料がダウンロードできます。（全９シート）
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡聡美

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
あ
る

子
供
へ
の
対
応
に
つ
い
て

ク
ラ
ス
に
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
多

い
児
童
が
い
ま
す
。
給
食
の
時
に
、

「
一
口
は
食
べ
て
み
よ
う
ね
」
と
声

を
か
け
た
だ
け
で
無
理
に
食
べ
さ
せ

る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
の
で

す
が
、
保
護
者
か
ら
「
嫌
い
な
も
の

を
無
理
矢
理
食
べ
さ
せ
る
な
ん
て
体

罰
だ
」
と
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

基
本
的
に
「
子
供
た
ち
に
対
す
る
肉
体

的
苦
痛
」
の
有
無
が
基
準
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
の
基
準
で
は
、

教
師
側
の
行
為
の
「
目
的
」
と
「
手
段
」

が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
両

方
を
基
準
と
し
て
お
り
、
文
科
省
よ
り

狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
場
合
、
嫌
い
な
理
由
が
、
仮

に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
嫌
い
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、「
一
口
は
食
べ
て
み
よ

う
ね
」
と
言
う
の
は
よ
く
な
い
こ
と
で

す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
源
を
含
む
も
の
の
摂

取
は
肉
体
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
、
体
罰
に
該
当
し
ま
す
。

　

単
に
全
く
食
べ
な
い
、
口
に
し
た
こ

と
も
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
見
た
目
の
色

が
嫌
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

「
一
口
食
べ
て
み
よ
う
ね
」
と
声
を
か

け
る
こ
と
自
体
は
、
必
ず
し
も
体
罰
と

ま
で
は
い
え
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
区

別
が
極
め
て
曖
昧
で
す
。
仮
に
、
特
に

嫌
が
る
子
に
対
し
て
、
無
理
に
「
一
口

で
も
食
べ
な
さ
い
」
と
言
っ
た
場
合
、

か
え
っ
て
嫌
い
な
も
の
を
固
定
化
さ
せ

る
原
因
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
学
校
教
育
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
体
罰
の
可
能
性
も
あ
り
、
体
罰
に

な
ら
な
い
と
し
て
も
、
強
く
勧
め
る
こ

と
は
控
え
る
べ
き
で
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

ク
ラ
ス
の
子
が
、
友
達
が
冗
談
で

空
手
の
技
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
を

動
画
に
撮
り
、LIN

E

に
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。
他
の
子
が
「
暴
行
し
て
い

る
！
」
と
そ
の
動
画
をT

iktok

に
流

し
ま
し
た
。
保
護
者
に
相
談
さ
れ
て

T
iktok

に
削
除
要
請
を
し
ま
し
た
が

応
じ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
学
校
と
し

て
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

文
科
省
で
は
、
禁
止
さ
れ
る
体
罰
に

つ
い
て
、
身
体
に
対
す
る
侵
害
（
殴
る
、

蹴
る
等
）、
肉
体
的
苦
痛
を
与
え
る
懲

戒
（
正
座
・
直
立
等
特
定
の
姿
勢
を
長

時
間
保
持
さ
せ
る
等
）
と
し
て
い
ま
す
。
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【
準
備
物
：
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
赤
玉
、
コ
ー
ン
】

向
山
型
サ
ッ
カ
ー
指
導
を
ボ
ー
ル
投
げ
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
。

校
庭
を
レ
ベ
ル
１
〜
10
（
く
ら
い
）
ま
で
段

階
を
分
け
る
。
レ
ベ
ル
１
は
、
ス
タ
ー
ト
位
置

か
ら
一
m
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
的
と
な
る
ダ
ン

ボ
ー
ル
を
設
置
す
る
。
そ
の
こ
と
で
低
位
の
子

も
、
す
ぐ
に
ク
リ
ア
で
き
る
。
そ
し
て
レ
ベ
ル

２
は
三
m
ほ
ど
、
レ
ベ
ル
３
は
五
m
ほ
ど
…
と

段
階
的
に
、
距
離
を
伸
ば
し
て
い
く
。
最
高
レ

ベ
ル
は
、
三
〇
m
ほ
ど
離
れ
た
鉄
棒
の
上
に

コ
ー
ン
を
置
き
、
そ
れ
を
倒
す
と
い
う
こ
と
に

し
た
（
す
ぐ
に
ク
リ
ア
さ
せ
な
い
こ
と
が
ミ
ソ

だ
）。
全
て
ク
リ
ア
し
た
ら
逆
の
手
で
や
ら
せ

る
。
や
る
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
た
め
、

非
常
に
熱
中
し
て
い
る
。

向
山
氏
の
「
熱
中
す
る
授
業
の
法
則
」
の
一

つ
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

第
五
に
「
漢
字
ド
リ
ル
」「
計
算
ド
リ

ル
」
の
よ
う
に
、
や
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
し
か
も
「
全
体
が
分
か
る
」

も
の
は
、
熱
中
す
る
。

レ
ベ
ル
１
の
段
階
か
ら
、
最
高
レ
ベ
ル
ま
で
、

校
庭
を
見
渡
せ
た
こ
と
も
、「
熱
中
」
で
き
た

理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
中
に
は
レ
ベ
ル
１
で
も
な
か
な
か

ク
リ
ア
で
き
な
い
子
が
い
た
。
周
り
に
気
付
か

れ
な
い
よ
う
に
、
そ
っ
と
的
を
そ
の
子
に
近
づ

け
る
。

「
パ
チ
ン
」

赤
玉
が
優
し
く
的
に
当
た
っ
た
。
女
の
子
は
、

「
や
っ
た
ー
！
」
と
言
っ
て
跳
び
は
ね
な
が
ら

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ん
で
行
っ
た
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

向
山
型
サ
ッ
カ
ー
指
導
の
応
用
で
す
。

ラ
イ
ン
の
と
こ
ろ
か
ら
赤
玉
を
投
げ
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
当
た
れ
ば
成
功
で
す
。
成

功
し
た
ら
次
の
レ
ベ
ル
へ
進
み
ま
す
。
少

し
ず
つ
距
離
が
長
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

向
山
氏
は
次
の

よ
う
に
言
い
ま
す
。

「
私
は
校
庭
で
や

れ
ば
二
十
段
階
く

ら
い
つ
く
る
。
体

育
館
だ
と
、
十
段

階
ぐ
ら
い
。」

（『
い
か
な
る
場
で
も
貫

く
教
師
の
授
業
行
為
の

原
則
』
向
山
洋
一
著
　

明
治
図
書
）」

東
京
都
港
区
立
赤
羽
小
学
校

利と
し

田だ

勇ゆ
う

樹き

全
学
年
熱
中
！　

向
山
型
サ
ッ
カ
ー
キ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
の
応
用

向
山
洋
一
氏
の
実
践
の
追
試
。低
学
年
の
単
元
導
入
に
取
り
入
れ
た
キ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
の
や
り
方

だ
。忠
実
に
追
試
す
れ
ば
、ど
の
子
も
熱
中
す
る
。一
年
生
で
行
っ
た
実
践
を
も
と
に
紹
介
す
る
。
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学
校
の
教
育
活
動
の
質
的
向
上
に

資
す
る
教
師
で
あ
れ

優
れ
た
授
業
を
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
為
す
腕
を
磨
き
つ
つ
、
教
育
課
程
を
編
成
す
る
実
践
を

積
み
上
げ
よ
う
。
年
齢
や
立
場
は
問
題
で
は
な
い
。
や
る
か
、
や
ら
ぬ
か
。
そ
れ
だ
け
だ
。

　
向
山
塾
の
講
師
と
し
て
「
続
：
次
世
代
に
伝

え
た
い
向
山
実
践
の
凄
さ
」
と
題
さ
れ
た
講

座
を
依
頼
さ
れ
て
久
し
い
。
常
任
講
師
で
あ
っ

た
伴
一
孝
氏
の
後
任
で
あ
る
。

　
小
嶋
悠
紀
氏
と
私
は
、
会
場
講
師
と
オ
ン
ラ

イ
ン
講
師
と
を
交
互
に
務
め
る
。
そ
の
う
え
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
講
師
の
タ
ー
ン
で
「
向
山
実
践
の

凄
さ
」
を
語
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
四
月
会
場
に
お
い
て
も
、
私
は
「
学
校
づ
く

り
」「
教
育
課
程
編
成
」
を
前
面
に
押
し
出
し

て
話
を
し
た
。
そ
れ
は
現
在
で
は
私
に
し
か
で

き
な
い
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
今
回
も
向
山
洋
一
氏
の
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
止
め
、
講
座
に
落
と
し
込
ん
だ
。

　
授
業
を
変
え
る
の
は
、
自
分
ひ
と
り
で
で
き

る
。
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
新
卒
一
年
目
か
ら
ど

ん
ど
ん
進
め
ら
れ
る
。

　
一
方
、
学
校
づ
く
り
は
ひ
と
り
で
は
で
き
な

い
。
私
自
身
新
卒
三
年
目
か
ら
具
体
的
な
改
革

を
重
ね
て
き
た
け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
の
思
想
と

方
法
を
支
持
す
る
同
僚
が
い
な
け
れ
ば
到
底
不

可
能
だ
っ
た
。
学
校
づ
く
り
の
実
践
を
推
し
進

め
る
に
は
、
周
囲
の
信
頼
と
協
力
と
が
不
可
欠

な
の
で
あ
る
。
独
り
よ
が
り
の
実
践
で
は
、
こ

れ
ら
信
頼
と
協
力
を
得
る
の
が
難
し
い
。

　
向
山
氏
は
プ
ロ
教
師
の
条
件
を
二
つ
に
絞
っ

て
語
っ
た
。
一
つ
は
、
優
れ
た
授
業
を
為
す
力
で

あ
る
。も
う
一
つ
が
、教
育
課
程
編
成
能
力
で
あ
る
。

　
前
者
ば
か
り
が
話
題
に
さ
れ
が
ち
だ
が
、
三

〇
歳
に
も
な
れ
ば
、
後
者
に
挑
む
の
が
筋
な
の

で
あ
る
。
三
〇
代
が
、
二
〇
代
に
も
で
き
る
こ

と
で
自
己
満
足
し
て
い
て
は
駄
目
な
の
で
あ
る
。

四
〇
代
な
ら
尚
更
だ
。
学
校
の
教
育
活
動
の
質

的
向
上
に
資
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
管
理
職
に
な
ら
ず
と
も
、
教
務
主
任
を
命
じ

ら
れ
な
く
と
も
、
実
力
さ
え
高
め
れ
ば
学
校
づ

く
り
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
。
優
れ
た
授
業
を

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
為
す
腕
を
磨
き
つ
つ
、

学
校
教
育
の
根
幹
た
る
教
育
課
程
を
編
成
す
る

実
践
を
積
み
上
げ
よ
。
こ
れ
が
向
山
氏
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
学
校
づ
く
り
に
参
画
し
つ
つ
、授
業
や
学
級
・

学
年
経
営
で
成
果
を
上
げ
る
教
師
に
は
、
現
場

に
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
生
ま
れ
、
ど
ん
ど
ん
増
え
る
。

子
供
や
保
護
者
に
応
援
団
が
で
き
る
の
は
当
然

の
こ
と
だ
。
同
僚
に
、
そ
し
て
近
隣
の
学
校
の

職
員
に
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

　
そ
し
て
そ
う
い
う
い
わ
ば
外
部
の
方
々
が
、

教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
や
T
O
S
S
基
幹
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
、
サ
ー
ク
ル
に
加
入
し
て
く
れ
る
の

だ
。
不
肖
長
谷
川
の
二
三
年
間
の
実
践
は
、
そ

の
証
左
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
道
を
共
に
歩
む
同
志
を
求
め
、
こ
れ
か

ら
も
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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谷
たに

和
かず

樹
き

な
ど
と
考
え
て
は
い
け
な
い
。

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
瞬
間
、
そ
の

場
で
即
座
に
授
業
を
や
め
る
。

そ
れ
が
た
と
え
活
動
の
最
中
だ
ろ

う
が
、
教
師
の
発
問
の
途
中
だ
ろ
う

が
、
な
ん
だ
ろ
う
が
、
終
わ
る
の
で

あ
る
。

二
　
終
わ
り
の
時
間
の
重
要
性

教
師
は
簡
単
に
授
業
時
間
を
伸
ば

し
す
ぎ
る
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
「
授
業
の
終

了
時
間
」
は
極
め
て
重
要
だ
。

授
業
が
伸
び
れ
ば
、
休
み
時
間
が

減
る
か
ら
だ
。

休
み
時
間
に
子
供
た
ち
が
学
ぶ
こ

と
は
多
い
。

休
み
時
間
に
偶
発
的
に
学
ぶ
こ
と

こ
そ
が
、
学
校
教
育
の
本
質
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
の
貴
重
な
貴
重
な
休
み
時
間
を

教
師
の
つ
ま
ら
な
い
授
業
で
削
る
な

ん
て
あ
り
え
な
い
。

（
つ
づ
く
）

私
（
向
山
氏
）
は
三
二
年
間
の
教

師
生
活
で
、
一
分
程
度
で
も
授
業

が
の
び
た
こ
と
は
一
〇
回
も
な
い
。

（
向
山
洋
一
「
プ
ロ
教
師
の
た
め

の
T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
」

T
O
S
S
メ
デ
ィ
ア
）

向
山
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ

と
も
あ
る
。

一
分
伸
び
た
ら
二
〇
点
減
点

し
た
が
っ
て
五
分
伸
び
た
ら
、
そ

の
授
業
は
０
点
で
あ
る
。

見
る
に
値
し
な
い
。

通
常
は
数
分
早
く
終
わ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

ど
う
し
て
も
時
間
の
中
に
収
ま
ら

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
チ
ャ
イ
ム
が

鳴
っ
た
な
ら
、
す
ぐ
に
き
っ
ぱ
り
と

あ
き
ら
め
る
。

「
終
わ
り
ま
す
」

と
言
え
ば
よ
い
。

「
キ
リ
の
良
い
と
こ
ろ
ま
で
」

一
　
終
わ
り
の
時
間
を
守
れ

前
回
の
最
後
に
「
緩
急
」
の
ポ
イ

ン
ト
そ
の
⑩
と
し
て
次
を
挙
げ
た
。

⑩
　
終
了
時
間
を
守
っ
て
い
る

終
了
時
間
を
守
る
の
は
、
教
師
に

と
っ
て
当
然
で
あ
る
。

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら

ス
パ
ッ
と
終
わ
る

そ
の
潔
さ
こ
そ
が
、
授
業
の
「
リ

ズ
ム
・
テ
ン
ポ
」
そ
し
て
「
緩
急
」

を
決
定
的
に
す
る
。

こ
の
「
時
間
通
り
に
授
業
を
終
え

る
」
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
重
要
な

の
で
、
緩
急
の
項
目
か
ら
さ
ら
に
独

立
さ
せ
た
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
７
＋
３
の
最

後
の
項
目
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

授
業
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
10

時
間
感
覚

こ
の
時
間
感
覚
の
中
で
も
、
と
う

り
わ
け
重
要
な
の
が

「
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
授
業
を
終

わ
る
」

と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

私
も
若
い
頃
か
ら
向
山
洋
一
氏
に

繰
り
返
し
教
え
ら
れ
て
き
た
。

授業のベーシック
スキル10
「時間感覚」（１）
チャイムが鳴ったなら、すぐ
にきっぱりとあきらめる。活
動の最中だろうが、発問の途
中だろうがである。

授業の
ベーシックスキル
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私
が
二
三
歳
の
時
。
職
員
室
で
、
同
僚
の
小

嶋
先
輩
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「
林
君
。
今
度
、
下
関
に
向
山
先
生
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
ん
だ
よ
。
行
こ
う
よ
！
」

「
は
い
！
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

　
そ
の
日
は
、
夏
休
み
で
あ
っ
た
が
、
登
校
日

で
も
あ
っ
た
。
奉
仕
作
業
の
日
。
灼
熱
の
太
陽

の
も
と
、
ド
ブ
さ
ら
い
を
し
た
。
汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
る
。

　
学
校
で
ス
ー
ツ
に
着
替
え
、
新
幹
線
に
飛
び

乗
る
。
新
幹
線
で
移
動
す
る
一
時
間
。
ず
っ
と

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。「
あ
の
向
山
先
生
」
に

初
め
て
会
え
る
の
だ
。

　
駅
に
着
く
。
一
〇
分
程
度
歩
く
。
会
場
に
入

る
。
伴
一
孝
氏
が
正
岡
子
規
の
俳
句
の
授
業
を

さ
れ
た
。
河
田
孝
文
氏
が
シ
ン
ナ
ー
の
授
業
を

さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
興
奮
し
た
。「
こ
ん
な
に
凄

い
授
業
を
す
る
先
生
が
い
る
の
か
！
」
で
あ
る
。

　
休
憩
時
間
。
ト
イ
レ
に
行
く
。
席
に
戻
ろ
う

と
す
る
と
、
向
こ
う
か
ら
向
山
氏
が
い
ら
し
た
。

席
が
満
杯
で
、
通
路
は
狭
い
。
当
然
、
私
が
譲

る
べ
き
で
あ
る
か
ら
避
け
よ
う
と
し
た
。

　
す
る
と
、
だ
。

　
向
山
氏
が
「
ど
う
ぞ
」
と
笑
顔
で
通
路
を
開

け
て
く
だ
さ
っ
た
。
あ
の
温
か
な
声
、
あ
の
温

か
な
表
情
、
あ
の
温
か
な
雰
囲
気
。

　
プ
ロ
は
、
体
中
か
ら
プ
ロ
の
空
気
が
流
れ
て

い
る
こ
と
を
初
め
て
学
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
以
降
の
夏
休
み
。

　
教
室
に
閉
じ
こ
も
り
、
毎
日
、
向
山
氏
の
本

だ
け
を
読
ん
だ
。
ク
ー
ラ
ー
は
な
い
。
暑
い
。

だ
が
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
読
ん
だ
。

　
新
採
教
師
だ
か
ら
、
ク
ラ
ス
は
あ
ま
り
う
ま

く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
が
、
夢
は
あ
る
。
い

つ
か
、
僕
も
プ
ロ
教
師
に
な
る
、
と
い
う
夢
だ
。

　
読
む
だ
け
で
は
、
向
山
氏
の
文
が
流
れ

て
い
く
よ
う
な
気
が
し
た
。
ノ
ー
ト
に
整

理
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
も
し
、
二
三
歳
の
私
に
声
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
言
う
だ
ろ
う
。

「
夏
。
向
山
先
生
に
会
え
て
良
か
っ
た
ね
」

　
夏
休
み
、
向
山
洋
一
先
生
に
会
い
に
い
こ
う
！

あ
な
た
の
行
動
が
、
あ
な
た
の
教
師
人
生
を
決
め
ま
す
。

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道

山
口
県
下
関
市
立
清
末
小
学
校

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ
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１　

の
ど
自
慢
に
見
る
制
度
設
計

　

組
織
を
考
え
る
と
き
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
が

あ
る
。

N
H
K
の
人
気
番
組
「
の
ど
自
慢
大
会
」
を
例

に
と
る
。

　

か
つ
て
職
場
の
仲
間
三
名
が
挑
戦
し
た
。
予
選

で
落
ち
る
と
思
っ
た
。
他
に
う
ま
い
人
が
た
く
さ

ん
い
た
。

「
い
ろ
ん
な
人
が
い
な
い
と
あ
の
番
組
の
良
さ
が

出
な
い
」

　

こ
れ
が
出
演
後
の
感
想
だ
っ
た
。
制
度
設
計
が

違
う
の
だ
。
歌
う
人
、
番
組
を
見
る
人
、
会
場
に

い
た
人
の
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
仕
組
ま

れ
て
い
る
。

　

ゲ
ス
ト
の
コ
メ
ン
ト
、
司
会
者
の
配
慮
が
半
端

で
は
な
い
。

　

伴
奏
者
（
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）、
鐘
の
鳴

ら
し
方
の
配
慮
ま
で
は
、
実
際
に
見
る
ま
で
、
私

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
時
折
、
音
程
が
む
ち
ゃ

く
ち
ゃ
で
、
リ
ズ
ム
も
一
定
し
な
い
高
齢
の
方
が

登
場
す
る
。
そ
ん
な
と
き
、バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
た
ち
は
、
歌
い
手
を
支
配
し
よ
う
と
し
な
い
。

リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
い
る
と
、
矯
正
す
る
よ
う
な
演

奏
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
る
。
音
程
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る
と
、
少

し
音
量
を
下
げ
る
。
イ
ン
ト
ロ
で
、
早
く
歌
い
は

じ
め
て
し
ま
う
と
、
そ
の
歌
詞
の
部
分
を
瞬
時
に

追
い
か
け
て
演
奏
す
る
。

　

あ
る
時
、
歌
の
世
界
に
没
入
し
、
鐘
の
音
に
関

係
な
く
歌
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
た
。
鐘
二
つ
が

鳴
り
、
伴
奏
も
止
ん
だ
。
そ
れ
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
続
け
て
唄
う
。
あ
ま
り
の
熱
唱
に
司
会
者
も

止
め
な
い
。
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
伴
奏
を

再
開
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
と
う
と
う
最
後
ま

で
歌
い
切
っ
た
。

　

む
ろ
ん
例
外
中
の
例
外
だ
と
思
う
。
し
か
し
そ

れ
を
認
め
る
制
度
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
起

き
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
だ
と
思
う
。
歌
い
手
に
「
寄
り

添
う
」
伴
奏
を
す
る
こ
と
で
、
歌
い
手
の
個
性
が

引
き
出
さ
れ
、
見
て
い
る
側
も
温
か
い
気
持
ち
に

な
る
。

２　

潜
在
力
を
引
き
出
す
利
他
の
構
造

　

こ
の
よ
う
に
、
誰
か
が
活
躍
し
、
個
性
が
輝
い

て
い
る
と
き
、
そ
こ
に
は
、
必
ず
輝
き
を
引
き
出

し
た
人
が
い
る
。

　

東
京
工
業
大
学
の
中
島
岳
志
氏
は
「
利
他
」
を

次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

「
利
他
の
構
造
に
お
い
て
は
、『
発
す
る
こ
と
』
よ

り
も
、『
受
け
取
る
こ
と
』
の
ほ
う
が
、
積
極
的
な

意
味
を
持
つ
の
で
す
。
自
己
が
受
け
手
に
な
る
こ

と
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
他
を
生
み
出
す
。

受
け
手
に
と
っ
て
た
い
せ
つ
な
の
は
『
気
づ
く
』

こ
と
。
利
他
と
は
、
相
手
の
潜
在
的
な
力
を
引
き

出
す
こ
と
」

　

四
月
か
ら
の
ど
自
慢
が
変
わ
っ
た
。
司
会
者
も

変
わ
っ
た
。
鐘
を
二
〇
年
近
く
鳴
ら
し
て
き
た
秋

山
気
清
さ
ん
も
引
退
さ
れ
た
。
何
よ
り
生
伴
奏
か

ら
カ
ラ
オ
ケ
に
変
わ
っ
た
。

　

楽
曲
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
と
の
こ
と
。

　

こ
れ
も
潜
在
力
を
引
き
出
す
た
め
の
措
置
だ
と

思
う
。

組
織
の
制
度
設
計
を
考
え
る

い
ろ
ん
な
人
が
い
て
輝
く
組
織
モ
デ
ル

│
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
の
ど
自
慢
大
会
」。

『思いがけず利他』
（中島岳志著　ミシマ社）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 保
護
者
か
ら
の
信
頼
も
得
る
！

教
師
の
毅
然
と
し
た
対
応
が
、
学
級
を
荒
れ
さ
せ
な
い
！

れ
だ
け
で
す
。
こ
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
は
必
ず
叩

き
落
と
し
た
方
が
い
い
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
が

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
、
も
う
こ
っ
ち
の
言
う

こ
と
を
全
然
聞
か
な
く
な
り
ま
す
。
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
い
た
ら
、
一
旦
、
話
を
切
っ
て

「
立
ち
な
さ
い
」

と
何
回
か
や
っ
た
方
が
い
い
で
す
。

２　

授
業
参
観
で
も
毅
然
と
指
導
す
る

　

こ
の
指
導
を
、
新
卒
の
初
め
て
の
参
観
日
に

多
く
の
保
護
者
が
い
る
前
で
や
り
ま
し
た
。

「
そ
こ
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
人
、
立
ち
な

さ
い
」

　

新
卒
で
や
る
の
は
結
構
勇
気
が
必
要
で
し
た
。

四
、
五
名
の
子
供
を
名
指
し
で
立
た
せ
ま
し
た
。

　

保
護
者
は
当
然
後
ろ
で
見
て
い
ま
す
。

「
先
生
が
話
し
て
い
る
時
は
必
ず
聞
き
な
さ

い
」

と
毅
然
と
指
導
し
ま
し
た
。
次
の
日
、
立
た
せ

た
子
の
保
護
者
か
ら
連
絡
帳
が
来
ま
し
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
毅
然
と

言
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
学
級
の
雰
囲

気
が
緩
ん
で
い
る
時
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
勝
手
な
お
し
ゃ
べ

り
の
芽
は
、
早
め
に
摘
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

ち
ょ
っ
と
危
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

指
示
が
通
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
子
供
を

動
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

授
業
の
骨
格
は
発
問
と
指
示
で
す
。
だ
か
ら
、

指
示
が
通
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
授
業
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
生
が
お
し
ゃ
べ
り

し
て
い
る
だ
け
と
い
う
状
態
で
す
。
そ
う
い
う

ク
ラ
ス
は
や
が
て
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な

く
な
っ
て
荒
れ
、
や
が
て
は
崩
壊
し
て
い
き
ま

す
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
態
を
許
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
崩
壊
す
る
の
は
早
い
で
す
。
勝

手
な
お
し
ゃ
べ
り
や
聞
い
て
い
な
い
子
供
が
い

る
と
感
じ
た
時
は
、
す
ぐ
手
を
打
っ
た
方
が
い

い
で
す
。
対
策
は
簡
単
で
す
。

「
今
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
人
は
立
ち

な
さ
い
」

と
毅
然
と
言
え
ば
い
い
の
で
す
。「
先
生
が
話

を
し
て
い
る
時
は
黙
っ
て
聞
き
な
さ
い
」。
こ

「
ち
ょ
っ
と
学
級
が
荒
れ
そ
う
だ
な
」

と
い
う
空
気
を
、
河
田
先
生
は
ど
の
よ

う
に
察
知
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
か

未
然
に
防
ぐ
技
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

河か
わ

田た

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立

王
喜
小
学
校

１

指
示
が
通
り
に
く
い
の
は
危
険
サ
イ
ン

　

正
直
、
荒
れ
は
実
感
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
か
す
か
に
感
じ
た
の
が
新
卒
の
三
年

生
三
五
名
を
担
任
し
て
い
た
時
で
す
。
ま
ず
指

示
が
通
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
前
で

話
し
を
す
る
と
、
聞
い
て
い
な
い
子
、
会
話
を

し
て
い
る
子
が
い
て
、
こ
ち
ら
が
話
し
に
く
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
状
態
の
時
は
、

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

臨
海
学
校
の
体
験

二　

臨
海
学
校
の
引
率

　

川
崎
医
療
福
祉
大
学
の
藤
原
有
子
氏
が
全

国
二
〇
％
程
度
の
学
校
を
対
象
に
し
た
臨
海

学
校
実
施
状
況
の
調
査
。

　
　
　
　

二
〇
〇
七
年　

二
〇
一
四
年

小
学
校　

二
一
・
三
％　

一
七
・
一
％

中
学
校　

一
二
・
二
％　
　

六
・
五
％

　

こ
の
調
査
で
見
る
と
、
小
学
校
で
約
二
割

程
度
の
実
施
率
し
か
な
い
。
し
か
も
減
少
傾

向
に
あ
る
。
修
学
旅
行
や
移
動
教
室
な
ど
と

比
べ
る
と
、
実
施
率
は
極
め
て
低
い
。

　

実
施
率
の
低
い
理
由
と
し
て
、
夏
季
休
業

中
の
勤
務
態
様
、
適
当
な
海
岸
や
宿
舎
の
確

保
、
保
護
者
の
費
用
負
担
等
が
考
え
ら
れ
る
。

中
で
も
大
き
な
理
由
が
、
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
で
あ
ろ
う
。

　

あ
ら
ゆ
る
校
外
活
動
で
、
臨
海
学
校
ほ
ど

緊
張
感
を
強
い
ら
れ
る
行
事
は
な
い
。
私
は
、

塊
世
代
の
一
〇
歳
少
し
上
の
兄
貴
分
。
ス

キ
ー
や
ヨ
ッ
ト
、
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ギ
タ
ー
、

そ
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
恋
愛
。
私
た
ち
の

夢
を
、
銀
幕
の
中
の
若
大
将
は
、
容
易
に
実

現
し
た
。

　

バ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
務
め
た
加
瀬
邦
彦
と
ワ

イ
ル
ド
ワ
ン
ズ
。
代
表
曲
の
「
想
い
出
の
渚
」

は
私
た
ち
世
代
の
愛
唱
歌
。
先
日
の
高
校
同

期
会
で
も
、
同
期
生
バ
ン
ド
の
伴
奏
で
、
こ

の
曲
を
大
合
唱
し
た
。

　

加
瀬
は
、
晩
年
、
泰
明
小
学
校
前
の
コ
リ

ド
ー
街
で
ラ
イ
ブ
の
店
を
開
い
た
。
加
山
雄

三
も
、
毎
月
友
情
出
演
し
て
い
た
そ
う
な
。

　

加
山
雄
三
が
ラ
イ
ブ
の
第
一
線
の
場
を
退

い
た
。
永
遠
の
若
大
将
も
、
近
年
は
愛
艇
の

焼
失
や
病
気
で
意
気
消
沈
気
味
だ
っ
た
。
逗

子
の
高
台
に
家
を
建
て
、
湘
南
を
愛
し
た
石

原
慎
太
郎
の
逝
去
。
湘
南
の
海
の
似
合
う
人

の
退
場
は
寂
し
い
。

一　

湘
南
の
風
と
想
い
出
の
渚

　

湘
南
は
相
模
国
の
南
の
地
。
神
奈
川
県
の

鎌
倉
、
江
ノ
島
か
ら
、
逗
子
、
葉
山
、
茅
ヶ

崎
、
大
磯
あ
た
り
ま
で
の
相
模
湾
沿
岸
の
地

域
。
箱
根
駅
伝
の
三
区
と
八
区
に
あ
た
る
。

　

夏
に
な
る
と
、
湘
南
の
海
に
憧
れ
る
。
記

憶
の
中
に
、
早
世
し
た
父
親
を
含
む
家
族
で
、

出
か
け
た
逗
子
海
岸
の
海
水
浴
の
風
景
が
あ

る
。
足
の
着
か
ぬ
場
所
で
、
怖
が
る
私
を
笑

顔
で
抱
く
父
親
。
帰
り
道
の
橋
を
渡
る
と
き
、

兄
の
洋
一
は
カ
ニ
を
見
付
け
、
川
へ
降
り
て

い
っ
た
。
私
も
行
こ
う
と
し
て
「
危
な
い
」

と
親
か
ら
止
め
ら
れ
た
。
私
が
四
歳
、
兄
が

一
一
歳
の
頃
だ
と
思
う
。

　

家
族
を
も
っ
て
横
浜
に
住
ん
で
い
た
と
き
、

足
繁
く
逗
子
の
海
に
出
か
け
た
。
夏
の
熱
い

太
陽
の
下
、
湘
南
の
風
が
心
地
よ
く
伝
わ
る
。

　

湘
南
を
代
表
す
る
ス
タ
ー
加
山
雄
三
。
団

の

新
時
代
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昼
食
の
お
に
ぎ
り
を
頬
張
る
の
を
嫌
が
る
親

子
も
い
る
。
海
水
浴
を
終
え
れ
ば
、
水
着
や

タ
オ
ル
、
シ
ー
ト
や
浮
き
輪
等
、
大
量
の
洗

濯
物
が
出
る
。
ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル
に
比
べ
る

と
断
然
テ
マ
ヒ
マ
が
か
か
る
。
若
い
親
が
嫌

が
る
の
も
よ
く
分
か
る
。

　

海
水
浴
離
れ
が
強
ま
る
時
代
、
臨
海
学
校

は
貴
重
な
体
験
の
機
会
だ
と
思
う
。

♫
想
い
出
の
渚
（
作
詞
：
鳥
塚
茂
樹
　
作
曲
：

加
瀬
邦
彦
　
歌
：
加
瀬
邦
彦
と
ワ
イ
ル
ド

ワ
ン
ズ
　
一
九
六
六
年
）

　
君
を
見
つ
け
た
　
こ
の
渚
に

　
一
人
た
た
ず
み
　
思
い
出
す

　
小
麦
色
し
た
　
可
愛
い
ほ
ほ

　
忘
れ
は
し
な
い
　
い
つ
ま
で
も

　
水
面
走
る
　
白
い
船

　
長
い
黒
髪
　
風
に
な
び
か
せ

　
波
に
向
か
っ
て
　
叫
ん
で
み
て
も

　
も
う
帰
ら
な
い
　
あ
の
夏
の
日

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
出
２
３
０
３
８
２
５－

３
０
１

　

暑
い
夏
、
若
い
命
は
、
海
や
山
の
胎
動
か

ら
、
将
来
を
生
き
抜
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
甘
受

す
る
。
そ
う
あ
り
た
い
も
の
だ
。

る
。
海
中
に
子
供
が
沈
ん
だ
ら
、
そ
れ
を
発

見
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　

幸
い
、
各
地
の
臨
海
学
校
で
の
事
故
は
極

め
て
少
な
い
。
親
子
連
れ
の
海
水
浴
に
比
べ

る
と
、
は
る
か
に
安
全
と
い
え
る
。

三　

海
の
胎
動
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

我
が
国
の
臨
海
学
校
は
、
一
九
二
五
年
、

成
城
中
学
校
が
三
浦
半
島
で
実
施
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
る
。
お
よ
そ
百
年
の
歴
史
が
あ
る
。

　

私
も
小
学
校
、
中
学
校
、
大
学
の
水
泳
実

習
と
三
回
の
臨
海
学
校
に
参
加
し
た
。
き
っ

と
、
子
供
時
代
の
貴
重
な
思
い
出
と
し
て
い

る
人
も
多
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

臨
海
学
校
は
夏
季
休
業
中
の
行
事
だ
か
ら
、

自
由
参
加
が
原
則
で
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、

か
つ
て
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
て
い
た
。

し
か
し
、
近
年
は
、
夏
季
休
業
中
の
娯
楽
の

多
様
化
や
海
水
浴
を
忌
避
す
る
傾
向
も
あ
り
、

臨
海
学
校
参
加
者
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
そ
れ
を
加
速
さ
せ
た
。

　

家
庭
で
海
水
浴
を
避
け
る
傾
向
も
強
い
。

確
か
に
、
海
辺
は
砂
で
ざ
ら
つ
く
し
、
日
焼

け
も
激
し
い
。
海
水
で
べ
と
つ
く
顔
と
手
で

教
諭
時
代
の
一
六
年
間
は
ず
っ
と
林
間
学
校

し
か
な
か
っ
た
が
、
校
長
時
代
の
一
一
年
間

は
臨
海
学
校
引
率
だ
っ
た
。

　

教
諭
時
代
と
比
べ
る
と
校
長
と
し
て
の
引

率
は
気
苦
労
が
絶
え
な
い
。
臨
海
学
校
の
緊

張
感
は
林
間
学
校
の
数
倍
に
な
る
の
が
私
の

実
感
だ
。
六
〇
歳
の
臨
海
学
校
で
、
最
終
日

の
最
終
回
の
水
泳
点
呼
を
終
え
た
と
き
の
、

あ
の
安
堵
感
は
今
も
忘
れ
な
い
。

「
あ
あ
無
事
だ
っ
た
⋮
⋮
。
子
供
と
教
職
員

の
安
全
を
守
れ
た
」
心
底
そ
う
思
っ
た
。

　

我
が
国
の
二
〇
二
一
年
の
水
難
発
生
は
一

三
九
五
件
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
七
四
四

名
。
毎
年
、
必
ず
水
に
よ
る
事
故
が
発
生
す

る
。
子
供
の
事
故
で
は
、
海
よ
り
も
川
や
湖

沼
が
ず
っ
と
多
い
。

　

し
か
し
、
海
で
発
生
す
れ
ば
、
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
る
。
海
の
中
に
は
、
一
見
分
か

ら
な
い
潮
の
流
れ
が
あ
る
。
離
岸
流
も
あ
る
。

一
時
間
に
一
度
程
度
は
大
波
も
発
生
し
て
岸

へ
押
し
寄
せ
る
。
海
中
に
冷
水
塊
も
あ
る
。

土
用
に
な
れ
ば
ク
ラ
ゲ
も
発
生
す
る
。

　

班
別
指
導
で
も
足
の
着
か
ぬ
低
身
長
の
子

供
が
溺
れ
る
懸
念
も
あ
る
。
教
師
の
指
示
が

伝
わ
ら
ず
、
自
分
勝
手
で
多
動
な
子
供
も
い
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棋
な
ど
の
国
民
娯
楽
な
ど
も
含
め
る
。
お
お

よ
そ
人
間
の
行
う
表
現
活
動
と
い
え
る
も
の

は
芸
術
文
化
活
動
と
み
な
す
。

　

い
ろ
ん
な
分
類
方
法
が
あ
る
が
、
一
つ
の

分
類
方
法
と
し
て
、「
文
学
な
ど
言
語
を
用

い
て
主
に
理
性
に
訴
え
か
け
る
言
語
系
芸
術

文
化
」
と
「
音
楽
や
美
術
、
舞
踊
の
よ
う
に

言
語
を
用
い
な
い
方
法
で
主
に
感
性
に
訴
え

か
け
る
非
言
語
系
芸
術
文
化
」
に
分
け
て
み

る
。
実
際
に
は
、
両
方
の
要
素
を
含
む
、
演

劇
や
映
画
な
ど
の
総
合
系
の
も
の
が
多
い
。

し
か
し
、
普
段
、
私
た
ち
が
通
常
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
使
っ
て
い
る

言
語
以
外
の
表
現
手
段
を
使
う
、
非
言
語
系

芸
術
文
化
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
感
性
面

が
磨
か
れ
、
芸
術
文
化
の
内
容
、
範
囲
が
大

変
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
。

　

芸
術
文
化
活
動
は
、
ま
ず
、
自
分
の
想
い
、

感
情
、
思
想
を
表
現
し
た
い
「
表
現
者
」
が

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
で
表
現
、
発
出
す

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け
取
る
鑑
賞
者
、

す
な
わ
ち
「
受
容
者
」
が
い
る
こ
と
で
成
り

立
つ
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
受
容
者
の
心

三　

芸
術
文
化
の
魅
力

に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
が
人
生
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
、
そ

し
て
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
そ
の
両
方
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
か
に
つ
い
て
、

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
も
ら
う
。

　

後
半
の
芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

芸
術
文
化
の
分
類
か
ら
始
め
て
も
ら
う
。
私

の
講
義
で
は
、
芸
術
文
化
を
幅
広
く
と
ら
え

る
。
文
学
、
美
術
、
音
楽
、
演
劇
や
舞
踊
な

ど
の
舞
台
芸
術
だ
け
で
な
く
、
映
画
、
ア
ニ

メ
な
ど
の
映
像
作
品
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
茶
道
、
華
道
、
料
理
な
ど

の
生
活
文
化
、
お
祭
り
な
ど
の
伝
統
芸
能
、

落
語
、
漫
才
な
ど
の
大
衆
芸
能
、
囲
碁
、
将

二　

芸
術
文
化
の
分
類

　

私
の
大
学
で
の
講
義
、
総
合
科
目
「
ス

ポ
ー
ツ
芸
術
文
化
論
」
で
は
、
前
半
に
ス

ポ
ー
ツ
、
後
半
に
芸
術
文
化
を
取
り
上
げ
る
。

受
講
生
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
の
あ
る
者
、
芸

術
文
化
に
関
心
の
あ
る
者
が
大
体
半
々
く
ら

い
で
あ
る
。

　

学
生
た
ち
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
文
化

は
、
対
極
に
あ
る
活
動
で
あ
る
」
と
最
初
は

と
ら
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
と
か
楽
器
を
演
奏
す
る
と
い
う
と
き
に
英

語
で
は
、
ど
ち
ら
も
P
L
A
Y
と
い
う
単
語

が
使
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
両
方
の
共
通
点

や
生
活
す
る
上
で
の
「
遊
び
」
の
大
切
さ
に

つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
最
後

一　

ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
文
化

芸
術
文
化
と
は

人
生
が
芸
術
作
品
。



教師としての高みを目指して道標道標

71 2023. 8

団
体
で
活
動
し
て
い
る
。
人
を
包
み
込
む
あ

な
た
の
よ
う
に
な
り
た
い
か
ら
。」︵
亡
く

な
っ
た
夫
へ
妻
か
ら
︶

「
も
う
高
校
生
だ
よ
。
娘
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。
君
と
同
じ

セ
ッ
タ
ー
で
。
息
子
は
俺
と
同
じ
よ
う
に
野

球
部
で
頑
張
っ
て
る
。
一
人
親
に
な
っ
て
何

も
考
え
ず
に
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
。
最
初

は
「
マ
マ
帰
っ
て
こ
な
い
の
？
」
っ
て
泣
い

て
い
た
け
ど
、
二
人
と
も
話
し
方
が
君
に
似

て
き
た
よ
。俺
に
似
な
く
て
よ
か
っ
た
。」︵
亡

く
な
っ
た
奥
さ
ん
に
夫
か
ら
︶

　

突
然
命
を
奪
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
方
々
は
、

何
か
を
残
そ
う
と
生
き
て
い
た
の
で
は
な
く
、

懸
命
に
毎
日
の
生
活
を
生
き
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
で
も
、
そ
の
姿
は
、
残
さ
れ
た
人
の

心
の
中
に
い
つ
ま

で
も
残
り
、
生
き

る
道
し
る
べ
に

な
っ
て
い
る
。
残

さ
れ
た
人
々
に

と
っ
て
、
こ
れ
以

上
の
芸
術
作
品
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

人
と
の
お
つ
き
あ
い
の
中
で
、
自
分
の
意
見

を
言
っ
た
り
、
行
動
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
想
い
を
表
現
し
て
他
の
人
の
生
き
方
、

人
生
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
私
た
ち
が
毎
日
、
生
き
て
い
る
こ

と
自
体
が
、
芸
術
文
化
活
動
と
と
ら
え
て
い

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
が
人
生
を
終
え
る
と
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
の
人
生
と
い
う
芸
術
作
品
が
完
成
す

る
と
い
え
る
。

　

東
日
本
大
震
災
一
〇
年
後
の
二
〇
二
一
年

三
月
十
一
日
の
読
売
新
聞
に
「
戻
ら
ぬ
あ
な

た
へ
」
と
題
し
て
、
残
さ
れ
た
人
が
亡
く

な
っ
た
人
あ
て
に
書
か
れ
た
文
章
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。

　

今
も
大
事
に
と
っ
て
い
る
、
そ
の
中
の
二

つ
。

「
車
の
中
に
い
た
ん
だ
ね
。
１
年
前
に
買
っ

た
ば
か
り
の
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
た
ま
ま
。
ひ
つ
ぎ
に
入
っ
て

帰
宅
し
た
の
は
４
月
３
日
の
誕
生
日
。
お
酒

も
飲
ま
ず
、
口
数
も
少
な
い
け
ど
、
周
り
に

人
が
集
ま
っ
て
き
た
。
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

五　

３
・
11
大
震
災
﹁
戻
ら
ぬ
あ
な
た
へ
﹂

に
残
る
も
の
が
「
芸
術
」
作
品
と
い
え
る
。

だ
か
ら
、
芸
術
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
容

者
に
よ
っ
て
受
け
と
め
方
、
評
価
が
全
然

違
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
芸
術
作
品
は
、
日
常

「
生
活
」
に
追
わ
れ
て
い
る
私
た
ち
に
、「
人

生
」
と
は
何
か
、
生
き
て
い
る
意
味
や
生
き

て
い
く
中
で
何
が
真
に
大
切
か
に
つ
い
て
感

じ
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
芸
術
文
化
は
、
遊
び
の
自
由
な

精
神
で
、
何
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
今
、
常
識

と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
本
質
を
問
う
。
あ

る
意
味
、
非
常
識
、
さ
ら
に
は
反
常
識
の
観

点
か
ら
、
人
生
や
物
事
を
見
る
大
切
さ
も
教

え
て
く
れ
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
文
化
史
家
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ

ミ
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
残
し
て
い

る
。

「
芸
術
家
が
特
別
な
人
間
な
の
で
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
が
特
別
な
芸
術
家
な
の
で

あ
る
」

　

私
た
ち
皆
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
自
分

を
い
ろ
ん
な
形
で
表
現
し
て
い
る
。
周
り
の

四　
生
き
る
こ
と
は
芸
術
文
化
活
動
、
人
生
は
芸
術
作
品

イラスト：水川　勝利
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す
ぐ
れ
た
教
師
の
授
業
中
の
行
為
は
、

そ
の
教
師
の
力
量
の
現
れ
で
は
あ
る
が
、

そ
の
教
師
の
本
質
で
は
な
い
。

同
じ
教
材
で
同
じ
方
法
で
授
業
を
し
て

も
人
に
よ
っ
て
授
業
が
異
な
る
の
は
、
力

量
の
違
い
と
い
う
よ
り
、
教
師
の
本
質
の

違
い
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
さ
に
「
教
育
は
人
な
り
」
で
あ
る
。

①
（
中
略
）

す
ぐ
れ
た
授
業
の
行
為
は
、
そ
の
教
師

の
教
育
思
想
の
具
体
的
表
現
で
あ
る
。

す
ぐ
れ
た
教
育
思
想
は
、
そ
の
教
師
の

人
生
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
人
生
観
の
教
育

へ
の
照
り
返
し
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
す
ぐ
れ
た
教
育
思
想
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
れ
た
授
業
が
行
わ
れ
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。

思
想
と
行
為
の
間
に
は
、
大
き
な
落
差

が
あ
る
。

し
か
し
、
す
ぐ
れ
た
教
育
思
想
が
な
け

れ
ば
、
す
べ
て
は
始
ま
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
す
ぐ
れ
た
教
育
思
想
に
基

づ
く
、
す
ぐ
れ
た
授
業
行
為
と
は
何
な
の

か
？す

ぐ
れ
た
教
育
思
想
―
―
そ
れ
は
、
す

べ
て
の
子
ど
も
の
可
能
性
を
信
頼
し
、
力

に
依
拠
し
て
自
分
自
身
の
絶
え
間
な
い
反

省
と
修
業
の
上
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
に

生
き
て
い
く
勇
気
と
生
き
ぬ
い
て
い
く
知

識
と
知
恵
と
技
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る

教
師
の
固
い
決
意
で
あ
る
。
②

教
師
は
一
人
残
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど

も
の
可
能
性
を
信
頼
す
べ
き
で
あ
る
。

教
師
は
一
人
残
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど

①　
「
教
育
は
人
な
り
」
の
言
葉
は
重
い
。
ど

れ
だ
け
教
育
技
術
を
身
に
付
け
た
と
し
て
も
、

「
教
師
の
本
質
の
違
い
」
に
よ
っ
て
子
供
の

成
長
に
大
き
な
差
が
出
て
く
る
か
ら
だ
。

　
　

ち
な
み
に
、
今
年
度
、
初
め
て
書
い
た
学

校
経
営
方
針
で
、
学
校
経
営
の
基
本
理
念
と

し
て
冒
頭
に
掲
げ
た
も
の
が
「
教
育
は
人
で

あ
る
」
だ
っ
た
。

②　

今
回
読
み
直
し
て
、
見
落
と
し
て
い
た
言

葉
に
気
付
い
た
。
そ
れ
は
「
依
拠
」
だ
。「
依

拠
」
と
は
「
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
」（『
大

辞
泉
』）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
　

子
供
の
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

子
供
自
身
の
も
つ
力
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て

子
供
に
勇
気
と
知
識
と
知
恵
と
技
を
育
て
て

い
こ
う
と
決
意
す
る
こ
と

―
―
向
山
氏
は
そ
れ
を
「
す
ぐ
れ
た
教
育
思

想
」
と
定
義
し
て
い
る
の
だ
。

③　
「
一
人
残
ら
ず
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
響
く
。

今
、
担
任
し
て
い
る
子
供
、
あ
る
い
は
教
え

て
い
る
子
供
一
人
一
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ

て
み
て
ほ
し
い
。「
一
人
残
ら
ず
」
で
き
て
い

る
だ
ろ
う
か
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの

授
業
行
為
は
教
師
の
教
育
思
想
の
現
れ
で
あ
る

「
教
師
の
す
ぐ
れ
た
授
業
行
為
は
、
す
ぐ
れ
た
教
育
思
想
の
具
体
的
表
現
」
と
い
う
主
張
は
、

読
む
た
び
に
教
師
と
し
て
の
原
点
を
問
い
直
さ
せ
る
。
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併
せ
て
、
責
任
の
所
在
と
謙
虚
さ
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
る
。
管
理
職
の
立
場
か
ら
見

る
と
、
こ
の
二
つ
を
も
っ
て
い
る
教
員
は
年

齢
を
問
わ
ず
必
ず
伸
び
る
。
た
だ
し
責
任
を

感
じ
落
ち
込
み
が
ち
な
教
員
に
は
「
反
省
は

必
要
だ
が
、
落
ち
込
む
必
要
は
な
い
」
と
伝

え
て
い
る
。

　
　

な
お
、
引
用
部
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
、
原
論

文
の
ま
ま
で
あ
る
。
向
山
氏
が
そ
れ
だ
け
強

調
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

④　

授
業
行
為
を
四
つ
に
ま
と
め
、
示
し
て
い

る
。
第
一
に
「
ひ
き
出
す
」
が
あ
る
こ
と
に

注
目
し
て
ほ
し
い
。
②
で
触
れ
た
「
可
能
性
」

「
力
」
と
呼
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

自
分
に
見
え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る

こ
と
は
、
所
詮
「
自
分
と
い
う
枠
」
か
ら
自

由
で
は
な
い
。
授
業
を
通
じ
て
、
子
供
自
身

だ
け
で
は
な
く
、
教
師
に
も
見
え
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
、
子
供
の
可
能
性
や
力
を
信

じ
、
引
き
出
す
の
だ
。

　
　

最
後
の
「
包
み
込
む
」
に
つ
い
て
、
上
記

引
用
の
直
後
に
「
時
に
は
、
で
き
な
い
子
供

を
包
み
込
む
こ
と
も
大
切
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
子
供
へ
の
温
か
さ
が
垣
間
見
え
る
。

も
の
個
性
、
力
量
に
依
拠
す
る
べ
き
で
あ

る
。教

師
は
す
べ
て
の
責
任
を
ま
ず
自
分
自

身
に
帰
す
べ
き
で
あ
る
。
教
師
は
常
に
謙

虚
に
学
び
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。

教
師
は
一
人
残
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど

も
に
生
き
る
勇
気
を
与
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

教
師
は
一
人
残
ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど

も
に
知
識
と
知
恵
と
技
を
育
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
③

こ
の
こ
と
を
、
自
分
の
心
の
中
で
固
く

決
意
し
そ
の
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
人

こ
そ
、
す
ぐ
れ
た
教
育
思
想
の
持
ち
主
で

あ
る
。

教
室
に
お
け
る
授
業
が
ど
う
で
あ
る
か

の
判
断
は
、
す
べ
て
右
の
条
々
が
基
準
に

な
る
。

本
当
に
一
人
残
ら
ず
と
言
え
る
の
か
？

本
当
に
信
頼
し
て
い
る
と
言
え
る
の

か
？本

当
に
育
て
て
い
る
と
言
え
る
の
か
？

す
ぐ
れ
た
教
師
は
根
源
的
な
問
い
を
、

自
分
自
身
に
向
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
師
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
す

ぐ
れ
た
授
業
行
為
を
実
現
さ
せ
る
。（
中

略
）私

は
、
私
の
実
感
に
基
づ
い
て
、
教
師

の
授
業
中
に
お
け
る
行
為
を
、
次
の
よ
う

に
ま
と
め
た
い
と
思
う
。

一　

教
師
は
、
子
ど
も
の
力
を
ひ
き

　

出
す
。

二　

教
師
は
、
子
ど
も
に
知
識
や
技

　

を
教
え
る
。

三　

教
師
は
、
子
ど
も
に
知
的
興
奮

　

を
与
え
る
。

四　

教
師
は
、
子
ど
も
を
包
み
込
む
。

こ
れ
を
「
ひ
き
出
す
」「
教
え
る
」「
考

え
さ
す
」「
養
う
」
と
表
現
し
て
も
い
い
。

④（『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
43

  

向
山
洋
一
の
授
業
論
・
教
材
論
』

明
治
図
書
）



74

　

久
し
ぶ
り
に
向
山
塾
が
あ
っ
た
。

前
回
「
向
山
洋
一
に
な
れ
る
か
問

題
」
の
講
座
を
し
た
ら
、
好
評

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
話
題
を
い
く

つ
か
準
備
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
毎
日
、
向
山
先
生
と

ご
一
緒
し
て
い
る
が
、
大
声
を
上

げ
て
笑
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
そ

れ
は
向
山
先
生
の
返
事
が
想
定
外

の
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
ら
だ
。
私

の
余
分
な
ひ
と
言
が
、
向
山
発
言

を
誘
導
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

　

師
尾
が
め
ま
い
で
早
く
帰
っ
た

の
で
、
向
山
先
生
か
ら
心
配
の
電

話
。

師�

尾　

頭
が
痛
い
の
、
つ
か
い
す

ぎ
て
（
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
待

つ
師
尾
）。

向
山　

日
頃
つ
か
わ
な
い
か
ら
ね
。

　

こ
の
電
話
で
大
笑
い
。
私
の
頭

痛
は
す
っ
飛
ん
だ
。
こ
う
し
た
パ

タ
ー
ン
は
よ
く
あ
る
。
他
の
人
に

言
わ
れ
た
ら
、
頭
痛
が
ひ
ど
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

向
山
先
生
の
優
し
さ
や
温
か
さ

だ
か
ら
笑
い
に
な
る
に
違
い
な
い
。

　

そ
う
い
え
ば
、
一
門
の
先
生
方

も
よ
く
似
た
や
り
取
り
を
し
て
い

る
。
小
嶋
先
生
と
長
谷
川
先
生
の

や
ん
ち
ゃ
な
や
り
取
り
は
見
て
い

て
笑
っ
ち
ゃ
う
。

　

谷
先
生
も
や
ん
ち
ゃ
だ
し
、
実

力
者
に
な
る
に
は
、「
や
ん
ち
ゃ

度
ア
ッ
プ
」
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

代
車
を
師
尾
が
運
転

師�

尾　

女
性
の
多
く
は
、
い
ろ
い

ろ
な
車
の
運
転
は
嫌
が
る
の
で

す
よ
。

　

私
は
平
気
だ
し
、
上
手
だ
し
！

　

�（
運
転
の
褒
め
言
葉
を
待
つ
師

尾
）

向
山　

女
性
じ
ゃ
な
い
み
た
い
！

「
お
っ
と
そ
う
来
る
か
」
と
い
う

返
事
が
私
を
襲
っ
て
く
る
。

　

こ
う
し
て
日
々
私
は
鍛
え
ら
れ
、

や
ん
ち
ゃ
度
は
着
実
に
上
が
っ
て

い
る
。

　

最
近
は
、
美
崎
さ
ん
や
手
塚
先

生
が
明
ら
か
に
実
力
を
付
け
、
私

に
仕
掛
け
て
く
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。

　

手
塚
先
生
か
ら
向
山
塾
の
感
想

が
届
い
た
。
印
刷
す
る
と
Ａ
４
用

紙
一
六
枚
の
感
想
は
、
換
算
し
た

ら
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
八
四
枚
に

も
な
っ
た
。

　

向
山
先
生
と
師
尾
の
講
座
に

・�

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
よ
か
っ
た
で
す
。

向
山
先
生
の
生
き
方
に
強
く
強

く
あ
こ
が
れ
ま
し
た
。

・�

自
分
に
は
な
い
発
想
ば
か
り
で

し
た
。
や
ん
ち
ゃ
度
を
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・�
笑
い
ま
し
た
。
笑
い
な
が
ら
、

向
山
先
生
の
人
と
し
て
の
大
き

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

・�

私
は
真
面
目
過
ぎ
て
、
や
ん

ち
ゃ
な
子
に
ふ
ざ
け
た
こ
と
を

言
わ
れ
る
と
、
す
ぐ
カ
チ
ン
！

と
来
て
し
ま
い
ま
す
。
子
供
に

カ
チ
ン
！　
と
来
る
こ
と
を
言

わ
れ
た
ら
、
師
尾
先
生
と
向
山

先
生
の
上
品
で
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
セ
ン
ス
で
子
供
に
言
い
返
し

て
や
ろ
う
と
思
う
と
、
や
ん

ち
ゃ
君
と
の
や
り
取
り
が
楽
し

み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
嬉
し
い
感
想
を
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

高段者は皆やんちゃ！
向山先生からやんちゃを学べる向山塾

感想を読む向山先生
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

郵
便
推
進
委
員
会
あ
る
あ
る

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
、
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
郵
便
教
育
を
実
施

し
て
い
る
。
今
年
で
一
四
年
目
と

な
る
。
二
〇
二
三
年
度
の
第
一
回

郵
便
推
進
委
員
会
が
日
本
郵
便
本

社
役
員
大
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　

進
行
は
、
向
山
行
雄
先
生
。
い

つ
も
の
よ
う
に
行
雄
先
生
が
指
名

す
る
こ
と
な
く
、
郵
便
推
進
委
員

の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
は
次
々
と

発
言
さ
れ
て
い
く
。

　

学
校
現
場
で
郵
便
教
育
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
郵

便
教
育
テ
キ
ス
ト
の
活
用
事
例
や

子
供
た
ち
の
様
子
。
ま
た
新
し
い

提
案
な
ど
、
ど
の
先
生
も
自
分
の

立
場
か
ら
活
発
に
発
言
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
光
景
は
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
で
は
い
つ
も
の
こ
と
な
の
で
、

特
段
驚
く
こ
と
は
な
い
。

　

し
か
し
、
初
め
て
会
議
に
参
加

さ
れ
た
日
本
郵
便
執
行
役
員
の
方

は
、
最
後
の
挨
拶
の
冒
頭
こ
う
言

わ
れ
た
。

「
こ
の
よ
う
な
会
議
は
初
め
て
で

す
」

　

大
変
驚
い
た
ご
様
子
だ
っ
た
。

　

総
務
省
か
ら
出
向
さ
れ
た
キ
ャ

リ
ア
の
執
行
役
員
の
方
は
、
お
そ

ら
く
国
の
審
議
と
同
じ
よ
う
に
シ

ナ
リ
オ
通
り
の
会
議
が
進
行
す
る

も
の
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

事
前
に
挨
拶
文
が
用
意
さ
れ
て

い
た
そ
う
だ
が
、
そ
れ
を
読
み
上

げ
る
こ
と
な
く
ご
自
分
の
言
葉
で

感
想
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

外
部
の
企
業
や
団
体
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
が
会
議
を
開
く
と
、
初
め
て
参

加
さ
れ
た
方
は
、
み
な
さ
ん
同
じ

こ
と
を
言
わ
れ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
会
議
は
、
話
が
短

く
、
時
間
通
り
で
終
わ
る
。

【
二
〇
二
三
年
度
セ
ミ
ナ
ー
予
定
】

四
月
二
九
日
（
手
紙
）
終
了

六
月
二
五
日
（
夏
お
便
り
）
終
了

九
月
十
七
日
（
お
礼
状
）

十
一
月
十
九
日
（
年
賀
状
）

二
月
十
日
（
総
括
）

　

季
節
に
合
わ
せ
た
テ
ー
マ
が
決

ま
っ
て
い
る
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
で
参

加
費
無
料
。

ぜ
ひ
ご
参
加

下
さ
い
。

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

TOSSの会議の流儀
話が短く、時間通りで終わる。

日本郵便本社の役員大会議室。席には
各自の名札・モニター・マイクが設置
されている。

GIGA対応郵便教育コンテンツが無料で使えます。
https://www.schoolpost.jp/

【
待
ち
合
わ
せ
場
所
】

向山先生は編集会議の待ち合わせ場所を
本屋さんにしていたそうだ。右の写真は
大手町の丸善教育書コーナー
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〜私が出会った素敵な先生〜

高
たか

野
の

 宏
ひろ

子
こ新潟県三条市立

長沢小学校

40年前の幸運
「ベテランこそ新採用に学べ」と言い、 
新採用の私を守ってくれた 
Ｈ先生が永遠の憧れである。

　　　トークライン女性教師女性教師

１　

四
〇
年
前
の
幸
運

　

新
採
用
か
ら
再
任
用
の
現
在
ま

で
四
〇
年
。
研
究
推
進
校
で
授
業

者
を
経
験
し
た
。
学
級
崩
壊
の
年

は
心
身
を
壊
し
た
。
子
育
て
期
や

親
の
介
護
期
は
何
を
ど
う
優
先
す

る
の
か
迷
っ
た
。
そ
れ
で
も
教
師

を
続
け
、
今
に
至
る
。
そ
れ
は
な

ぜ
か
。
T
O
S
S
と
出
会
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
あ
る

先
生
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
Ｈ
先
生
と
い
う
。

２　

新
採
用
を
守
る

　

Ｈ
先
生
と
は
新
採
用
の
一
年
目

に
会
っ
た
。
学
年
主
任
で
私
の
席

の
隣
。
朗
ら
か
で
お
し
ゃ
れ
、
い

つ
も
笑
顔
で
子
供
た
ち
を
褒
め
て

い
た
。
五
〇
代
前
半
、
私
の
母
と

同
じ
年
ご
ろ
で
、
ア
パ
ー
ト
暮
ら

し
の
私
を
自
宅
に
呼
ん
で
、
何
度

も
夕
飯
を
ご
馳
走
し
て
く
だ
さ
っ

た
。

　

明
日
は
授
業
参
観
と
い
う
二
学

期
放
課
後
の
こ
と
だ
。
私
は
授
業

の
準
備
を
し
て
い
た
。
学
年
五
ク

ラ
ス
の
担
任
の
ひ
と
り
、
向
い
席

の
Ｋ
先
生
に
「
先
生
の
と
こ
ろ
、

保
護
者
何
人
く
ら
い
授
業
見
に
く

る
？
」
と
聞
か
れ
た
。「
ほ
と
ん

ど
の
保
護
者
が
来
ま
す
」
と
答
え

た
。
Ｋ
先
生
は
数
の
多
さ
に
驚
い

た
後
「
そ
り
ゃ
あ
そ
う
か
。
新
採

用
が
ち
ゃ
ん
と
授
業
や
っ
て
る
か

ど
う
か
、親
な
ら
心
配
だ
も
ん
な
」

と
言
っ
た
。
深
く
考
え
ず
「
そ
う

で
す
よ
ね
」
と
私
も
笑
う
と
、
い

つ
も
笑
顔
の
Ｈ
先
生
が
Ｋ
先
生
に

向
か
っ
て
こ
う
言
っ
た
の
だ
。

「
こ
の
先
生
は
ね
、
あ
な
た
や
私

よ
り
ず
っ
と
一
生
懸
命
に
授
業
の

準
備
を
し
て
い
る
の
。
楽
し
い
授

業
を
す
る
か
ら
、
保
護
者
は
そ
れ

を
楽
し
み
に
た
く
さ
ん
来
る
の
よ
。

私
は
自
分
を
反
省
し
て
、
真
似
し

て
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
わ
。

Ｋ
先
生
も
ち
ょ
っ
と
準
備
し
た
ら

ど
う
で
す
か
」

　

Ｈ
先
生
の
声
は
い
つ
も
と
違
っ

て
低
く
重
い
声
だ
っ
た
。

　

Ｋ
先
生
も
職
員
室
も
し
ー
ん
と

静
ま
り
返
っ
た
。
Ｈ
先
生
が
職
員

室
で
厳
し
い
物
言
い
を
し
た
の
は
、

あ
の
時
だ
け
だ
っ
た
。

　

Ｈ
先
生
は
体
を
張
っ
て
、
新
採

用
の
私
を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

そ
れ
も
、
ほ
ぼ
全
職
員
が
居
合
わ

せ
た
中
で
私
の
味
方
を
し
、
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
出
来
事
の

す
ご
さ
を
本
当
に
分
か
っ
た
の
は

何
年
も
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

三
年
後
、
こ
の
学
校
を
異
動
す

る
日
に
Ｈ
先
生
は
手
紙
を
下
さ
っ

た
。

「
先
生
の
努
力
は
私
が
知
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
授
業
と
子
供

を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

　

Ｈ
先
生
の
言
葉
を
守
り
、
私
は

T
O
S
S
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ

た
。

３　

恩
送
り

　

Ｈ
先
生
は
じ
め
、
赴
任
し
た
学

校
の
先
生
方
に
支
え
ら
れ
、
教
え

ら
れ
今
の
私
が
あ
る
。

　

恩
送
り
の
時
が
来
た
。
新
採
用

の
教
師
が
着
任
す
る
と
、
Ｈ
先
生

の
姿
を
思
い
出
す
。
教
育
を
志
す

教
師
は
国
の
宝
だ
。
学
年
や
担
当

が
違
っ
て
も
学
校
全
員
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

　

勤
務
校
に
新
採
用
が
着
任
し
た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
大
学
卒
だ
。
物
品
の

所
在
も
分
か
ら
ず
オ
ロ
オ
ロ
す
る

姿
は
四
〇
年
前
の
自
分
と
重
な
る
。

そ
れ
で
も
必
死
に
授
業
準
備
し
、

笑
顔
を
貼
り
付
け
教
室
で
声
を
張

る
。
新
採
用
の
姿
に
初
心
を
学
び
、

恩
を
送
る
。
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社
会
貢
献
活
動
の
意
義
を
実
感

１　
二
〇
一
四
年
、
社
会
貢
献
活
動
の

学
習
会
に
参
加
し
、
子
ど
も
ゆ
め
基

金
や
伝
統
文
化
親
子
教
室
等
の
公
的

資
金
の
申
請
方
法
を
学
ん
だ
。
二
〇

一
八
年
か
ら
公
的
資
金
を
申
請
し
、

浦
添
市
内
の
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、

T
O
S
S
音
楽
B
e
a
t
サ
ー
ク
ル

主
催
の
「
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
」

を
年
間
一
〇
回
開
催
し
て
い
る
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
の
伝
統
文
化
子
ど

も
教
室
で
は
、
五
色
百
人
一
首
・
俳

句
カ
ル
タ
・
チ
ャ
レ
ラ
ン
を
中
心
に
、

絵
手
紙
教
室
や
理
科
体
験
教
室
を

行
っ
て
い
て
、
子
供
た
ち
か
ら
も
毎

回
好
評
で
あ
る
。

　
ま
た
、
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
に

中
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
児
童
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
楽
し
く
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
二
〇
二
二
年
度
最
終
日
、
子
供
た

ち
が
書
い
た
感
想
に
は
、

「
動
物
探
し
チ
ャ
レ
ラ
ン
も
、
百
人

一
首
も
、
俳
句
カ
ル
タ
も
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
ま
た
、

み
ん
な
で
遊
び
た
い
で
す
」

と
あ
っ
た
。

　
二
〇
二
三
年
度
は
、
浦
添
市
以
外

で
も
、
公
的
資
金
を
活
用
し
社
会
貢

献
活
動
を
行
う
計
画
で
あ
る
。
五
色

百
人
一
首
等
の
魅
力
を
広
げ
た
い
。

参
加
し
て
初
め
て
、
百
人
一
首
や
俳

句
カ
ル
タ
を
体
験
す
る
子
が
多
く
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
広
げ
る
た
め
の

社
会
貢
献
活
動
の
意
義
を
実
感
し
て

い
る
。子

供
が
熱
中
す
る
シ
ス
テ
ム

２　
伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
（
六
〇

分
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。

①
　
じ
ゃ
ん
け
ん
チ
ャ
レ
ラ
ン

②
　
わ
ら
べ
う
た
手
遊
び

③
　
さ
い
こ
ろ
一
出
し
チ
ャ
レ
ラ
ン

④
　
五
色
百
人
一
首
　
青
札

⑤
　
ア
タ
マ
げ
ん
き
ど
こ
ど
こ

⑥
　
五
色
名
句
百
選
カ
ル
タ
　
青
札

　
六
〇
分
間
を
五
つ
か
ら
六
つ
の

パ
ー
ツ
で
組
み
立
て
る
こ
と
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
供
た
ち
で
も
、
熱

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。
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児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
子
供
た
ち
に

五
色
百
人
一
首
を
広
げ
よ
う

「
楽
し
か
っ
た
か
ら
み
ん
な
で
ま
た
遊
び
た
い
で
す
」
と
子
供
た
ち
に
大
好
評
の
伝
統
文
化
子
ど
も

教
室
。
毎
回
、「
五
色
百
人
一
首
・
俳
句
カ
ル
タ
・
チ
ャ
レ
ラ
ン
」
を
取
り
入
れ
て
、
子
供
た
ち
が
熱

中
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
な
が
ら
、
五
色
百
人
一
首
を
地
域
の
子
供
た
ち
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

金き
ん

城じ
ょ
う

貴た
か

裕ひ
ろ

沖
縄
県
浦
添
市
立
仲
西
小
学
校



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

子供の事実から読み取る！
子供が支持し、若手教師でも明日からすぐにできる！　学級経営“超”ベーシックスキル４。

千葉県柏市立高柳小学校 並
なみ

木
き

友
とも

寛
ひろ

　

毎
年
、
子
供
に
「
先
生
の
通
知
表
」

を
書
か
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
先
生

の
こ
こ
が
良
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
項
目

を
設
け
て
い
る
。
特
に
こ
こ
二
年
間
担

任
し
た
子
た
ち
（
五
・
四
年
）
の
声
を

紹
介
す
る
。

①　

い
つ
も
朝
笑
顔
で
挨
拶
し
て

く
れ
る
。

②　

休
み
時
間
や
朝
の
会
が
終

わ
っ
た
り
し
た
後
い
っ
ぱ
い
話

し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

③　

先
生
が
毎
日
の
よ
う
に
、
僕

や
み
ん
な
の
こ
と
を
ほ
め
て
く

れ
る
と
こ
ろ
。

④　

忘
れ
物
を
し
て
も
怒
ら
な
い
。

　

①
〜
③
は
、
複
数
人
が
書
い
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
授
業
が
分

か
り
や
す
い
」「
楽
し
い
」
と
い
う
声

も
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
超
基

本
的
な
こ
と
」
を
支
持
す
る
子
た
ち
が

多
か
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

１　

笑
顔
で
挨
拶
す
る

　

子
供
が
登
校
し
た
時
や
朝
の
会
は

「
笑
顔
」
で
挨
拶
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
一
日
を
子
供
も

教
師
も
安
定
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２　

休
み
時
間
の
歓
談

　

教
卓
で
作
業
を
し
て
い
る
と
「
先

生
」
と
子
供
が
話
し
か
け
て
く
る
。
こ

の
時
に
意
識
す
る
こ
と
は
「
手
を
止
め

て
話
を
聞
く
」
こ
と
で
あ
る
。
子
供
は

先
生
に
自
分
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た

く
て
た
ま
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
忙
し
く

て
も
手
を
止
め
て
話
を
聞
く
こ
と
で

「
聞
い
て
も
ら
え
た
」
と
子
供
は
満
足

す
る
の
で
あ
る
。

３　

毎
日
の
よ
う
に
褒
め
る

　

子
供
を
褒
め
る
褒
め
言
葉
は
多
種
多

様
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
良
い
。
例
え
ば

左
の
よ
う
に
で
あ
る
。

①　

靴
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

②　

挨
拶
が
爽
や
か
。

③　

目
を
見
て
話
を
聞
い
て
い
る
。

④　

い
す
を
し
ま
っ
て
い
る
。

⑤　

姿
勢
が
良
い
。

　

特
に
四
月
は
毎
日
毎
日
伝
え
る
。

４　

怒
ら
な
い

　

実
は
こ
れ
が
一
番
多
か
っ
た
。
裏
を

返
せ
ば
、「
怒
ら
れ
て
き
た
」
と
い
う

こ
と
だ
。
や
ん
ち
ゃ
男
子
は
言
っ
た
。

「
並
木
先
生
は
、
他
の
先
生
と
違
っ
て

よ
く
分
か
ら
な
い
理
由
で
怒
ら
な
い
」。

も
ち
ろ
ん
、
叱
る
こ
と
は
あ
る
。
し
か

し
、
九
割
は
笑
っ
て
す
ま
す
の
で
、
残

り
の
一
割
が
ス
ト
ン
と
子
供
に
入
る
の

で
あ
る
。

谷編集長の評定

ベーシックスキルだが、できている教師は
少ない。「好かれる教師」の特徴がよく分
かる。文章の構成にも工夫が見られる。

A
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向
山
日
記

五
月
一
日
㈪	

午
後
、
銀
行
と
打

合
せ
。
恵
理
子
一
家
山
梨
へ
。

五
月
二
日
㈫	

大
井
町
、
本
屋
そ

し
て
寿
司
屋
。

五
月
三
日
㈬	
夜
七
時
、
誕
生
会

（
浩
子
）。

五
月
七
日
㈰	
恵
理
子
帰
京
。
夕

食
を
一
緒
に
。

五
月
十
一
日
㈭	

夕
方
か
ら
中
央

事
務
局
会
議
。
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
る
な
あ
。
会
議
後
、
リ
ア

ル
に
出
席
さ
れ
た
先
生
方
二
〇

名
と
荏
原
町「
桂
庵
」で
懇
親
会
。

五
月
十
二
日
㈮	

夕
方
、
騒
人
社
。

五
月
十
三
日
㈯	

品
川
で
向
山
一

門
総
会
。
と
て
も
充
実
し
て
い

た
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
全
国

各
地
か
ら
参
加
し
て
い
た
。

T
O
S
S
は
い
い
な
あ
。

五
月
十
四
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋

観
戦
。
渡
辺
明
名
人
VS
藤
井
聡

太
竜
王
（
当
時
）。

五
月
十
六
日
㈫	

午
前
中
、
銀
行

の
手
続
き
。
夕
方
か
ら
芝
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
清
和
会
。
三
〇

〇
〇
名
が
参
加
さ
れ
て
い
た
そ

う
だ
。
山
谷
え
り
子
先
生
の
秘

書
に
ご
挨
拶
。

五
月
十
七
日
㈬	

夕
方
か
ら
青
年

事
務
局
会
議
の
懇
親
会
に
参
加
。

楽
し
か
っ
た
。
み
ん
な
と
軽
く

飲
み
会
。

五
月
二
一
日
㈰	

恵
理
子
と
孫
が

来
る
。
一
日
中
家
で
過
ご
す
。

五
月
二
二
日
㈪	

関
根
、
板
倉
氏

と
広
尾
で
ラ
ン
チ
。

五
月
二
三
日
㈫	

午
前
、
研
究
所

で
撮
影
。今
月
の
一
言
と
、ト
ー

ク
ラ
イ
ン
八
月
号
Q
&
A
。

五
月
二
五
日
㈭	
研
究
所
懇
親
会
、

二
〇
人
。
恵
理
子
も
。

五
月
二
六
日
㈮	
昼
、六
本
木
「
瀬

里
奈
」。
雨
宮
、師
尾
、師
尾
の
嫁
。

五
月
二
九
日
㈪	

昔
の
学
年
三
人

会
。
向
山
、
師
尾
、
板
倉
。
焼

肉
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」。

五
月
三
一
日
㈬	

師
尾
が
名
古
屋

に
て
「
手
紙
の
書
き
方
」
出
前

授
業
の
た
め
の
研
修
会
。
頑

張
っ
て
い
る
ね
。

谷
日
記

五
月
二
日
㈫	

シ
ア
ト
ル
へ
。
谷
、

小
嶋
、
溝
端
、
大
川
。
コ
ロ
ナ

禍
以
降
初
の
渡
米
。
堀
田
龍
也

先
生
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

BCA
/W

PS

と
の
交
流
だ
。
創

設
者
の
清
水
楡
華
氏
は
シ
ア
ト

ル
で
最
も
成
功
し
て
い
る
日
本

人
と
言
わ
れ
る
。BCA

（B
ellevue C

hildren's 
A
cadem

y

）
の
緻
密
で
優
し

さ
に
包
ま
れ
た
指
導
に
は
何
度

訪
問
し
て
も
感
銘
を
受
け
る
。

今
回
は
A
D
H
D
の
子
供
た
ち

を
指
導
す
るM

orningside 

A
cadem

y

と
、
兵
庫
で
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
と
の
つ
な
が
り
の
深
い
中
島

氏
が
経
営
す
る
遊
学
舎
も
視
察
。

素
晴
ら
し
か
っ
た
。

五
月
七
日
㈰	

帰
国
。

五
月
八
日
㈪	

谷
企
画
。

五
月
九
日
㈫	

T
O
S
S
執
行
部
。

五
月
十
日
㈬	

中
村
由
紀
人
氏
と

久
々
に
企
画
の
話
。
も
し
具
体

化
す
れ
ば
T
O
S
S
に
と
っ
て

も
有
意
義
な
動
き
に
。
終
了
後
、

向山・谷日記
2023年5月

T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
和
。

五
月
十
一
日
㈭	

非
同
期
会
議
。

そ
の
後
中
央
事
務
局
。
荏
原
町

「
桂
庵
」
に
初
め
て
行
っ
た
。

師
匠
行
き
つ
け
の
店
。
美
味
し

く
て
ボ
リ
ュ
ー
ミ
ー
。

五
月
十
三
日
㈯	

一
門
総
会
。
品

川
に
て
。
そ
の
後
同
門
た
ち
と

懇
親
。
二
次
会
ま
で
。

五
月
十
四
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
。

五
月
十
七
日
㈬	

青
年
。

五
月
十
九
日
㈬	

執
行
部
三
人
会
。

い
つ
も
の
寿
司
屋
。
長
谷
川
は

熊
谷
か
ら
、
小
嶋
は
長
野
か
ら

毎
回
参
加
す
る
。

五
月
二
十
日
㈯	

産
業
長
野
。
も

ち
ろ
ん
C
h
a
t
G
P
T
関
連

を
話
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
今
後
の

最
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
だ
。
経

済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
佐
桑
氏
か

ら
も
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
の
原

稿
依
頼
を
受
け
る
。

五
月
二
四
日
㈬	

立
川
で
都
小
教

技
研
総
会
・
研
修
会
。
島
村
校

長
が
尽
力
し
て
い
る
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

SNS の活用法 学級の荒れを未然に防ぐ指導

『教育トークライン』9月号
予告　8月15日発行

教室大熱中！
「子供ルーブリック」活用法特集

谷　和樹　松﨑　力　小嶋悠紀　木村重夫
塩谷直大　林　健広　星野優子　川原雅樹
尾川智子　桑原和彦　吉川たえ　上木信弘
手塚美和　若井貴裕　長谷川博之

編
集
後
記

▼
た
っ
た
ひ
と
つ
の
正
解
を
、
丁
寧
に
、
か
つ

素
早
く
、
正
確
に
出
す
。
そ
の
よ
う
な
教
育
に

慣
れ
た
我
が
国
の
学
校
現
場
、
す
な
わ
ち
教
職

員
に
と
っ
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
登
場
は
「
黒
船
」

と
な
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
先
生
の
説
明
よ
り

も
よ
く
分
か
る
」
と
言
わ
れ
る
や
も
し
れ
な
い

の
で
す
。
そ
ん
な
パ
ワ
フ
ル
な
ツ
ー
ル
を
、
い

か
に
活
用
す
れ
ば
教
育
の
質
が
上
が
る
の
か
。

そ
こ
に
迫
る
の
が
今
月
の
特
集
で
す
。（
長
谷
川
）

▼
足
元
の
実
践
が
大
切
で
あ
る
と
の
山
崎
氏
の

論
文
に
共
感
し
ま
し
た
。
学
校
で
堂
々
と
自

身
の
実
践
を
紹
介
し
、
セ
ミ
ナ
ー
に
同
僚
を

誘
う
こ
と
が
で
き
る
か
。
向
山
氏
が
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
を
ど
の
よ
う
な
背
景
で
企
画
さ
れ
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
供
の
事

実
、
腹
の
底
か
ら
の
実
感
こ
そ
重
要
で
あ
る
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
足
元
の
実
践
を
大

切
に
子
供
の
た
め
に
腕
を
磨
き
ま
す
。（
松
島
）

▼
今
月
号
の
特
集
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
で
す
。
こ

の
八
月
号
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
時

に
は
、
文
科
省
か
ら
の
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
も
公
表
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
月
号
の
先
行
実
践
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
子
供

た
ち
に
必
要
な
教
育
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

Ａ
Ｉ
時
代
を
生
き
抜
く
子
供
た
ち
に
必
要
な
情

報
活
用
能
力
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
塩
谷
）

教育トークライン：第560号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、長谷川博之（副編集長）、
　　　手塚美和、小嶋悠紀、松島博昭、塩谷直大
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話 ：03-3787-6564　
FAX ：03-5702-2384
印刷所：株式会社　光陽メディア
編集協力：株式会社　友人社
DTP：株式会社　明昌堂

【お詫び】2023年７月号表紙に誤りがありました。
（中学）「社会」→「音楽」。お詫びして訂正いたします。
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株式会社 学芸みらい社8月 新刊のご案内

※定価はすべて税込表示です。

6月／7月 新刊

50年の教師歴をもち、全国連合小学校長会会長を務めた著者が
若手教員の指導、地域との連携、学校行事の円滑な運営等、日々 、
学校現場で発生する〈有事〉をドキュメント風に描く──。
さらに「大川小学校津波訴訟」「小学校における教科担任制の導
入」など、変化する社会と教職の専門性を照射する２本の論考、
令和の時代に求められる学校づくりを提言する特別対談を収録！

向
山
行
雄
著

報
道
さ
れ
な
い｢

学
校
有
事｣

〈
真
の
教
育
〉を
求
め
る
現
場
の
奮
闘
記

Ａ
５
判
並
製
／
２
６
８
ペ
ー
ジ
／
２
、９
７
０
円

佐
々
木
英
明
・
山
方
貴
順
編
著

社
会
科
プ
ロ
発
！

〝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
〟ヒ
ン
ト
事
典

授
業
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
ア
イ
デ
ア
50

Ａ
５
判
並
製
／
１
３
６
ペ
ー
ジ
／
２
、４
２
０
円

学習者端末で調べるだけの授業から、ICTで近未来の社会がどうなる
かを探求する授業へ──。
ICTの問題点や活用の難しさも見えてきた今、「調べ活動」でICT活用
の主役を務める社会科授業でどのような形の活用が望ましいかを実
践例付きで提案。各２ページずつ活動を割り振り、全活動について
全学年・全単元を網羅。ICTで社会科をアップデートする１冊！

「正しいことは答えさせることができても、行動に移させることができない」
といった道徳授業のジレンマに迫る授業をどうつくるか──。
「いじめ」など、クラスによっては授業が難しい教材も収録。教科書に
はない、人間の本質や葛藤をつく発問で教室に討論を生む。
１時間で完結する道徳授業の展開は板書計画や指導案をQRコード
からダウンロード可能。特別の教科となった「道徳」で作成必須の「通
知表所見」にも引用できるヒントを掲載。
「国語ワークシートシリーズ」大人気著者が提案する「道徳」の各学
年ワークシートシリーズ、第１弾。

保坂雅幸 ほか著

道徳の主題 深く考えるワークシート
有名教材で議論する授業〈第３巻〉 ５・６年編

B5判並製／152ページ／2,860円

弊社オンラインショップはこちら➡

続刊も企画進行中！

重版続々、大好評！ 保坂雅幸（著）ワークシートシリーズ

◼◼物語を楽しく深く読む! 物語を楽しく深く読む! 
 新国語ワークシート27新国語ワークシート27新国語ワークシート27新国語ワークシート27新国語ワークシート27新国語ワークシート27新国語ワークシート27新国語ワークシート27
 B5判並製／160ページ／2,750円B5判並製／160ページ／2,750円

◼◼国語"説明文教材"の国語"説明文教材"の
 新読解ワークシート26 新読解ワークシート26 新読解ワークシート26 
 B5判並製／128ページ／2,530円B5判並製／128ページ／2,530円

◼◼「書く単元」文型入り「書く単元」文型入り
  文章の書き方ワークシート37 文章の書き方ワークシート37 文章の書き方ワークシート37
 B5判並製／168ページ／2,750円B5判並製／168ページ／2,750円
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